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  研究論文                                
 

大学における情報リテラシー教育の  
現状 

 
加藤 成明 

 (愛知産業大学教授) 

 

Actual Condition of Information Literacy 
Education at University 

 
 

Nariaki KATO 
 

 
  →要旨  
 今でも、大学は、「教育の質の保障」「主体的な学び」が求められている中、各大学の

情報教育は模索中である。本来、「情報リテラシー」と「コンピュータリテラシー」の意

味は違うが、初年次教育の「情報処理」は、「コンピュータリテラシー」と置き換えるこ

とができる。  
本論文は、この大学の基礎教育科目としての情報リテラシー教育のあり方について考

察し、各大学がどのような教育を施し評価しているかアンケート調査をし、考察したも

のである。  
 
 
  →キーワード  
 

・ コンピュータ教育  

・ 一般教養  

・ ワープロ・表計算・プレゼン  
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I. はじめに 

今でも、大学に問われている「教育の質の保障」「主体的な学び」からみてみると、情

報リテラシーのスキルは一方向な講義で習得できるものではなく、能動的な学習経験が必

要であり、それが実現できる科目である。なぜならば、情報リテラシーを身に付けるため

には、一方的な教授によって知識を蓄積することではなく、学習者が主体的に実践的な課

題解決に取り組む経験を通して、自分の中の知識を再構築し続ける必要がある。そして、

このような学習観は、学習者を、知識を受けられる受動的な存在としてではなく、自ら知

識をつかみとる力を持つ能動的な存在と捉える構成主義の学習観、特に「学習は個人だけ

で完結するものではなく、他者とのコミュニケーションによって社会的に構成されていく」

という社会的構成主義の学観に極めて近いことに気付かされる。  

初年次科目として各大学は、「大学基礎論」、「課題探求実践セミナー」「大学英語入

門」「英会話」「情報処理」「学問基礎論」等を設置している。この初年次教育科目は、

「学びの転換」「基礎的スキルの修得」「学問への動機付け」「キャリア形成支援」を柱

とし、新たな授業方法の導入により、入学後早期に学びの転換を図り、自分で考え行動で

きる力、他者とコミュニケーションできる力、表現できる力を修得させることを目指した

もの、だという。1)初年次教育のツールとしての「情報処理」は、「コンピュータリテラシ

ー」と置き換えることができる。 

本論文は、この大学の基礎教育科目としてのコンピュータリテラシー教育のあり方につ

いて考察し、各大学がどのような教育を施し評価しているかアンケート調査をし、考察し

たものである。2020 年から小学校・中学校・高等学校での新学習指導要領にプログラミン

グ教育の必修化になる。それに備え大学のコンピュータリテラシー教育も抜本的に見直さ

なければならない時期に来ている。  

 

Ⅱ. 大学におけるコンピュータリテラシー教育の現状 

「情報リテラシー」とは、総務省の通信白書によれば、「情報機器の操作などに関する

観点から定義する場合 (狭義)と、操作能力に加えて、情報を取り扱う上での理解、更には

情報及び情報手段を主体的に選択し、収集活用するための能力と意欲まで加えて定義する

場合(広義)がある」としている。この定義によれば、「狭義」の情報リテラシーは、「コ

ンピュータリテラシー」といえる。 
 前章で、初年次教育の「情報処理」は、「コンピュータリテラシー」と置き換えると述

べた。しかし、「情報リテラシー」あるいは「コンピュータリテラシー」は、多くの大学

で初年次教育として実施されている。他の初年次教育の担当者から見れば「情報リテラシ

ー」を広義の定義として捉え、「情報リテラシー」の担当者は「狭義」の定義として捉え

ているのが現状である。  

 大学のコンピュータリテラシー教育を考える上で、小学校から高校までの情報教育を考

えることは、重要であるので、文部科学省が提示したものを整理してみる。  

臨時教育審議会において、情報及び情報手段を主体的に選択し活用していくための個人

の基礎的資質（「情報活用能力」）を読み、書き、算盤に並ぶ基礎・基本と位置付けた情

報活用能力は、小・中・高等学校の各教科等を通じて育成させるものとし以下、図 1 のよ
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うに示した。  

 

 

 

 

 

 

 

図 1 情報リテラシーの定義概要図 

(出展：平成 10 年度総務省情報通信白書)) 

 

「Ａ 情報活用の実践力」 

課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて、必要な情報を主体的に収

集・判断・表現・処理・創造し、受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力。 

「Ｂ 情報の科学的な理解」 

情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と、情報を適切に扱うことや、自らの情報

活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解。 

「Ｃ 情報社会に参画する態度」 

社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し、情報

モラルの必要性や情報に対する責任について考え、望ましい情報社会の創造に参画しよう

とする態度。 2) 

である。ここで、「Ａ  情報活用の実践力」がコンピュータリテラシー教育に大きく関

係している。  

小学校では 1992 年度からこの情報教育を取り入れた学習指導要領が全面実施された。

「教具としての活用を通じコンピュータに触れ、慣れ、親しませる。」と位置づけられ

た。この当時は、学校におけるコンピュータの普及率が低く、また 1993 年度のコンピュ

ータに関する小学校教員の実態調査（旧文部省調べ）では、「コンピュータを操作できる

教員の割合」は 24.4％、「コンピュータを利用して指導できる教員の割合」は 8.3％と少

ないため、子どもたちをコンピュータ嫌いにさせないことが重要視され、どちらかと言え

ば消極的な利用であった。その後、2002 年度の学習指導要領の全面実施において、「小

学校では、各教科において、創作・表現活動、調べ学習、探究的な学習等において、学習

活動を豊かにする道具としてのコンピュータの活用を図りながら、コンピュータに慣れ親

しませるようにしていくことが必要である。」と位置づけられ、より積極的な活用を提言

している。 3) 

1996 年度頃から教員採用試験でコンピュータの実技試験を実施する市や県等が多くな

った。また教員のコンピュータ活用能力の向上のため、2003 年度の大学入学生から教育

職員免許法施行規則第 66 条の６に定める科目として、情報機器の操作が必修となった。

2010 年 10 月には、文部科学省では、2011 年度からの学習指導要領に対応した「教育の情

報化に関する手引」を作成し公開した。これには、「学習指導要領における教育の情報
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化」、「教科指導における ICT 活用」、「情報教育の体系的な推進」、「学校における

情報モラル教育と家庭・地域との連携」、そして「校務の情報化の推進」等、詳細に記述

されている。  

 これらの計画が推進されているが、残念ながら高等学校までの授業でコンピュータを利

用していない学校もあり、小学校から高等学校までの情報教育の体系的な推進がなされて

いないのが現状である 4)。 

 進学校からの出身者のみが集まる大学は、「コンピュータリテラシー」を科目としてな

い大学もある。ただ、本来の初年次教育としての「情報リテラシー」の科目はある。また

は、選択科目として、「コンピュータリテラシー」を実施している。我々のような、進学

校からの出身者のみが集まる大学とは違い、商業高校、工業高校からの出身者のように十

分にコンピュータリテラシー教育を受けた上で入学してくる学生と、ほとんど教育を受け

ていない学生が混在する多くの大学では、「コンピュータリテラシー」を必修科目として

実施し毎年苦闘しているのが現実である。  

  

Ⅲ . 大学におけるコンピュータリテラシーの成績評価方法 

前章で述べたように、入学してくる学生のコンピュータリテラシー能力の差があるため、

入学時のプレースメントテストや、情報に関する共通の能力確認テストを採用し，クラス

分けをしている大学の例があるが、現状ではコンピュータリテラシーの能力を客観的に測

る仕組みは用意されておらず，教員の主観的判断で学生の能力判定をする例が少なくない。

また、クラス分けされた場合の成績評価についての問題も発生するため能力別のクラス分

けを戸惑っている大学も多々あるようである。 5) 

 成績評価については何らかの評価対象物が必要である。それが、レポートであったり、

筆記試験であったり、課題及び実際に PC の前で入力することであったりする。ただ、筆記

試験のみの大学はいないようである。  

 評価の点数と成績との関係は統一されている。  

 
表1 成績と点数の関係 

 

 

 

 

 

 

 

大学において、入学までの客観的なコンピュータリテラシー能力を測る指標が確立され

れば、学生の能力に応じて，その後の大学での教育内容を高校の内容と接続させることが

できる。また、能力別クラス分けをしても評価方法及びレベルが同じであれば学生からの

苦情も出ず、学生個人の能力が生かせる。今後の検討課題であると思われる。  

 

評価 成績 

Ｓ又は、Ａ+ 90点以上 合格 

Ａ 80～89点 合格 

Ｂ 70～79点 合格 

Ｃ 60～69点 合格 

Ｄ又はＦ  59点以下 不合格 
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Ⅳ. アンケート実施報告  

各大学のコンピュータリテラシー教育の内容及び評価方法は如何なるものかと思い、平

成 29 年 11 月 10 日から 12 月 25 日まで中部地方(三重、愛知、静岡、長野、岐阜、福井、

山梨、石川、富山、新潟)の医療系を除く４年制大学 111 校にアンケート調査をおこなっ

た。回収率は、34 校(内 1 校は、コンピ  

ュータリテラシー教育は実施してない。 ) 

で約 30%であった。  

 アンケート内容を図 4 及び図 5 に示す。  

質問の[1]～［4］は大学の規模を現す 

すものであり説明は省く。  

 

1.受講学生数と教員数の関係  

 質問[5]と[6]の合計と[17]と[19]の合 

計の相関関係を図 2 に示す。         図 2 受講学生数と教員数の関係  

ここでは、TA、SA のカウントはしなかった。  

 

２．一般教養としての情報処理教育 (授業) の責任を負っている組織 

それぞれの数を表 2 に、そのグラフを図 3 に示す。  

 

   表 2 一般教養としての情報処理教育 (授業) の責任を負っている組織  

組織  数  

 一般教養としての情報処理教育のためのセンター (情報基盤センターなど) 8 

教養部、あるいはそれに相当するセンター(大学教育研究センターなど) 1 

特定学部（教養学部を含む）  0 

各学部分担  7 

特定が困難  3 

大学 (小規模大学のため) 9 

 その他  4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図 3 一般教養としての情報処理教育 (授業) の責任を負っている組織の割合  
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          図 4 アンケート用紙表 
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         図 5 アンケート用紙裏 

 

３. コンピュータリテラシーが必修科目か選択科目か  

 大学内で学部により選択か必修かが分かれる大学もある。また、科目により必修・選択

の別もある。今回は、1 大学で１学部でも必修があるなら必修とし、1 大学で全ての学部が

7



 

 

選択の場合は選択とした。  

 

  表 3 一般教養としての情報処理教育の授業が必修・選択の別  

必修化選択かの別  大学の数  

一般教養としの情報処理教育科目を必修としている  25 

一般教養としての情報処理教育科目を選択としている  6 

一般教養としての情報処理教育の授業は実施してない   2 

 

４．一般教養としての情報処教育科目名と単位数について  

 質問[22]の科目名については表 4 に、単位数については表 5 に示す。  

 

表 4 科目名と大学数          表 5 単位数と大学数  

 

 

 

 

 

 

*は、ワイルドカード  

 

５．1 クラスの受講人数と教員・ TA、SA との関係  

 1 クラスの受講人数と教員の数と TA・ST との関係を表 6 に、1 クラスの受講人数と教員

との関係のグラフを図 6 に、1 クラスの受講人数と TA・ST との関係のグラフを図 7 に示

す。 

 

表 6 1 クラスの受講人数と教員の数と TA・ ST との関係  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     図 6 1 クラスの受講人数と教員との関係  

 

科目名  大学数  

*情報* 21 

*コンピュータ* 8 

その他  2 

無記名  2 

単位数  大学数  

１単位  10 

1.5 単位  1 

2 単位  18 

４単位  2 

1クラスの受講者数 教員の数 ＴA・ＳＡの数
130 5 2
100 3 5
50 2 0
50 2 4
55 1 1
30 3 0
50 1 2
30 1 0
33 3 3
45 1 2

200 2 6
30 1 0
40 1 0
50 1 2
40 2 1
53 1 0
30 1 0

120 3 0
35 1 1
35 1 0
30 1 0
40 4 4
57 4 2
30 1 1
40 1 1
50 1 1
20 1 0
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６．一般教養としての情報処理教育の内容につ 

いて 

 造形大学だけはフォトショップによる  

画像処理であったが、その他は全て、  

学内情報資源の利用方法、情報倫理、 

インターネットに関するものワープロ  

 (word )、表計算(Excel)、プレゼンテー 

ション(PowerPoint)などアプリケー  

ションソフトによるもであった。  

図 7 1 クラスの受講人数と TA・ ST との関係  

 

７．使用テキストについて  

  質問[41]の部分のみ集計した。  

 

表７ 使用テキスト  

市販 独自開発  なし その他 無回答 

17 2 7 2 5 

 

８．一般教養としての情報処理教育科目の成績評価方法について  

 成績評価方法は、筆記試験のみで判定とか、レポートのみで判定する大学は 1 校もなく

複数の組み合わせでおこなわれている。  

例  課題(75%) + 定期試験(25%) など 

それぞれの評価項目と大学数の関係を表 7 に示す。  

 

表８ 評価項目と大学数の関係  

  成績は、複数の項目により評価されている。  

 

 

 

 

 

Ⅴ. おわりに 

 今回、各大学にアンケートの協力をお願いし、その結果を見ていると一部大手の大学を

除き同様な環境で、同様なテキストを使い、同様な授業内容、同様な評価方法を実施して

いることが分かった。  

 受講学生数と専任教員の関係では、履修学生に対して専任教員は少なく非常に残念であ

る。専任教員 1 人に対して他は全て非常勤講師、あるいは派遣講師というところもあった。  

一般教養としての情報処理教育の管轄が基盤センターであった、学部が分担しあったり、

大学当局であったりするため、よりよい教育の実施まで考えないのが現実であろう。  

評価項目  大学数  

課題  22 

レポート 11 

筆記試験  19 

実地試験  2 
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一般教養としての情報処理教育科目が必修科目か選択科目かについては前章で述べたと

おり、様々な学生が入学してくる大学においては必修科目となっている。また、必修にし

なければ、履修人数の把握ができなく、PC 実習室や非常勤の手配に困るであろう。科目名

については、「コンピュータ」という名前ではなく、「情報」とつく教科名が圧倒的に多い。

原因は定かではない。単位数については実習及び演習が絡んでいるので、1～2 単位がほと

んどである。  

 肝心の履修学生数と教員あるいは TA・SA との関係だが、平均すると学生 40 人に対し教

員 1 人と TA が 1～2 人つく。教員を増やすのが難しい場合は TA・SA の活用を望む。  

 成績評価については、筆記試験を実施している大学が多いのが目立った。「課題+筆記試

験」あるいは、「レポート+ 授業中の課題」等が多い。 

 様々な学生が入学してくる大学において、一般教養としての情報処理教育の障害になる

のはタイピングかもしれない。100%近い学生がスマホを持ち歩き、SNS を楽しんでいる中、

スマホのへ入力は速いのにワード、エクセルの入力は遅い学生が多く見受けられる。日常

的に PC に触れる機会が乏しいのである。学生の積極的な PC 利用を促進するために、授業

でタイピングをするより、いつでも PC に触れる環境を提供することが望ましい。今回はア

ンケートの集計で終わってしまったが、この場をかりてご協力して頂いた各大学の担当者

にお礼を述べたい。  

以 上 
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  研究論文                                
 
 

要素技術ブランドの拡張性に関する一考察 
－リレーションシップ・マーケティングの視点より－ 

 
山﨑 方義 

(愛知産業大学教授) 

 

A Study on the Extensibility of Ingredient Brand 
－From the Viewpoint of Relationship Marketing－  

 
Masayoshi YAMASAKI 

 
 
  →要旨  
 

部品や素材等の構成要素をブランド化し、技術的な優位性を構築して差別化戦略を図る

のが“ Ingredient Brand”である。最終ユーザーの製品選択の動機づけや価格プレミアム
が期待できることから、BtoB ないしは BtoBtoC の領域で議論が蓄積されてきた。しかし
日本語として定訳が存在せず、成分ブランドや要素ブランド、技術ブランドなど、概念も

含め統一的な用語が定着しているわけではない。その一方で、対象となる領域が拡張され

つつあり、研究や実務を推進する上で、汎用性の高い用語と概念の導入が望まれる。そこ

でリレーションシップ・マーケティングの視点を加味して総括的な用語と概念を検討する

と同時に、概念の拡張性についてケースに基づき考察する。  

 
 

 
 
  →キーワード  

 

・要素技術  

・ブランド  

・差別化要因  

・構成要素  

・リレーションシップ・マーケティング  
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Ⅰ. 問題意識 

 
コモディティ化による差別化要因の消滅と価格競争の激化は、企業にとって避けたい事

態であり、ブランディングは非価格競争の有力な手段の一つである。ブランドは大きくコ

ーポレート・ブランドとプロダクト・ブランドに分類されるが、その中間に位置づけられ

る事業ブランドが存在する場合がある。また BtoB 領域と BtoC 領域ではブランドの体系
や位置づけが一部で異なり、一般的に前者で力点が置かれるのはコーポレート・ブランド

である 1）。  
上記の体系とは別に、部品や素材等の構成要素をブランド化し、技術的な優位性を構築

する差別化戦略に関する議論の蓄積が進んでいる。「 Intel Inside（ Intel 入っている）」キ
ャンペーンで有名なインテルやゴアテックス（GORE-TEX）、ドルビー（Dolby Audio）
などであり、日本では自動車部品のシマノ、東レがユニクロと共同開発したヒートテック

等が該当する 2)。  
“ Ingredient Brand”ないしは“ Ingredient Branding”という用語が対象とする領域

であるが、日本語として特定の訳語が存在せず、成分ブランドや要素ブランド、技術ブラ

ンドなど、論者によって概念も含め統一されていない状況にある。本稿では引用部分を除

いて“要素技術ブランド”を採用するが、その根拠は後述するものとする。  
要素技術ブランドは高付加価値の部品や素材を完成品メーカーに提供し、最終ユーザー

の製品選択の動機づけや価格プレミアムを形成するものとして、BtoB ないしは BtoBtoC
の領域で議論が進んできた。しかし製品に要素として織り込まれる技術的成果はサプライ

ヤーからの提供に限定されず、自社開発の技術をブランド化するケースも多数見受けられ

る。さらに ICT(情報通信技術 )の進展により、要素技術による付加価値がサービスとして
提供されるケースも議論に加えるべき状況となっている。  
このように構成要素のブランディングは、概念やベネフィットが拡張されつつあり、今

後研究を推進、あるいは実務に有効活用する上で、総括的な用語と概念の共有化を試みる

意義は大きいと考える。 

 

Ⅱ. 研究目的と研究方法  

 

上述したように日本において要素技術ブランドは複数の類義語と概念が存在している。

類似概念とはいえ、対象とする領域が異なる部分もあり、それに伴って用語も分散してい

るのが現状である。これ自体を否定するものではないが、研究ならびに実務的な活用を図

る上で、汎用的に使用可能な用語を導入することが望ましいと考える。  

本研究の目的の第一は、構成要素のブランディングを対象とする類似概念について総括

的な概念と用語を提示することである。その方法として、先行研究をレビューした上で、

代表的な概念のキーワードから共通点と相違点を抽出し、リレーションシップ・マーケテ

ィングの視点を加味して各用語が示す領域の比較と整理を行う。その上でそれらを包含し

た概念と、それに適合した用語を検討し、提示する。  

研究目的の第二は、構成要素のブランド化の対象が広がりを見せており、拡張パターン

の一つである自社開発技術の内部要素化について検討することである。その上で ICT の
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進展に伴って近年見られるようになった、製品の外部でサービスとして提供される要素技

術ブランドのケースを確認する。 

 
Ⅲ. 先行研究 

    

既述の通り、日本では“ Ingredient Brand”の定訳が無く、複数の訳語によって議論
されている領域も一致しているとは言い難い。そこで本章では先行研究における用語とそ

の対象領域についてレビューを行う。“ブランド”と“ブランディング”が混在している

が論者の記述通りとした。なお当該ブランドの機能や効果に関する議論は基本的に本稿の

対象とはしていない。  

 

１.成分ブランド 

余田（2016）は技術や部品、素材のブランドである“ Ingredient Brand”を“成分ブラ
ンド”とし、製品を構成する要素技術がブランド化したものだとしている 3）。成分ブラン

ドは一部の機能や部品、要素技術、サービスなどの最終製品の構成要素をブランド化した

ものを指し 4)、図表 1 の通りである 5)。  
余田・坂下（2010）は「近年、製品やサービスを構成する技術や素材、あるいは部品な

どにブランド名を付与し、マーケティングにおける差別化の手段として活用する、いわゆ

る成分ブランディングに注目が集まっている」 6)と述べているように、この時点では成分

の内訳にサービスを含めていない。構成要素にサービスを加えたことで余田の示す成分の

領域が拡張すると共に、業界団体が共同で管理する技術や品質保証も含めており、相対的

にも対象が広いことが特徴である。  
 

[図表 -1]成分ブランド例  

カテゴリー  ブランド名  企業 製品機能  

技術 プラズマクラスター  シャープ  除菌イオン  

技術 ハイドロテクト  TOTO 環境浄化技術  

技術 Bluetooth® 

Bluetooth 

Special Interest 

Group(SIG) 

無線通信技術  

部品 インテル®CoreTM インテル  プロセッサー  

食品 LG21 明治 菌株  

素材 テフロン  デュポン  フッ素樹脂  

素材 ウールマーク  
ウールマーク・  

カンパニー  
ウール  

注：ブランド名は企業の登録商標である。  

出所：余田（ 2016， p.8）を一部省略して作成。  
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２．要素技術ブランド 

岡本（2003）は、「最終的なユーザーである消費者にとっての商品あるいはサービスにお
いて、その商品、サービスを構成する要素として成り立つ技術を対象としたブランド」を

“要素技術ブランド”として扱う 7）とし、技術に裏付けられたブランドであることを明確

に打ち出している。さらに要素技術ブランドを「一般消費者が消費する、商品またはサー

ビスについて、それを構成する要素として、ある一定の機能、便益をもたらす、物質、手

順、仕組み、機構などに対して、業種内で一般的に用いられる名称とは別に、固有の名称

をつけた場合の名称」と定義している 8）。これによると、要素技術ブランドが組み込まれ

る完成物を製品に限定せず、サービスも対象としていることが特徴である。  
 

３．インブランディング  

Kotler and Pfoertsch（2010）は“ Ingredient Branding”の意で  “ Inbranding”を用
い、インブランディングのコンセプトに必要な条件として以下を挙げている 9）。  
・当該部品または成分が十分に差別化されており、消費者に持続的な価値を生み出して

いること。  
・当該部品または成分が最終製品の機能にとって、中核的な役割をしていること。  
・完成品企業も、部品などの要素メーカーによってなされるインブランディングへの取

り組みを支援すること。  
・最終製品自体も高いブランド価値を求め、その製品提供において差別化を可能にする

こと。  
ここでは、要素の提供はサプライヤー企業によると明確に位置づけていることが特徴で

ある。これは「BtoBtoC チェーンにおいて、部材サプライヤーと最終ユーザーは双方が関
連しており、各々はチェーンの両端に該当する」 10）という論述からも読み取れる  

 
４．技術ブランド① 

高井・宮崎（2009）は“技術ブランド”の定義を「技術に裏付けられた、統一的・一体
感のある企業独自のコアテクノロジーが、外部世界（業界内外）でも連帯的・共有的に認

知された結果として創出される（コーポレート）ブランド」だとしている 11）。この概念は

これまで見てきた構成要素のブランド化とは大きく異なる。既存の企業や製品のブランド

価値を技術力によって高めるということであり、必ずしも技術そのものにブランドネーム

を付与するわけではない。いわばブランド価値を高める技術マネジメントの在り方を問題

にしているのである。具体的には液晶技術で優位性を築いた時期のシャープ等が想定され

る。  
 

５．テクノロジーブランディング  

佐藤（2010）は技術という見えにくい資産をブランド化する“テクノロジーブランディ
ング”12）を提唱している 13）。ただし高井・宮崎（2009）と異なる点は、特定のテクノロジ
ーをブランド化するもので、既存のプロダクト・ブランドやコーポレート・ブランドの価

値を技術力によって高めることに主眼を置いているわけでない。ケースとしてトヨタ自動

車の「GOA」やシャープの「プラズマクラスター」、TOTO の「ハイドロテクト」等を挙げ
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ている 14)。もともと構成要素のブランディングは高度な技術力に基づくものであるが、テ

クノロジーブランディングはこの観点を強調しており、かつブランディングの対象を物理

的な部品や素材を中心とするのではなく、可視化できない技術に置いていることに特徴が

見出せる。  
 

６．技術ブランド② 

高橋（2016）は「ある特定の技術が、顧客や市場に対して何らかの意味、価値を創り出
すことを狙った方法論」として技術マーケティング戦略を提唱しているが 15）、これ自体は

テクノロジーブランディングと共通した概念である。その技術マーケティング戦略を支え

る重要戦略に“技術ブランド”戦略を位置づけている 16)。  
高井・宮崎（2009）の主張する“技術ブランド”と用語としては同一であるが、概念

は大きく異なり、技術ブランド戦略を次のように定義づけている 17）。「競合と圧倒的に差

別化でき、明確な顧客価値を生み出す根源となる技術（要素的な知識、ソリューション）

のコンセプトを、直接的な取引先や関係組織にだけではなく、最終受益者との直接的なコ

ミュニケーションを戦略的に図ることにより、業界内での参入障壁と顧客ロイヤルティを

構築し、自社製品・サービスの価格プレミアムを継続的に勝ち取る戦略」。製品の構成要

素として組み込まれる提供物と位置づけている点でインブランディングと共通している。  

 
Ⅳ. 要素技術ブランドの概念の汎用性と拡張性  

    

１．リレーションシップ・マーケティングの視点による考察 

本章では第 3 章でレビューした“ Ingredient Brand”の類似概念の汎用性と拡張性につ
いて検討するが、リレーションシップ・マーケティングの視点を加味するものとする。売

り手と買い手の関係性に焦点を当て、顧客の長期志向性や協力性向を強化しようとするリ

レーションシップ・マーケティング 18）のフレームは BtoB 取引に対するひとつのアプロー
チである。「生産財の場合は原材料と部品もしくは完成品というように 2 者間の関係が特
定化されている」19）ことから、もともと要素技術ブランドは BtoB 領域から出発している。  

リレーションシップ・マーケティングは企業の関係的取引を説明する上で理論化されて

きた経緯があり 20）、サプライヤーと完成品メーカーは、部品や原材料を単に供給するに留

まらず、共同開発など相互依存性が強く、強い関係性に基づいて成立している。技術資源

が価値を持つのは、それが他の企業にとっても重要なものであり、その企業が持つ技術と

結合されるときである 21）。すなわち「企業の技術資源は他企業とのインタラクションを通

じて初めて活性化される」 22）といえ、リレーションシップを通じて開発されるのである。 
さらに要素技術ブランドは BtoBtoC というバリュー・チェーンを構成していることか

ら、最終顧客との関係性も成立する。自社開発の技術を要素技術とした場合、完成品メー

カーとエンドユーザーの関係性が中心となり、BtoB 取引における要素技術ブランドの比

重は低くなる。次節で示す類似概念をまとめた図表 2 では、本節で述べた観点により、要
素技術ブランドについてサプライヤーとの BtoB 取引の有無についても記載している。  
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２．類型概念の総括的用語の検討  

第 3 章でレビューした文献の主張に基づく“ Ingredient Brand”の類似概念を整理した
ものが図表 2 である。  
研究や実務を推進する上で、これらの類似概念が並列した状態で個別に検討を加えるよ

り、汎用性を持った用語と概念を用いることで、幅広い観点から議論ができると考えられ

る。そこでレビューした概念に基づき、“ Ingredient Brand”とその周辺領域に適用できる
総括的な概念と用語の検討を行った。  
 

[図表 -2] 構成要素を対象とするブランド（ブランディング）用語と概念  

論者  用語  概念  

余田  成分ブランド 

最終製品の構成要素である技術、部品、素材、要素

技術、サービスがブランド化したもの。 

BtoB 取引の対象である場合とない場合がある。 

岡本  要素技術ブランド 

技術が基盤。 

最終消費者にとっての製品・サービスの構成要素とし

て機能・便益をもたらす物質､手順､仕組み､機構。  

BtoB 取引の対象である場合とない場合がある。 

Kotler 

and 

Pfoertsch 

Inbranding 

(訳語もインブランディング) 

最終製品の機能に中核的な役割を持つ。  

サプライヤーから完成品メーカーへの提供物。  

BtoB 取引の対象。 

高井  

宮崎  
技術ブランド① 

技術が基盤。 

技術力によって付加価値の高まったプロダクト・ブラン

ドあるいはコーポレート・ブランド。  

BtoB 取引の対象ではない。 

佐藤  テクノロジーブランディング 

技術そのもののブランド化。 

基本的に可視化できない。 

BtoB 取引の対象ではない。 

高橋  技術ブランド② 

技術が基盤。 

BtoB 取引により提供された BtoC 製品の一部の機能

が独立してブランド化したもの。 

BtoB 取引の対象。 

出所：註 2、 3、 7、 11、 12、 15 の各文献に基づいて筆者作成  

 
まず概念であるが、満たすべき要件として以下の 5 点を抽出した。  
①技術に裏付けられている。  
②製品（完成品）やサービスの構成要素として組み込まれているが、内部に限定せず、

付属ないしは情報システム等、外部から製品やサービスに働きかける要素も含む。  
③製品（完成品）とは別に個別のブランディングが図られている。  
④構成要素の領域は技術、部品、素材、サービス等である。  
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⑤構成要素はサプライヤーから提供される場合と自社開発の場合がある。  
構成要素として②が既存のフレームの外にあるが、これについては次節および第 5 章で

論ずるものとする。  
次に用語であるが、“成分ブランド”は化合物や合成物に含有される物質を連想させ、部

品やサービスに適用するには誤解が生じる可能性がある。“インブランディング”は総括的

な解釈が可能だが、上記の要件②、ならびに次に論ずる概念の拡張性と整合しづらい。構

成要素を必ずしも“ in”に限定せず、製品の外に付属する技術サービスも含めて考えた方
が実務的に有効だと判断しており、内部に組み込まれることを強調した用語は避けたいと

考える。また“技術ブランド”や“テクノロジーブランディング”は、用語から連想でき

る領域が広く、製品やサービスの内部要素としての意味が希薄化する可能性がある。

“ Ingredient Brand”の直訳的な“構成要素ブランド”も検討したが、要素が技術に裏付
けられたものであることがわかりづらいという問題がある。  
そこでこれまで検討した中では岡本が使用している“要素技術ブランド”が上記の要件

を満たし、総括的な意味を持つ用語だと思われる。また次に述べる概念の拡張にも耐える

ことができる。以上の検討に基づき、本稿では文献の引用やそれに基づく論述部分を除き、

構成要素を対象とするブランドの用語として  “要素技術ブランド”を採用するものとする。 
 

３．概念の拡張化 

“ Ingredient Brand”や“成分ブランド”の用語が表すように、要素技術ブランドは元々
製品やサービスの内部に組み込まれるという前提に基づく概念である。「 Intel Inside」や
ゴアテックス（GORE-TEX）などが代表例で、BtoBtoC の BtoB 取引を担う位置づけが中
心であった。しかし今日では上記要件の⑤で記述したように、自社開発技術をブランド化

して構成要素とするケースが一般化している。トヨタ自動車の衝突安全ボディーである

GOA やパナソニックのナノイー、シャープのプラズマクラスターなどである。すなわち第
1 節でも述べたように、BtoBtoC の BtoB 領域を除外し、BtoC 領域で製品メーカーと最終
ユーザーとのリレーションシップだけが対象となることが成立するのである。  
さらにこれまでと大きく異なる点として、必ずしも構成要素は完成品の“内部”に限定

されないということが挙げられる。製品に付随するサービスにも適用して考えないとマー

ケティング戦略として意味を持たない場合が起こりえる。現時点では当該サービスが単独

で成立することはないことから、インブランディングの“イン”と解釈しえないことはな

い。しかし少なくとも従来から捉えてきた内部要素とは異質であることから、区別する必

要はあろう。ただしあくまでも製品価値を高める位置づけであり、かつそれ自体のブラン

ド化が図られていることが条件となる。  
本節で議論してきた領域は製品の外部にあっても、本体である製品やサービスと一体と

なり、製品選択の動機づけに結びつく高度な技術要素である。次章でこれに該当する事例

を取り上げるが、 ICT 技術の進展により、情報システムが要素技術ブランドとして顧客と
の関係性を強化するリレーションシップ・マーケティングのフレームが適用できるケース

である。  

 

 

17



   

 
 

Ⅴ. 製品に付随するサービスのブランディング事例   

 

西岡・南（2017）は、製造業は技術力で原材料を加工して製品というハードの形状で顧客
に提供するのが一般的であるが、その提供物にサービスが組み込まれ、そのハードとサービ

スが一体となって提供物の価値を形成する傾向があると指摘している。それを実現するのは

ハードとソフト双方にまたがる技術力であり、 ICT の発展に裏打ちされたビジネス構造の
変化である 23）。農業機械メーカーであるクボタの「クボタスマートアグリシステム（略称：

KSAS、以下 KSAS）」サービスは、農業の生産性向上を実現するクラウド型サービスである
が、その一例として解説されている 24)。 

クボタは、ICT を活用した営農・サービス支援システム「KSAS」に対応する、モミの食
味（タンパク・水分）・収量測定機能付きコンバインと肥料散布量の電動調整機能付き田植

機、無線 LAN を標準装備したトラクタを市場投入すると発表した 25）。この「KSAS」は農
業機械のハードに効率的な農業生産をサポートする自社開発の技術サービスを付加したも

ので、製品内部に収められているわけではないが、製品の付加価値を高める要素技術ブラン

ドだと見なすことができる。  

建設機械メーカーであるコマツも ICT を活用することで製品価値を高めている。コマツ
の建設機械には「コムトラックス」というシステムが標準装備されており、衛星で居場所を

特定できる GPS 機能に加え、オーナーやレンタル会社は稼働状況や燃料の残量等のデータ
収集が可能である 26）。また「スマートコンストラクション」は建設現場の課題解決のため

のソリューションで、高い精度で測量を行い、3 次元地形データと完成施工図面から差分を
計算し、その部分をブルドーザーが自動運転で施工する。さらに建設機械に装着したカメラ

等で日々の進捗状況が現場で処理できるなど、スムーズな現場管理を可能にする 27）。「コム

トラックス」と「スマートコンストラクション」は先に挙げたクボタの「KSAS」と同様、
建設機械本体とは別にブランディングした技術サービスであり、要素技術ブランドだと言え

よう。  

 

Ⅵ. 終わりに －今後の課題－   

 

これまで述べてきた要素技術ブランドは、競争要因に対処するコストリーダーシップ、差

別化、集中という 3 つの基本戦略 28）の差別化に該当する。他企業とのインタラクションに

よる場合と自社開発する場合とを問わず、構成要素により製品を差別化し、競争優位を構築

する戦略である。本稿では並列して複数存在する要素技術ブランドの類似概念をレビュー

し、総括的な用語と概念を提示した。また要素技術ブランドは、従来はサプライヤーが BtoB
取引においてシェアと利益の増大を図るという位置づけで議論されてきたが、完成品メーカ

ーによる自社開発技術のブランド化が展開されるケースが見られること、また ICT 技術で
製品内部から要素技術ブランドが飛び出し、情報サービスとして成立するケースを確認し

た。 

本稿に残された課題は大きく 2 点である。一つは要素技術ブランドの機能やベネフィッ
トの拡張性が議論できていないことである。今後、製造業が競争力を高めていく上で要素技

術ブランドの活用は加速度を増すと考えられる。そこで概念の拡張に伴い機能も拡張すると
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考えられるが、それに対する議論が今後必要である。  

課題の 2 点目は中小企業の要素技術ブランドに言及していないことである。企業の持つ
技術力と企業評価にギャップが生じやすいのは中小企業だと言ってもよく、要素技術ブラン

ドは中小企業にとってもプル効果を発揮し、競合企業の参入障壁としても有効だと考えられ

る。またインターナル・マーケティングとしても機能すると思われる。企業の規模に関わら

ず、従業員は自社製品に対して客観的な評価を行うことは困難であり、その評価は高くない

場合が多い 29）。BtoC 企業の従業員は自分たちの業務と社会的価値との結びつきを理解する
ことは比較的容易である。それに対し、要素技術ブランドに該当する部品や素材を提供する

BtoB 企業の従業員の多くは、自社製品を組み込んだ完成品を製造するセットメーカーの手
を経て初めて自身の価値が可視化できるのであり 30）、社会的価値の認知やモラールアップ

に効果を発揮すると考えられる。これらに踏み込むことは実務的にも学術的にも大きな貢献

となると思われ、今後の研究課題としたい。  
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Masayuki OKUDA 
 
  →要旨  

 

 わが国の大学が抱える経営戦略上の最大の課題は安定的な学生確保にある。この課題を

解決するには、「入口の入学」と「出口の就職」両方の充実が不可欠である。愛知産業大学

の学生を対象としたアンケート結果を分析したところ、建築学科の学生は、専門分野を生

かし、「仕事のやりがい」を重視し、デザイン学科の学生は、「収入や職場環境面での安定」

を重視していることがわかった。一方、総合経営学科の学生は、「高収入など社会的な成功」

を重視しているなど学科ごとの特徴が明らかとなった。各学科学生が重視する項目をかな

えられるよう出口での就職指導を徹底することで卒業生の満足度を向上させると同時に、

その就職実績をアピールすることが入口での新入生獲得につながると考えられる。  

 

 
 
  →キーワード  

 

・大学経営  

・経営戦略  

・就業意識  

・人材育成  
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Ⅰ．はじめに 

わが国の大学の経営戦略を考える上での最大の課題は、少子化の下での安定的な学生確

保にある。その成否は「入口の入学」と「出口の就職」の両方をいかに充実させるかにか

かっており、各大学は、様々な改革に取り組んでいる。今後の経営戦略を考えるためには、

各大学の個別の状況に関する基礎的なデータをよく把握したうえで、個別の事情に適合し

た施策を立案することが重要である。  

そこで、本研究では、事例として筆者が勤務する愛知産業大学の学生を対象としたアン

ケート方式による調査を実施した。アンケートでは「出口」である就職に関する学生の意

識について尋ね、分析を試みた。  

アンケート項目は、①就職に求める考え方、②卒業後の就職地域、③岡崎市内で働きた

い理由、④岡崎市外で働きたい理由、⑤希望する職種と業種、である。各設問の結果につ

いて、①男女、②学科、③学年、④出身地域の属性でクロス集計し、有意差を検定した。  

 
Ⅱ．結果 

１.属性 

 本調査の対象者は、アンケート実施期間（平成 28 年 10 月 3 日～ 14 日）に愛知産業大学

の造形学部と経営学部に在籍した学部生 788 名（建築学科 245 名、デザイン学科 183 名、

総合経営学科 360 名）である。このうち 601 名（76.3％）から有効回答を得た。  

回答者（ 601 名）の内訳を男女別にみると、男子 471 名（78.4％）、女子 130 名（21.6％）、

所属学科は、建築学科 159 名（26.5％）、デザイン学科 159 名（26.5％）、総合経営学科 283

名（47.1％）である。学年は各学年の内訳が全て 20％を超えており、学年間のばらつきは

ほぼ均等である。出身地をみると、「岡崎、名古屋以外の愛知県内」が 207 名（34.4％）と

３割以上を占めており、次いで、愛知の近隣県「岐阜、三重、静岡」が 101 名（16.8）と

２割近くある。その他「中国」が 89 名（14.8％）、「名古屋市」 77 名（12.8％）であり、

本学キャンパスが所在する「岡崎市」は 49 名（8.2％）と１割に満たない。  

回答者の性別 回答数 ％
1 男子 471 78.4
2 女子 130 21.6
合計 601 100.0

学科 回答数 ％
1 建築学科 159 26.5
2 デザイン学科 159 26.5
3 総合経営学科 283 47.1
合計 601 100.0

学年 回答数 ％
1 １年生 156 26.0
2 ２年生 176 29.3
3 ３年生 141 23.5
4 ４年生 128 21.3
合計 601 100.0

出身地 回答数 ％
1 岡崎、名古屋以外の愛知県内 207 34.4
2 岐阜、三重、静岡 101 16.8
3 中華人民共和国 89 14.8
4 名古屋市 77 12.8
5 その他国内 63 10.5
6 岡崎市 49 8.2
7 その他 15 2.5
合計 601 100.0

表１　回答者の属性

 

 

２就職に求める考え方 

（１）全体 

就職に求める考え方について尋ねた（３つ以内の複数回答）ところ、①「生活に必要な

収入を得る」（56.1％）、②「安定した企業に就職する」（ 39.4％）、③「仕事のやりがいや
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達成感」（38.9％）、④「できるだけ高い収入を得る」（ 32.3％）、⑤「休暇や福利厚生が充

実した職場」（32.1％）の順となった。  

複数回答（３つ以内） 回答数 ％
1 生活に必要な収入を得る 337 56.1
2 安定した企業に就職する 237 39.4
3 仕事のやりがいや達成感 234 38.9
4 できるだけ高い収入を得る 194 32.3

5 休暇や福利厚生が充実した職場 193 32.1
6 自分の知識や経営を生かす 142 23.6

7 仕事を通じて自分を高める 121 20.1
8 自由な勤務体制の職場 70 11.6

9 仕事で社会に貢献する 58 9.7
10 出世や高い地位を得る 40 6.7

11 自分で起業する 34 5.7

12 有名な企業に就職する 32 5.3
13 就職は考えていない 11 1.8
14 農林水産業に従事する 3 0.5
15 その他 13 2.2

表２　就職に求める考え方

 
 
（２）男女別 

男女別にみると、男子は「できるだけ高い収入を得る」（男子 33.8％、女子 26.9％）で

女子を 6.9 ポイント上回る一方、女子は「休暇や福利厚生が充実した職場」（男子 29.8％、

女子 40.8％）で男子を 11.0 ポイントも上回っている。このことから、男子は「お金」、女

子は「働きやすさ」重視といえよう。  

262 182 188 159 140 106 93 50 48 35 29 28 6 2 9
55.6 38.6 39.9 33.8 29.8 22.5 19.7 10.6 10.2 7.4 6.2 5.9 1.3 0.4 1.9

75 55 46 35 53 36 28 20 10 5 5 4 5 1 4
57.7 42.3 35.4 26.9 40.8 27.7 21.5 15.4 7.7 3.8 3.8 3.1 3.8 0.8 3.1

337 237 234 194 193 142 121 70 58 40 34 32 11 3 13
56.1 39.4 38.9 32.3 32.2 23.6 20.1 11.6 9.7 6.7 5.7 5.3 1.8 0.5 2.2

検定1） ＊ ＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表３　就職に求める考え方（男女別）

⑬就職は
考えてい
ない

⑭農林水
産業に従
事する

⑮その他

①男子

②女子

⑪自分で
起業する

⑫有名な
企業に就
職する

合計

⑦仕事を
通じて自
分を高め
る

⑧自由な
勤務体制
の職場

⑨仕事で
社会に貢
献する

⑩出世や
高い地位
を得る

①生活に
必要な収
入を得る

②安定し
た企業に
就職する

③仕事の
やりがい
や達成感

④できる
だけ高い
収入を得
る

⑤休暇や
福利厚生
が充実し
た職場

⑥自分の
知識や経
営を生か
す

 
 
（３）学科別 

「建築学科」は「仕事のやりがいや達成感」（建築 45.3％、デザイン 37.1％、経営 36.4％）、

「仕事を通じて自分を高める」（同 25.2％、同 20.1％、同 17.3％）、「仕事で社会に貢献す

る」（13.8％、9.4％、 7.4％）で他学科を上回る。建築学科の学生は、専門分野を生かし、

「仕事のやりがい」、「自己の向上」、「社会貢献」をめざす「やりがい」重視派といえる。  

一方、「デザイン学科」は「生活に必要な収入を得る」（建築 55.3％、デザイン 66.0％、

経営 50.9％）、「休暇や福利厚生が充実した職場」（同 25.2％、同 40.3％、同 31.6％）で他

学科を統計的に有意に上回っている。デザイン学科の学生は、収入や職場環境面での安定

を重視する「安定と働きやすさ」重視派といえる。  

「総合経営学科」は「できるだけ高い収入を得る」（建築 21.4％、デザイン 25.8％、経

営 42.0％）、「有名な企業に就職する」（同 4.4％、同 1.9％、同 7.8％）、「自分で起業する」

（同 6.3％、同 1.9％、同 7.4％）で統計的に有意に他学科を上回っている。総合経営学科

の学生は、高収入など社会的な成功を重視する「立身出世」重視派といえる。  
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88 66 72 34 40 36 40 12 22 11 10 7 2 2 1
55.3 41.5 45.3 21.4 25.2 22.6 25.2 7.5 13.8 6.9 6.3 4.4 1.3 1.3 0.6

105 55 59 41 64 48 32 24 15 7 3 3 3 1 8
66.0 34.6 37.1 25.8 40.3 30.2 20.1 15.1 9.4 4.4 1.9 1.9 1.9 0.6 5.0

144 116 103 119 89 58 49 34 21 22 21 22 6 0 4
50.9 41.0 36.4 42.0 31.6 20.5 17.3 12.0 7.4 7.8 7.4 7.8 2.1 0.0 1.4

337 237 234 194 193 142 121 70 58 40 34 32 11 3 13
56.1 39.4 38.9 32.3 32.2 23.6 20.1 11.6 9.7 6.7 5.7 5.3 1.8 0.5 2.2

検定1） ＊ ＊＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表４　就職に求める考え方（学科別）

⑫有名な
企業に就
職する

⑬就職は
考えてい
ない

⑭農林水
産業に従
事する

⑮その他

⑥自分の
知識や経
営を生か
す

⑦仕事を
通じて自
分を高め
る

⑧自由な
勤務体制
の職場

⑨仕事で
社会に貢
献する

⑩出世や
高い地位
を得る

①建築学科

②デザイン学科

合計

③総合経営学科

⑪自分で
起業する

①生活に
必要な収
入を得る

②安定し
た企業に
就職する

③仕事の
やりがい
や達成感

④できる
だけ高い
収入を得
る

⑤休暇や
福利厚生
が充実し
た職場

 
 
（４）学年別 

「仕事を通じて自分を高める」（ 1 年 12.8％⇒2 年 20.5％⇒3 年 21.3％⇒4 年 27.3％）の

項目で、学年が上るにつれて割合が高まっている。大学でのキャリア教育の成果の表れと

も解釈できる。  

90 54 68 61 42 43 20 20 12 9 11 8 1 1 3
57.7 34.6 43.6 39.1 26.9 27.6 12.8 12.8 7.7 5.8 7.1 5.1 0.6 0.6 1.9

109 77 68 50 53 39 36 17 20 10 7 14 2 0 6
61.9 43.8 38.6 28.4 30.3 22.2 20.5 9.7 11.4 5.7 4.0 8.0 1.1 0.0 3.4

71 58 49 52 56 26 30 23 13 11 11 8 3 2 1
50.4 41.1 34.8 36.9 39.7 18.4 21.3 16.3 9.2 7.8 7.8 5.7 2.1 1.4 0.7

67 48 49 31 42 34 35 10 13 10 5 2 5 0 3
52.3 37.5 38.3 24.2 32.8 26.6 27.3 7.8 10.2 7.8 3.9 1.6 3.9 0.0 2.3

337 237 234 194 193 142 121 70 58 40 34 32 11 3 13
56.1 39.4 38.9 32.3 32.2 23.6 20.1 11.6 9.7 6.7 5.7 5.3 1.8 0.5 2.2

検定1）

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表５　就職に求める考え方（学年別）

１年

２年

３年

合計

４年

⑪自分で
起業する

⑫有名な
企業に就
職する

⑬就職は
考えてい
ない

⑭農林水
産業に従
事する

⑮その他

⑥自分の
知識や経
営を生か
す

⑦仕事を
通じて自
分を高め
る

⑧自由な
勤務体制
の職場

⑨仕事で
社会に貢
献する

⑩出世や
高い地位
を得る

①生活に
必要な収
入を得る

②安定し
た企業に
就職する

③仕事の
やりがい
や達成感

④できる
だけ高い
収入を得
る

⑤休暇や
福利厚生
が充実し
た職場

 
 

３.卒業後の就職地域 

（１）全体 

大学卒業後にどこで働きたいかを尋ねた（単一回答）ところ、①「愛知県内の岡崎、名

古屋以外の地域」（ 29.0％）、②「日本国内ならどこでも」（ 23.5％）、③「愛知県外の他府

県」（18.5％）、④「名古屋市内」（16.3％）、⑤「岡崎市内」（7.0％）の順であった。  

単一回答 該当数 ％
1 愛知県内の他地域 174 29.0
2 日本国内ならどこでも 141 23.5
3 愛知県外の他府県 111 18.5
4 名古屋市内 98 16.3

5 岡崎市内 42 7.0
6 日本以外 22 3.7

7 就職するつもりはない 13 2.2
合計 601 100.0

表６　卒業後、どこで働きたいか

 
 
（２）男女別 

男女別にみると、男子は「愛知県内の岡崎や名古屋以外の地域」（男子 31.6％、女子

19.2％）が女子を上回る。一方、女子は「岡崎市内」（男子 5.7％、女子 11.5％）が男子を

上回る。  
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149 105 85 77 27 17 11
31.6 22.3 18 16.3 5.7 3.6 2.3

25 35 26 21 15 5 2
19.2 26.9 20.0 16.2 11.5 3.8 1.5

174 140 111 98 42 22 13
29.0 23.3 18.5 16.3 7.0 3.7 2.2

検定1） ＊＊ ＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表７　卒業後、どこで働きたいか（男女別）

⑦就職す
るつもりは
ない

①男性

②女性

合計

①愛知県
内の他地
域

②日本国
内ならどこ
でも

③愛知県
外の他府
県

④名古屋
市内

⑤岡崎市
内

⑥日本以
外

 
 
（３）学科別 

学科別にみると、「建築学科」は、他学科よりも「名古屋市内」（建築 21.4％、デザイン

10.7％、経営 11.6％）で働きたいとする割合が上回る。  

一方、「デザイン学科」は、「日本国内ならどこでも」（建築 18.9％、デザイン 31.4％、

経営 21.2％）の割合が他学科よりも上回る。  

「総合経営学科」は、「岡崎市内」（建築、デザインとも 5.7％、経営 8.5％）で働きたい

とする割合が他学科よりも有意に上回る。  

43 30 34 34 9 5 3
27.0 18.9 21.4 21.4 5.7 3.1 1.9

45 50 29 17 9 5 3
28.3 31.4 18.2 10.7 5.7 3.1 1.9

86 60 48 47 24 12 7
30.4 21.2 17.0 16.6 8.5 4.2 2.5

174 140 111 98 42 22 13
29.0 23.3 18.5 16.3 7.0 3.7 2.2

検定1） ＊ ＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表８　卒業後、どこで働きたいか（学科別）

⑥日本以
外

⑦就職す
るつもりは
ない

①建築学科

②デザイン学科

合計

③総合経営学科

①愛知県
内の他地
域

②日本国
内ならどこ
でも

③愛知県
外の他府
県

④名古屋
市内

⑤岡崎市
内

 

 
（４）学年別 

学年別にみると、３、４年と上位学年ほど「日本国内ならどこでも」（ 1 年 26.3％、2 年

27.8％、3 年 22.0％、 4 年 14.8％）の割合が低下している。４年では「就職するつもりは

ない」の項目が増加している。  

上位学年になるほど、就職エリアをある程度限定する、大学院進学など、就職以外の選

択肢を考慮するなど、進路を現実的に考えていると推察される。  

46 41 36 22 7 4 0
29.5 26.3 23.1 14.1 4.5 2.6 0.0

46 49 30 28 11 7 5
26.1 27.8 17.0 15.9 6.3 4.0 2.8

39 31 24 28 11 6 1
27.7 22.0 17.0 19.9 7.8 4.3 0.7

43 19 21 20 13 5 7
33.6 14.8 16.4 15.6 10.2 3.9 5.5

174 140 111 98 42 22 13
29.0 23.3 18.5 16.3 7.0 3.7 2.2

検定1） ＊ ＊＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表９　卒業後、どこで働きたいか（学年別）

合計

４年

⑥日本以
外

⑦就職す
るつもりは
ない

１年

２年

３年

①愛知県
内の他地
域

②日本国
内ならどこ
でも

③愛知県
外の他府
県

④名古屋
市内

⑤岡崎市
内

 
 
（５）出身地別  

出身地別では、各自の出身地での就職を希望する傾向がみられる。岡崎市内での就職を
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希望する者の内訳をみると、岡崎市出身者の約半数（ 24 名、49.0％）が岡崎市内での就職

を希望している。その他では、「岡崎、名古屋以外の愛知県出身者」で岡崎市内での就職希

望者が 9 名（4.4％）いるのに対し、名古屋市出身者で岡崎市内での就職を希望する者は 1

名（1.3％）のみである。  

9 9 2 4 24 0 1
18.4 18.4 4.1 8.2 49.0 0.0 2.0

19 12 1 41 1 2 1
24.7 15.6 1.3 53.2 1.3 2.6 1.3

115 43 16 14 9 4 3
56.4 21.1 7.8 6.9 4.4 2.0 1.5

9 29 49 7 3 1 1
8.9 28.7 48.5 6.9 3.0 1.0 1.0

6 18 33 3 2 1 0
9.5 28.6 52.4 4.8 3.2 1.6 0.0

12 25 6 24 3 13 5
13.5 28.1 6.7 27.0 3.4 14.6 5.6

2 2 3 5 0 1 2
13.3 13.3 20.0 33.3 0.0 6.7 13.3

174 140 111 98 42 22 13
29.0 23.3 18.5 16.3 7.0 3.7 2.2

検定1） ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表１０　卒業後、どこで働きたいか（出身地別）

⑥日本以
外

⑦就職す
るつもりは
ない

①岡崎市

②名古屋市

③岡崎、名古屋
以外の愛知県

①愛知県
内の他地
域

②日本国
内ならどこ
でも

③愛知県
外の他府
県

④名古屋
市内

⑤岡崎市
内

④岐阜、三重、静
岡

合計

⑤その他国内

⑥中国

⑦その他

 

 
４.岡崎市内で働きたい理由 

（１）全体  

岡崎市内で働きたいと回答した者に対して、その理由を３つ以内の複数回答で尋ねた。

その結果、岡崎市内で働きたい理由の上位５位は、①「岡崎市が好き」（ 47.6％）、②「都

会になじめない」（26.2％）、③「親の世話をする」（21.8％）、④「友人がいる」（21.4％）、

⑤「親の後を継ぐ」（19.0％）の順となった。 

複数回答（３つ以内） 該当数 ％
1 岡崎市が好き 20 47.6
2 都会になじめない 11 26.2
3 親の世話をする 10 23.8
4 友人がいる 9 21.4

5 親の後を継ぐ 8 19.0
6 自分に合った仕事がある 8 19.0

7 就職先が多い 7 16.7
8 豊かな自然がある 6 14.3

9 マイホームを持ちやすい 6 14.3
10 物価が安い 6 14.3

11 歴史がある 5 11.9

12 趣味や娯楽が充実している 2 4.8

13 農林漁業に従事したい 0 0.0
14 その他 12 28.6

表１１　岡崎市内で働きたい理由

 
 

（２）男女別  

女子は「都会になじめない」（男子 0.8％、女子 5.4％）、「友人がいる」（同 0.6％、同 4.6％）

を理由としてあげる２項目で統計的に有意に男子を上回っている。その他、「親の世話をす

る」（男子 0.6％、女子 5.4％）でも男子を上回っており、「物価が安い」もあげている。  

一方、男子は「親の後を継ぐ」（男子 1.5％、女子 0.8％）、「マイホームを持ちやすい」

（同 1.1％、同 0.8％）、「歴史がある」（同 1.1％、0.0％）を女子よりも多くあげている。 

15 4 3 3 7 6 4 4 5 2 5 2 0 7
3.2 0.8 0.6 0.6 1.5 1.3 0.8 0.8 1.1 0.4 1.1 0.4 0.0 1.5

5 7 7 6 1 2 3 2 1 4 0 0 0 5
3.8 5.4 5.4 4.6 0.8 1.5 2.3 1.5 0.8 3.1 0.0 0.0 0.0 3.8

20 11 10 9 8 8 7 6 6 6 5 2 0 12
3.3 1.8 1.7 1.5 1.3 1.3 1.2 1.0 1.0 1.0 0.8 0.3 0.0 2.0

検定1） ＊＊＊ ＊＊＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表１２　岡崎市内で働きたい理由（男女別）

⑬農林漁
業に従事
したい

⑭その他

⑨マイ
ホームを
持ちやす
い

⑩物価が
安い

⑪歴史が
ある

⑫趣味や
娯楽が充
実している

⑧豊かな
自然があ
る

⑥自分に
合った仕
事がある

①男子

②女子

合計

⑦就職先
が多い

①岡崎市
が好き

②都会に
なじめない

③親の世
話をする

④友人が
いる

⑤親の後
を継ぐ
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（３）出身地別  

岡崎市内で働きたいと回答した 42 名の学生のうち、岡崎市内出身者が 24 名（57.1％）

と過半数を占めている。岡崎市出身者で市内での就職を希望する者の理由は、①「岡崎市

が好き」（20.4％）、②「親の世話をする」（ 16.3％）、③「都会になじめない」（ 10.2％）の

順となっている。  

10 5 8 4 4 3 3 3 0 1 2 1 0 8
20.4 10.2 16.3 8.2 8.2 6.1 6.1 6.1 0.0 2.0 4.1 2.0 0.0 16.3

0 0 0 0 2 1 0 0 3 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 2.6 1.3 0.0 0.0 6.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5 4 2 3 2 2 2 2 1 1 1 1 0 2
2.5 2.0 1.0 1.5 1.0 1.0 1.0 1.0 1.3 0.5 0.5 0.5 0.0 1.0

1 1 0 0 0 1 0 0 2 1 0 0 0 1
1.0 1.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 1.0 1.0 0.0 0.0 0.0 1.0

2 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1
3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 0.0 0.0 1.6 0.0 0.0 0.0 1.6

2 1 0 2 0 1 1 1 0 2 2 0 0 0
2.2 1.1 0.0 2.2 0.0 1.1 1.1 1.1 0.0 2.2 2.2 0.0 0.0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20 11 10 9 8 8 7 6 6 6 5 2 0 12
3.3 1.8 1.7 1.5 1.3 1.3 1.2 1.0 1.0 1.0 0.8 0.3 0.0 2.0

検定1） ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表１3　岡崎市内で働きたい理由（出身地別）

⑪歴史が
ある

⑫趣味や
娯楽が充
実している

⑬農林漁
業に従事
したい

⑭その他

①岡崎市

⑥自分に
合った仕
事がある

⑦就職先
が多い

⑧豊かな
自然があ
る

⑨マイ
ホームを
持ちやす
い

⑩物価が
安い

①岡崎市
が好き

②都会に
なじめない

③親の世
話をする

④友人が
いる

⑤親の後
を継ぐ

②名古屋市

③岡崎、名古屋
以外の愛知県

④岐阜、三重、静
岡

合計

⑤その他国内

⑥中国

⑦その他

 
 

５.岡崎市外で働きたい理由 

（１）全体  

 大学卒業後に岡崎市以外で働くことを希望する者に対して、その理由を尋ねたとこる、

①「就職したい企業が岡崎市内にはない」（ 18.2％）、②「自分のやりたい仕事が岡崎市内

にはない」（16.3％）、③「都会生活にあこがれる」（ 15.9％）、④「レジャーや娯楽が少な

い」（7.6％）、⑤「親元から離れたい」（ 6.7％）の順であった。  

単一回答 該当数 %
1 就職したい企業が岡崎市内にない 95 18.2
2 自分のやりたい仕事が岡崎市内にない 85 16.3
3 都会生活にあこがれる 83 15.9
4 レジャーや娯楽が少ない 40 7.6

5 親元から離れたい 35 6.7
6 その他 185 35.4

合計 523 100.0

表１４　岡崎市以外で働きたい理由

 
 
（２）男女別  

 男女別にみると、岡崎市以外で働きたい理由を「自分のやりたい仕事が岡崎市内にない」

とする割合で、男子（ 15.7％）が女子（8.5％）を統計的に有意に上回っている。  

73 74 63 33 29 145
15.5 15.7 13.4 7.0 6.2 30.8

22 11 20 7 6 40
16.9 8.5 15.4 5.4 4.6 30.8

95 85 83 40 35 185
15.8 14.1 13.8 6.7 5.8 30.8

検定1） ＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表１５　岡崎市以外で働きたい理由(男女別）

①男子

②女子

④レジャー
や娯楽が
少ない

⑤親元か
ら離れた
い

合計

⑥その他

①就職し
たい企業
が岡崎市
内にない

②自分の
やりたい
仕事が岡
崎市内に
ない

③都会生
活にあこ
がれる
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（３）学科別  

 学科別にみると、岡崎市以外で働きたい理由として、「就職したい企業が岡崎市内にない」

とする割合で、建築学科（ 20.1％）とデザイン学科（18.9％）が総合経営学科（ 11.7％）

を統計的に有意に上回っている。  

32 21 21 10 9 50
20.1 13.2 13.2 6.3 5.7 31.4

30 25 19 11 11 49
18.9 15.7 11.9 6.9 6.9 30.8

33 39 43 19 15 86
11.7 13.8 15.2 6.7 5.3 30.4

95 85 83 40 35 185
15.8 14.1 13.8 6.7 5.8 30.8

検定1） ＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表１６　岡崎市以外で働きたい理由（学科別）

①建築学科

②デザイン学科

合計

③総合経営学科

④レジャー
や娯楽が
少ない

⑤親元か
ら離れた
い

⑥その他

①就職し
たい企業
が岡崎市
内にない

③都会生
活にあこ
がれる

②自分の
やりたい
仕事が岡
崎市内に
ない

 

 

（４）出身地別  

 出身地別にみると、岡崎市以外で働きたい理由を「都会生活にあこがれる」とする割合

は、中国（37.1％）、中国以外の外国（26.7％）留学生で高く、国内出身の学生を統計的に

有意に上回っている。また、岡崎市内出身の学生では、「親元から離れたい」とする割合が

12.2％あり、他の出身地学生よりも多い。  

5 5 6 0 6 2
10.2 10.2 12.2 0.0 12.2 4.1

16 13 7 8 2 27
20.8 16.9 9.1 10.4 2.6 35.1

38 36 15 15 17 64
18.6 17.6 7.4 7.4 8.3 31.4

17 13 9 6 3 43
16.8 12.9 8.9 5.9 3.0 42.6

8 8 7 3 2 33
12.7 12.7 11.1 4.8 3.2 52.4

10 8 33 7 4 11
11.2 9.0 37.1 7.9 4.5 12.4

1 2 4 1 0 5
6.7 13.3 26.7 6.7 0.0 33.3

95 85 83 40 35 185
15.8 14.1 13.8 6.7 5.8 30.8

検定1） ＊＊＊ ＊ ＊＊＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表１７　岡崎市以外で働きたい理由（出身地別）

合計

⑤その他国内

⑥中国

⑦その他

⑥その他

①岡崎市

②名古屋市

③岡崎、名古屋
以外の愛知県

④岐阜、三重、
静岡

①就職し
たい企業
が岡崎市
内にない

②自分の
やりたい
仕事が岡
崎市内に
ない

③都会生
活にあこ
がれる

④レジャー
や娯楽が
少ない

⑤親元か
ら離れた
い

 

 

６.希望する職種と業種 

（１）職種・全体  

 卒業後の就職に際して希望する職種を尋ねたところ、上位は①「営業、事務、企画系」

（21.7％）、②「技術系（建築、土木）」（ 18.7％）、③「クリエイティブ系」（ 12.6％）、④

「サービス、販売系」（ 8.5％）、⑤「専門職系（コンサルタント、金融、不動産）」（ 4.4％）

の順であった。  

単一回答 該当数 ％
1 営業、事務、企画系 128 21.7
2 技術系（建築、土木） 110 18.7
3 クリエイティブ系 74 12.6
4 サービス、販売系 50 8.5

5 専門職系（コンサルタント、金融、不動産） 26 4.4
6 技術系（ソフトウェア、ネットワーク） 20 3.4

7 技術系（電気、電子、機械） 20 3.4
8 技術系（素材、食品、メディカル） 8 1.4

9 その他（教師、公務員など） 51 8.7
10 不明 102 17.3

合計 589 100.0

表１８　希望する職種
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（２）職種・男女別  

 男女別にみると、女子「クリエイティブ系」（22.3％）、「サービス、販売系」（13.1％）

で、男子（それぞれ 9.6％、7.0％）を統計的に有意に上回っている。  

102 89 45 33 23 18 19 4 40 88
21.7 18.9 9.6 7.0 4.9 3.8 4.0 0.8 8.5 18.7

26 21 29 17 3 2 1 4 11 14
20.0 16.2 22.3 13.1 2.3 1.5 0.8 3.1 8.5 10.8

128 110 74 50 26 20 20 8 51 102
21.3 18.3 12.3 8.3 4.3 3.3 3.3 1.3 8.5 17.0

検定1） ＊＊＊ ＊ ＊ ＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

⑧技術系
（素材、食
品、メディ
カル）

⑨その他
（教師、公
務員など）

⑩不明

①男性

②女性

合計

表１９　希望する職種（男女別）

①営業、
事務、企
画系

②技術系
（建築、土
木）

③クリエイ
ティブ系

④サービ
ス、販売
系

⑤専門職
系（コンサ
ルタント、
金融、不
動産）

⑥技術系
（ソフトウェ
ア、ネット
ワーク）

⑦技術系
（電気、電
子、機械）

 

 

（３）職種・学科別  

 学科別の特徴が顕著である。建築学科は、「技術系（建築、土木）」（ 63.5％）が多く、「営

業、事務、企画系」（ 7.5％）、「サービス、販売系」（ 1.3％）が少ない。デザイン学科は、

「クリエイティブ系」（ 40.9％）が多く、総合経営学科は、「営業、事務、企画系」（ 34.3％）

が多い。  

12 101 4 2 4 3 4 4 11 11
7.5 63.5 2.5 1.3 2.5 1.9 2.5 2.5 6.9 6.9

19 6 65 17 4 8 2 2 8 29
11.9 3.8 40.9 10.7 2.5 5.0 1.3 1.3 5.0 18.2

97 3 5 31 18 9 14 2 32 62
34.3 1.1 1.8 11.0 6.4 3.2 4.9 0.7 11.3 21.9

128 110 74 50 26 20 20 8 51 102
21.3 18.3 12.3 8.3 4.3 3.3 3.3 1.3 8.5 17.0

検定1） ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

⑨その他
（教師、公
務員など）

⑩不明

①建築学科

②デザイン学科

③総合経営学科

合計

表２０　希望する職種(学科別）

①営業、
事務、企
画系

②技術系
（建築、土
木）

③クリエイ
ティブ系

④サービ
ス、販売
系

⑤専門職
系（コンサ
ルタント、
金融、不
動産）

⑥技術系
（ソフトウェ
ア、ネット
ワーク）

⑦技術系
（電気、電
子、機械）

⑧技術系
（素材、食
品、メディ
カル）

 
 

（４）業種・全体  

 希望する業種を尋ねたところ、上位は①「製造業」（ 25.6％）、②「商業」（17.2％）、③

「公務員」（11.8％）、④「サービス業」（ 11.1％）、⑤「不動産業」（ 6.1％）の順であった。 

単一回答 該当数 %
1 製造業 146 25.6
2 商業 98 17.2
3 公務員 67 11.8
4 サービス業 63 11.1

5 不動産業 35 6.1
6 教員 22 3.9

7 運輸・情報通信業 15 2.6
8 電気・ガス業 14 2.5

9 金融・保険業 13 2.3
10 医療・福祉 10 1.8

11 その他 87 15.3

合計 570 100.0

表２１　希望する業種

 
 

（５）業種・学科別  

 学科別にみると、建築学科は、「製造業」（ 30.8％）、「不動産業」（17.6％）、デザイン学

科は、「製造業」（29.6％）、「サービス業」（16.4％）が多い。一方、総合経営学科は、「商

業」（21.9％）が多いのが特徴である。  

119 70 56 44 30 15 13 13 11 7 70
25.3 14.9 11.9 9.3 6.4 3.2 2.8 2.8 2.3 1.5 14.9

27 28 11 19 5 7 2 1 2 3 17
20.8 21.5 8.5 14.6 3.8 5.4 1.5 0.8 1.5 2.3 13.1

146 98 67 63 35 22 15 14 13 10 87
24.3 16.3 11.1 10.5 5.8 3.7 2.5 2.3 2.2 1.7 14.5

検定1）

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表２２　希望する業種（男女別）

⑤不動産
業

⑥教員

①男性

①製造業 ②商業 ③公務員
④サービ
ス業

⑦運輸・
情報通信
業

⑧電気・ガ
ス業

⑨金融・
保険業

⑩医療・
福祉

⑪その他

②女性

合計
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（６）業種・出身地別  

 出身地別の特徴をみると、中国人留学生の約４割が「商業」（ 37.1％）を希望している。 

49 12 21 3 28 6 0 2 0 2 23
30.8 7.5 13.2 1.9 17.6 3.8 0.0 1.3 0.0 1.3 14.5

47 24 14 26 0 7 2 0 0 2 29
29.6 15.1 8.8 16.4 0.0 4.4 1.3 0.0 0.0 1.3 18.2

50 62 32 34 7 9 13 12 13 6 35
17.7 21.9 11.3 12.0 2.5 3.2 4.6 4.2 4.6 2.1 12.4

146 98 67 63 35 22 15 14 13 10 87
24.3 16.3 11.1 10.5 5.8 3.7 2.5 2.3 2.2 1.7 14.5

検定1） ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

1）χ 2検定　＊＊＊　ｐ＜0.001　＊＊　ｐ＜0.01　＊　ｐ＜0.05
注）上段は該当数、下段は割合（％）

表２３　希望する業種（学科別）

⑪その他

①建築学科

②デザイン学科

⑥教員
⑦運輸・
情報通信
業

⑧電気・ガ
ス業

⑨金融・
保険業

⑩医療・
福祉

①製造業 ②商業 ③公務員
④サービ
ス業

⑤不動産
業

合計

③総合経営学科

 
 
Ⅲ．まとめ 

アンケートの結果、建築学科の学生は、専門分野を生かし、「仕事のやりがい」を重視し、

デザイン学科の学生は、「収入や職場環境面での安定」を重視している。一方、総合経営学

科の学生は、「高収入など社会的な成功」を重視しているなど学科ごとの特徴が明らかとな

った。各学科学生が重視する項目をかなえられるよう就職指導を徹底することで卒業生の

満足度を向上させると同時に、その就職実績をアピールすることが入口での新入生獲得に

つながると考えられる。 

また、岡崎市内で働きたい理由の上位５位は、①「岡崎市が好き」、②「都会になじめな

い」、③「親の世話をする」、④「友人がいる」、⑤「親の後を継ぐ」の順となった。  

女子は「都会になじめない」、「友人がいる」を理由としてあげる２項目で統計的に有意

に男子を上回っている。一方、男子は「親の後を継ぐ」、「マイホームを持ちやすい」、「歴

史がある」を女子よりも多くあげている。岡崎市内で働きたいと回答した学生のうち、市

内出身者が過半数を占めるなか、岡崎市、名古屋市以外の愛知県内出身者も多いことがわ

かった。このことから、地元に愛着のある岡崎市内の女子生徒や、卒業後に岡崎市内に定

住する希望のある男子生徒をターゲットとするため、岡崎市、名古屋市以外の愛知県内の

生徒に対する学生募集に注力することが効果的と考えられる。愛知産業大学教職員が一致

団結して「入口の入学」と「出口の就職」の両方を一層充実させていく必要があろう。  
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女性の働き方と 

ワーク・ライフ・バランスシステムの構築 
 

 
草田 清章 

(愛知産業大学准教授) 

 

A Study for Constructing a New System that Supports 

Female Work Culture and Work-Life Balance 

          
 

Kiyoaki KUSADA 
 
 
  →要旨  

 

女性の働き方については、女性の働き方におけるワーク・ライフ・バランス支援として、

多くの研究対象とされてきた。現在、わが国が直面している多くの問題の背景に働き方が

あるからであろう。本稿では、女性の働き方に着目し、組織のＷＩＮ、個人のＷＩＮを実

現するためのワーク・ライフ・バランスシステムの構築が、組織と個人とのマッチングに

対してもつ意味について考察する。  

 
 

 
 
  →キーワード  

 

・組織と個人  

・働き方  

・マッチングへの架橋  
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Ⅰ. はじめに 

 
女性の働き方については、女性の働き方におけるワーク・ライフ・バランス支援として、

多くの研究対象とされてきた。少子化問題や子育て期の長時間労働、正社員と非正規社員

の処遇問題など、現在、わが国が直面している多くの問題の背景に「働き方」があるから

であろう。筆者の前任校の学生の多くは働く女性であった。皆、旺盛な学習意欲を示し、

自分らしい働き方・生き方を模索していた。しかし、働く女性が修学を決意し、継続して

いくためには、仕事と生活の両面において解決しなければならない問題も多い。常に話題

となるのは、働く女性、母、そして妻の役割を果たすことを可能とする働き方が、いかに

困難を伴うかである。役割のバランスを優先させた働き方を求めることにより、正社員と

は異なる雇用形態となることによる賃金格差や不安定な雇用条件を受け入れざるを得ない

場合もある。仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章（ 2007）では、性や年
齢などにかかわらず、誰もが自らの意欲と能力を持って様々な働き方や生き方に挑戦でき

る機会が提供されており、子育てや親の介護が必要な時期など個人の置かれた状況に応じ

て多様で柔軟な働き方が選択でき、しかも公正な処遇が確保された社会を目指すべきとし

ている。それは、組織と個人との関係を抜本的に見直し、組織のＷＩＮ、個人のＷＩＮを

再構築した働き方を推進していくことでもある。そこで、本稿では、組織のＷＩＮ、個人

のＷＩＮを実現するためのワーク・ライフ・バランスシステムの構築が組織と個人とのマ

ッチングに対してもつ意味について考察する。 

 

Ⅱ. キャリアの入口における躓き  

 

組織と個人とのマッチングに関して、初期キャリア 1）の確立がどのように成し遂げられ

たかは、その後のキャリア形成に影響する。「たいていの人びとは、ときにはほとんど洞察

なしに、また、ときには自分自身の欲求と才能のいくらかを犠牲にしてではあるが、キャ

リアの初期部分を切り抜けて何らかの進路に落ち着くものである」 2）。しかし、若者の就

労については、学校から職業への移行が必ずしも円滑に行われていない状況にある。若者

の職業能力蓄積不足・不安定就労の増大は、中・長期的な競争力の低下、社会保障システ

ムの脆弱化などの社会不安の増大につながる危険性があるが、これら若者の雇用・就業の

現状は、学校から職業への移行過程であるキャリアの入口における躓きによるものではな

いだろうか。躓きの第 1 の要因は、環境にある。これまでのわが国は、長期雇用を前提に

企業内訓練により熟練労働者に育てる職業教育・訓練が大勢を占めてきた。しかし、今後

はコア人材すなわち長期雇用蓄積型 3）のみに限定し、育成から距離をおこうとする傾向が

強まっているように感じられる。従来、企業ではストック型すなわち長期継続雇用や年功

序列型賃金体系等の雇用管理が行われ、個人も長期の勤続を前提として内部昇進、企業内

のキャリア形成に対応してきた。しかし、最近の情報通信技術の急速な進歩、経済の低成

長・サービス化・ソフト化・国際化等の進展により、多くの企業がフロー型の雇用管理へ

とシフトしつつある。また、個人も、自らのキャリア形成を目指して自己啓発を行う者が

増えてきており、これまでの企業と働く者との安定的・一体的関係にも変化が見受けられ

る。従来の雇用管理においては、企業は長期継続雇用を前提とした採用を実施するが、個
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人に全人格的なまでの忠誠心を求めた。個人も就社意識で企業とともに生きる姿勢をもつ

が、企業に頼っていれば自分自身はもとより家族も含め、その生涯を保証してくれるとい

う企業への依存が存在した。しかし、今後、企業は調整可能な労働力入手の最適ミックス

であるジャスト・イン・タイム雇用の実現を目指し、一方個人も自律意識 4）をもち、多様

な働き方 5）の実現のため、最適な企業を選択するという関係が予想される。  
本田（2003）は、学校教育と職業を架橋する方策について、 2 つに大別し、第 1 は、職

業の世界で効力をもつ職業能力や職業資格を学校教育の中で若年者に身につけさせる方策、

第 2 は、企業などの組織が若年者の移行に深く関与し援助する方策としている 6）。そして、

この 2 種類の方策の強弱を二軸として代表的な国を配置しているが、わが国の特徴は、学

校教育における職業能力や職業資格の形成が弱体である代わりに学校と企業との連携が強

力であり、組織の関与、すなわち企業内訓練による組織の強い関与が若年者の学校から職

業への移行を下支えする機能をはたしていたと考えられる。長期雇用・非流動化を前提と

し、長期における企業内特殊的なスキル 7）の形成により、高い生産性を維持してきたので

ある。しかし、人材ニーズの多様化・高度化、雇用の流動化などは、企業内特殊的なスキ

ルの不確実性を高める。よって、企業内訓練による投資効果が低下する可能性があるため、

現在、企業は能力開発の主体を企業から個人へと移行しつつあると考えられる。  
躓きの第 2 は、若者個人の内的要因にある。内的要因を、組織と個人との心理的距離を

測る概念として用いられてきた組織コミットメント（organizational commitment）によ
り考察したい。田尾は、メイヤーとアレン（Meyer, J.P. & Allen, N.J.）の開発した要素で
ある感情的要素（affective）存続的要素（ continuance）規範的要素（normative）を基に
した分析で、「愛着要素」（会社への情緒的な愛着）「内在化要素」（会社の価値と自分の価

値との一致）「規範的（日本的）要素」（周囲の目、世間体）、「存続的要素」（退職によるコ

スト）の４因子に分類している 8）。この４因子をもとに若年層の自発的な離職行動を考察

すると、内在化要素が低下する時期と自発的失業者の割合が高まる時期とがほぼ一致する。

これは、入社前のイメージによる会社への愛着が入社後の現実（リアリティ・ショック）

により内在化へと移行する前に裏切られる形で自分の価値観から離れてしまうことにより、

組織との同一化とそれに伴う愛着が小さくなってしまう結果、組織にとどまる要因が、他

の 2 要素（規範的要素・存続的要素）へと進んでしまう。そして、それら 2 要素に拘束さ
れない若者たちは自発的な離職行動へと進んでしまうと考えられる。また、組織メンバー

としての時間の経過により「ほとんどの管理者は人員や資金の配分をめぐる議論において

自分の部署の存在意義を正当化しなければならないが、そうした議論の副産物として生ま

れるコミットメントのため自分の世界観を疑ったり、否定することができにくくなる」 9）

前に、若者たちは自ら組織を離脱する道を選んだのかも知れない。  
学校から職業への移行過程における組織の強い関与が失われつつある現在、教育機関、

産業界、政府・地方公共団体などが相互に連携を強化した対策が急がれる。  

 
Ⅲ. 組織と個人とのマッチング  

    

それでは、組織と個人とのマッチングとは何であろうか。「そもそも、日本の社会は、新

入社員に高い能力や技術を必ずしも求めてはこなかった。高校や大学を出たばかりの新規
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学卒者に対して社会が求めたのは、協調性や柔軟性などの人間性にかかわる部分で、重要

なのは、その社員が将来においてどれだけ成長する潜在的能力があるかであった。労働者

の職業能力は、入社後ＯＪＴ（職場内訓練）によって向上させるので、新規学卒者にどれ

だけの職業能力があるかは、採用の段階では会社にとってどうでもよかった」10)のであろう。

また、いわゆる経済人にとって組織とは「純粋に彼の手段となるものである。彼の満足は、

その集団の活動自体から生ずるものではなく、その活動に対して彼に支払われる外的な報

酬によって得られるのである。彼が雇用者の権限をすすんで認めようとする理由は、彼が

給料さえ得ているかぎり、彼がその組織で行っている活動がいかなるものであるかは彼に

とって“たいしたこと”ではない」 11) であろう。「オーガニゼーションマンは、野蛮な個

人主義に陥ることなく、高望みせずに悪くない給料とまずまずの年金、そして自分と限り

なくよく似た人たちの住む快適な地域社会に、そこそこの家を与えてくれる仕事に就こう

とする」 12)ものでもある。  
しかし、現在、「ヒトと仕事のマッチングは、必ずヒトが仕事に対して移動するという形

で行われる。従ってキャリア形成は、労働市場における需給のマッチングという重要な役

割を果たしている」 13) ことは確かである。（一方、自分のキャリアは自分でデザインして

いくということが一般的になった状況が、「結果として安定を求めるというパラドキシカル

な結果を生み出している」 14)ことや「自分らしく生きることは、自らの特性を重視すると

同時に、社会の接点をもちつつ『自分づくり』をすることでもあるが、この点が良く理解

されていない」15）ことも否めない。同時に、自分探し症候群を産む危険性もはらんでいる。

「天職や適職というものは、目の前の仕事にひたむきに全力投球しているうちに自然に見

出すもの。あらかじめ存在するものでなく、少しずつ形成されていくもの」 16) かもしれ

ない。）さらに、キャリア開発の自己責任化（どのような仕事をしていくのか、またどのよ

うな能力を身につけるのか、そしてどのような働き方をするのかを自分でデザインし実現

すること）のもと、自律的な働き方がクローズ・アップされている。この自律的な働き方

の実現が組織と個人との長期的なマッチングを可能なものとするのである。  
そして、組織と個人が Win－Win の関係を構築する条件、それは、調和過程（Matching 

Processes）が最適に作動することである。ここでは、組織と個人との調和課程が最適に作
動するための枠組みを規定する要因について検討したい。最適に作動するための枠組みを

規定する要因の第一は、「組織からの誘因」である。組織への関与は個人の行動に制約を加

えることを意味する。また、個人は生まれながらにして組織に参加しているわけではない

ため、個人が組織へ参加するか否かは、個人の意思に委ねられる。よって、組織は個人に

参加意欲を生じさせ、かつ高めるだけの利点、すなわち誘因がなければならない。「誘因が

適当でなければ組織は解体するか、組織目的を変更するか、あるいは協働が失敗すること

となる。したがって、あらゆる種類の組織において適当な誘因を提供することが、その存

続上最も強調されなければならない」17）のである。そして、誘因は、非物的な誘因が重要

であるとともに、それは社会的欲求および自我の欲求がカギとなる。物的誘因とは、貢献

に対する金銭的・物質的な報酬である。金銭的報酬は、多くの者にとり魅力がある存在で

あるとともに、「与える量について自由度が高い、可逆性が高い、本来のカネがもっている

意味以外のメッセージを獲得する」 18）などの有利な特徴を持っていることも確かである。 
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しかし、次の問題点がある。人間が基本的に社会的欲求によって動機づけられ、仲間との

関係を通して基本的な一体感を持つことを考えれば、「仕事のための組織においては、集団

と個人との調和が重要な意味をもつ」 19）ことは当然であろう。「人をカネで動かせる部分

はむしろ意外に少ない（中略）カネだけのためならとても割が合わない行動が組織行動の

多くを形成する」 20）からである。「社員中心の組織では金銭を主なモチベーターとしてい

ない。（中略）社員にとってお金は重要であり、行動の強力な推進力になり得ることを理解

している。だからかえって、金銭的な刺激の使い方が慎重」 21）なのである。また、ア－ジ

リス（Argyris, 1957）は、個人の成熟度が増すにつれ、命令の連鎖が下部にいくにつれ、
命令的リーダーシップが増大するにつれ、仕事がさらに一層専門化されるにつれ、伝統的

な公式的原則が正確に用いられるにつれて組織の混乱はその度合を強める傾向があること

を指摘している。「健全な個人」であればあるほど個人と組織との不適合は増すことになる

のである 22）。  このように、高度に組織化された職務は個人の自律性を制限してしまう。
したがって、誘因提供の方法を考える場合、「心理的な興奮や達成の喜び、仕事の目標設定

などにおける自律性やチャレンジ」 23）が重要となる。また、変化への配慮も必要となる。

「ひとは、変化を恐れ、同時に変化を好む。（中略）なぜ変化を恐れ、好むという微妙なこ

とになるのか。それは変化が一方で人を興奮させる刺激である半面、他方で環境の変化こ

そが主たるストレッサ－（ストレスの原因）」 24）でもあるからである。よって、誘因提供

の方法を考える場合、自律性とチャレンジを喚起する手段をとるとともに変化への配慮が

必要になる。また、「自律を促せば促すほど、人は不安に陥り、その自由や自立を有効に活

用するのではなく、その不安を取り除くために、体制に対して依存的になってしまう」 25）

こともあるため、適切な方法と手続きにより、リスクを知らせ、それを理解させることが

第二の規定要因である「自律した働き方」を生むことになるのである。それでは、自律的

な働き方とはどのようなものであろうか。  

今まで個人の自律性が制約されていた大きな理由は、「外部労働市場が発達しておらず、

また解雇権が制約されているため、雇用の流動性が低いところにある。企業としては従業

員を容易に解雇できない以上、そのときどきの需要に応じた要員配置を行うため、たとえ

本人の意思に反してでも職種転換や異動を頻繁に行わなければならない。従業員もまた、

転職の機会が閉ざされている以上、専門的なキャリア形成や得意な仕事の継続よりも雇用

の保障を優先」26）せざるを得なかったことにある。働き方の自律性について、本多（2007）
は、仕事方法自律性と就業時刻自律性の２つの尺度について検討している 27）。また、田尾

（1991）は、① 権限委譲に伴う自律性  ② 専門的な知識や技術に由来する自律性 ③ 自

然発生的な自律性の３つに構造区分している 28）。しかし、「そこで認められてきた自律性

は、組織の目的を達成する過程において発揮される自律性であり、これは仕事と生活との

境界の内側だけ－仕事の領域だけ－で発揮される」 29）ものである。しかし、働く個人は、

仕事以外の生活領域をも生きている。したがって、ワーク・ライフ・バランスシステムの

構築（仕事と生活の調和がとれた働き方の実現）が、真の働き方の自律性に結び付く。そ

れは、組織と個人との関係を抜本的に見直し、組織のＷＩＮ、個人のＷＩＮを再構築した

働き方を推進していくことでもある。よって、ワーク・ライフ・バランスシステムの構築

が、短期的マッチングと長期的マッチングを架橋する機能を果たすのである（図表 1）。 
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 [図表 -１ ] 自律的・長期的マッチングへの架橋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：筆者作成  

 

Ⅳ. おわりに  

 

本稿では、女性の働き方に着目し、組織と個人とのマッチングの意味を探った。そして、

マッチング・プロセスを支援するためのワーク・ライフ・バランスシステムの構築について

検討した。  

個人が組織の中心であり、主体であるとした指摘は多くある。「個人はつねに組織におけ

る基本的な戦略的要因」 30）であるとともに、「資源としてならば、人を利用することはで

きる。しかし、人格をもつ存在としての人は、本人だけが利用することができる。これが、

人と他の資源との間の、最大にして究極の相違」31）だからであろう。しかし、働き方の決

定において重要な役割を担うのが、企業の支援である。企業にとって支援制度の展開はコ

ストを伴うため、その重要性を理解できても、それを推進するコストに見合った効果が期

待できない限り積極的な実施には結びつかない 32）。また、支援は，運用のあり方によって

は、性別役割を固定化するものとなる。つまり、「女性が子育てを担い、かつ、仕事を継続

できる環境を整備することだけになりかねない。企業における子育てと仕事のワーク・ラ

イフ・バランス策が充実しても、男性の働き方が変わらなかったり、女性の職域拡大が行

われなかったりする場合には、そうした状況を招きかねないことにも注意を要する」 33）

ことも確かである。ワーク・ライフ・バランスの実現が、「働きやすさ」にあたり、「働き

がい」には該当しないことを企業が導入しない理由としているとの指摘もある 34）。また、

現在の企業内職能等級の上昇要件として、勤務年数を要件としている企業が多いことから、

企業と働く個人との間接的統合  
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企業と働く個人との直接的統合  
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育児休業の取得は、「キャリアの中断」を意味することにもなる。したがって、企業は従業

員が求める「ライフ」の多様性 35）を把握し、より柔軟で多様な働き方を導入することが必

要となるであろう 36）。しかし、個人もまた、企業に依存することなく自律意識をもたねば

ならない。今後は、雇用そのものの保証から就業可能性（ employability）の保証をめざし

たものに、よりシフトしていくものと思われる。「従業員はこれまで以上に自覚と自己研鑽

をもとめられる。これは、個人の側からすれば結果に対して責任を負うことであり、決し

て個人尊重という耳に心地よい言葉ではない」 37）であろう。そして、「限りある貴重な人

材が、意欲をもって仕事に取り組み、自らの能力を高め、その力を存分に発揮していくこ

とは、一人ひとりの職業生活の充実とともに、資源の乏しい我が国における企業や社会全

体の活性化にとって不可欠」38）である。そのためには、組織と個人とのマッチングが最も

重要な手段となる。今後も女性の働き方に着目しつつ、ワーク・ライフ・バランスシステ

ムの構築が組織と個人とのマッチングに対してもつ意味について、変化と普遍性の観点か

ら探求していきたい。  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

註  

                                                   
1）キャリアの概念について、本稿では、組織と個人との関係を論ずることから「組織内において、ある一定期間

に個人が経験する職務内容、役割、地位、身分などの変化の一系列」（若林満・松原敏浩（ 1998）『組織心理学』

ｐ .231 福村出版 ) とする。  
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村敏子・三善勝代  訳『キャリア・ダイナミクス』ｐ .200 白桃書房  1991 年 )  
3）日経連は、 1995 年日本的経営システムの今後のあり方を提唱した。ここで提唱された雇用形態は、①「長期蓄

積能力活用型」 (長期継続雇用に立ち、能力開発は OJT を中心とし、Off・ JT、自己啓発を包括して積極的に行な

うタイプ ) ②「高度専門能力活用型」 (必ずしも長期雇用を前提とせず、能力開発も Off・ JT を中心とし、自己啓

発の支援を図るタイプ ) ③「雇用柔軟型」 (長期雇用を前提とせず、能力開発は必要に応じて実施するタイプ )の 3

形態であるが、雇用形態をはじめ、賃金の支払い方法、昇進・昇格の基準などにおいて従来の雇用スタイルの適

用を受けるのは、「長期蓄積能力活用型」に限定した方向が打ち出されている（日経連（ 1995）『新時代の「日本

的経営」』  pp.32-33)。なお、現在、圧倒的に拡大しているのは「雇用柔軟型」である。また、2002 年には、これ

ら 3 形態を経営実態に即してもっとも効果的に組み合わせる「雇用ポートフォリオ」を提唱し、労働者の働き方

の選択肢を増やすとともに、企業経営の効率化と人件費抑制を両立させ、さらには雇用の創出につなげるために

も一層推進されていくであろうことを指摘している（日経連（ 2002）『成果主義時代の賃金システムの在り方  －

多立型賃金体系に向けて－』 pp.6-7） .  
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4）自律意識について、本稿では、「自立型は個人の意識が先に立ち、全体の中で個人を見るという、広い視野は存

在しない。これに対して、自律型とは組織全体のバランスの中で自分の自己実現を調整し、場合によっては自ら

を律し、他者の自己実現とのバランスを考えたうえで、長期的に見た自分のライフプランとキャリアプランの中

で、自分の考え方を修正、調整できる人材を意味する」（花田光世（ 1998）「情報ネットワ－ク型組織と人事シス

テム」『日本労働研究雑誌』  №458  p.34 日本労働研究機構）との認識に立つ。  

5）多様化の区分について塚本は、次のように分類している。①  職業および職場の多様化（サービス市場の多様化

による多様な職場と労働力活用による多様化）②  雇用形態の多様化（日経連（ 1995）が提唱した長期蓄積能力活

用型・高度専門能力活用型・雇用柔軟型の３形態による多様化）③  勤務形態の多様化（情報技術の進展による勤

務時間と勤務場所の弾力化による多様化）④  就業者属性の多様化（職種と就業者の諸属性  －性別、年齢、学歴、

職歴、国籍など－  の組み合わせによる多様化）（塚本  成美（ 2003）雇用多様化の社会的帰結  －雇用問題の経営

社会学的考察－」『日本経営学会誌』第 10 号  pp.85-87） .  
6）本田由紀（ 2003）「第 7 章  若年労働市場」『雇用・就労変革の人的資源管理』中央経済社  pp.148-150. 
7）企業内特殊的なスキルについて守島は、「企業のもつ技術、戦略、市場、顧客、歴史的経緯などのコンテクスト

の中に置かれてはじめて付加価値を生むタイプのスキルや能力である。したがって、労働者の側にたてば、他の

企業では技術や戦略などとの適合が起こらないために、付加価値をうまない。そのため、企業にとっては育成に

かかわる投資をした労働者が他の企業に逃げられる心配が少ないために、企業の人材育成投資を活発にするタイ

プの技能やスキルでもある。」としている（守島基博（ 2001）「内部労働市場論に基づく 21 世紀型人材マネジメン

トモデルの概要」『組織科学』Vol.34 No.4、 pp.40-41）。  
8）田尾雅夫（ 1997）『会社人間の研究  －組織コミットメントの理論と実際－』京都大学学術出版会 pp.283-284. 
9）Weick, Karl E.（ 1979）  Social Psychology of Organizing  Publisher: McGraw-Hill College Published. （遠

田雄志  訳『組織化の社会心理学』 p.294 文眞堂 1997 年）  
10)  大内伸哉（ 2007）『雇用社会２５の疑問』弘文堂 p.238. 
11)  Simon, Herbert A.（ 1957）Models of Man, John Wiley & Sons.（宮沢光一  訳『人間行動のモデル』同文舘

p.317 1970 年）  
12)  Daniel H. Pink.（ 2001）  FREE AGENT NATION The Future of Working for Yourself ,Warner Books, Inc.

（玄田有史・池村千秋  訳『フリーエージェント社会の到来  －「雇われない生き方」は何を変えるか  －』ダイ

ヤモンド社  ｐ .7 2002 年）  
13)  八代充史（ 1999）「ホワイトカラーのキャリア形成と異動の力学」『組織科学』Vol.33 No.2、 p.47.  
14)  鈴木竜太（ 2007）『自律する組織人－組織コミットメントとキャリア論からの展望－』 p.142 生産性出版 .  
15）笹川孝一（ 2004）『生涯学習社会とキャリアデザイン』ｐ .4 法政大学出版局 .  

16) 高原慶一朗（ 2006）『理屈はいつも死んでいる』 p.73 サンマーク出版 . 
17）Barnard, Chester I.（ 1938）The Functions of the Executive, Harvard Univ. Pres .（山本安次郎・田杉  競・

飯野春樹  訳『新訳  経営者の役割』 p.145 ダイヤモンド社  1968 年）  
18）守島基博（ 2004）『人材マネジメント』 pp.111-112 日本経済新聞社．  

19）  Drucker, Peter F.（ 1954）The Practice of Management,  Harper & Row, Publishers .（上田惇生  訳『新訳  

現代の経営  下』 p.120 ダイヤモンド社  1996 年）  

20）辻村宏和  (1995) 『組織化技能への接近  －経営組織論の実学性－』ｐ .87 成文堂．  
21）O'Reilly, Charles A.  /Pfeffer, Jeffrey.（ 2000）Hidden Value：How Great Companies Achieve Extraordinar y 

Results With Ordinary People．，Harvard Business School Pr Published .（長谷川喜一郎  監修／廣田里子、有
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賀裕子  訳『隠れた人材価値  －高業績を続ける組織の秘密－』 p.354 翔泳社  2003 年）  
22）Argyris, Chris（ 1957）  Personality and Organizatoins, Harper& Row, Publishers .（伊吹山太郎・中村  実

訳『新訳  組織とパーソナリティー  システムと個人との葛藤』 pp.344-346（社）日本能率協会  1969 年）  

23）守島基博（ 2002）「知的創造と人材マネジメント」『組織科学』 Vol.36 No.1 p.46．  
24）金井壽宏（ 1996）「企業に変化を起こしたいと思っているあなたに」金井壽宏・米倉誠一郎・沼上幹『創造す

るミドル  －生き方とキャリアを考えつづけるために－』  pp.262-263 有斐閣．  
25）鈴木竜太（ 2007）前掲書 p.143．   
26）太田肇（ 2008）『日本的人事管理論  －組織と個人の新しい関係－』ｐ .11 中央経済社 .  

27）本多則惠（ 2007）『働き方の多様化とセーフティネット』  pp.74-75 労働政策研究・研修機構 . 

28）田尾雅夫（ 1991）『組織の心理学』 pp.109-110 有斐閣 . 

29）森田雅也（ 2009）「仕事生活の調和がとれた働き方－境界決定自律性という観点から－」『日本企業のイノベー

ション』日本経営学会編 . 

30）Barnard, Chester I.（ 1938）The Functions of the Executive , Harvard Univ. Press .（前掲訳書 pp.145-146） 
31）Drucker, Peter F.（ 1954）The Practice of Management,  Harper & Row, Publishers（前掲訳書 p.116）  
32）支援制度の導入と企業業績との関係については、支援制度を単独で導入した場合、企業業績は悪化するが、女

性が能力発揮できる環境を整備するなどの「均等施策」を同時に導入した場合には導入後の業績が高まったこと

が明らかとなっている（阿部正浩・黒澤昌子（ 2008）「企業業績への影響」『人を活かす企業が伸びる  －人事戦略

としてのワーク・ライフ・バランス－』勁草書房 pp.122-129） . 

また、男女共同参画会議「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に関する専門調査会（ 2009）」にお

いては、企業が仕事と生活の調和に取り組むことによるメリットとして、次のものをあげている。①従業員の定

着・離職率の低下  ②優秀な人材の確保  ③多様性に富む従業員の確保・定着  ④従業員の満足度や仕事への意

欲、企業へのロイヤリティの向上  ⑤従業員の心身の健康の保持増進  ⑥従業員の生活者としての視点や創造性、

時間管理能力の向上  ⑦部下や同僚従業員の能力の向上  ⑧コスト削減  ⑨生産性や売り上げの向上  ⑩企業イ

メージや評価の向上 . 

33）佐藤博樹・武石恵美子（ 2011）『ワーク・ライフ・バランスと働き方改革』勁草書房  ｐ .16. 
34）守島基晴（ 2010）『人材の複雑方程式』  p.141 日本経済新聞社 . 

守島は、ハーズバーグ（F. Herzberg）の２要因理論を引用し、ワーク・ライフ・バランスが、「働きやすさ」に

あたり、「働きがい」には該当しないことを企業が導入しない理由としているが、ハーズバーグは、優れた仕事へ

と動機付ける上で有効なものを意欲要因（motivators）、不満を予防する働きはあるが仕事意欲には直接結びつか

ないものを衛生要因（ hygiene factors）としている（MANAGEMENT OF ORGANIZATIONAL BEHAVIOR（ 1996） 

p.78. 訳書『行動科学の展開』 pp.76-77 生産性出版 2000 年）。  
35）ライフの概念について渡辺は、「職業生活」（職業生活における自己実現を重視→職務充実、目標管理など）→

「職業生活＋家庭生活」（職業生活と家庭生活の両立→育児介護休業制度、短時間勤務制など）→「職業生活＋家

庭生活＋社会生活」（社会貢献・地域社会生活も重視→仕事と町内活動の両立、仕事と子供の学校行事の両立）→

「職業生活＋家庭生活＋社会生活＋自分生活」（一人ひとりの自分生活も重視→仕事と夜間大学院通学の両立、仕

事と長期海外留学との両立など）としており、「職業生活＋家庭生活＋社会生活＋自分生活」における個人の拡大・

拡張した成長欲求・自己実現欲求の充足を通して、個々人の勤労意欲・生活意欲を確保して企業への貢献を獲得

する必要があるとしている（渡辺峻（ 2010）「ＨＲＭ研究の観点からみたワーク・ライフ・バランス」『日本労働

研究雑誌』№ 599 日本労働研究機構  pp.37-39） .  
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また、ライフは過労死問題やメンタルヘルスの問題が現実に起こっていることから、生活の前に「生命」と考え

るべきではないか、また、ライフのかなには、「新しい生命」という意味も織り込まれており、仕事と新しい生命

を生み育てていくことのバランスが必要であるとの指摘もある（山口一男・樋口美雄（ 2008）『論争  日本のワー

ク・ライフ・バランス』日本経済新聞社  pp.36-37） .  
36）これは，主に次の 3 つの領域に関する制度・プログラムが中心となる。①  就業形態の柔軟化に関連するもの（フ

レックスタイム、時短勤務、残業のない職群の設置、半日有給休暇制度など）②  働く場所の柔軟化（在宅勤務，

病気時の自宅勤務制など）③  出産・育児・介護支援に関連する制度やプログラム（育児休暇制度、産休制度、産

休後の職場復帰支援、介護休業制度、ベビーシッター制度など）（有村貞則（ 2007）『ダイバーシティー・マネジ

メントの研究』文眞堂 pp.179-180).                               
37）八代充史（ 1999）「ホワイトカラーのキャリア形成と異動の力学」『組織科学』  Vol.33 No.2 p.54.  
38）『労働経済白書』（ 2008）厚生労働省 . 

40



  研究論文                                   
 
 

新・中学校英語教科書の記述内容の比較・分析 
 

 
各務 行雅 

 (愛知産業大学准教授) 
 
 

A Comprarative Analysis of the Descriptions 

in New Junior High School English Textbooks 
 

Yukimasa KAGAMI 
 
 

  →要旨   
 

 2016年度より新・中学校英語教科書が改訂されて、今年度で２年目を迎える。前拙稿では、改訂前
の中学校英語教科書の記述内容、とりわけ文法項目についての比較・分析を行い、さまざまな問題点

を指摘した。果たして、新・中学校英語教科書はどのように改訂されたのであろうか。 
 本稿では、昨年度に全６社から出版された新・中学校英語教科書の記述内容に関して、特に自然な

英語が使われているのか、不自然な英語が使われているのかの視点から、英語教科書の記述内容項目

について比較・分析を行い、学習主体者である中学生にとって性格でわかりやすい記述を考察する。 
 
 

 
  →キーワード  
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Ｉ．はじめに（テーマ設定の理由と目的） 

 
 最近、中学校英語教科書の英語が間違っている、あるいは中学校で習う英語は忘れなさいとい

ったタイトルの著書が多く出版されるようになった。これまで中学生が中学校で習う英語はネイ

ティヴ・スピーカーにとって、日常で使うには不自然であることが多々指摘されている。 

 典型的な英語の挨拶表現に“How are you?―I’m fine, thank you. And you?”があり、 日本人
が無意識のうちに使いがちな英語表現には、“Can you speak English?”や“I ate a chicken.”
などがある。前述した挨拶パターンについては、50年以上経った現在でも教えられている、いわ
ゆる classroom Englishで、何も違和感を覚えない英語教師が自然な英語だと信じて、毎回の英
語授業で使うのが習慣になっている。また、能力を表す英語の助動詞 canの使い方が相手に不快
な思いをさせたり、不必要な不定冠詞 aをわざわざ付けることで相手を驚かせたりするなど、日
本人の使う英語が笑われている現実がある。 
 昨年（2016）度から中学校で使われ始めた“New Horizon English Course 1（東京書籍）”の
84ページ には“Where is my ～?”の使い方が掲載されている。実は、この英文が使われてい
る場面を見てネイティヴ・スピーカーは誤解するという。それは、教科書の英語は日本人の英語

教師が日本語で考えたものを英語に翻訳しているため、実にぎこちない不自然な英語表現になっ

てしまうといった問題がある。 
 そこで、新・中学校英語教科書の記述内容が実際に日常的に使われている自然な英語であるか

否か、疑問を抱かざるを得ない英語とは何であるのか等について全６社の中学校英語教科書の記

述内容を比較・分析し、自然な英語を習得できるようにする必要条件について提言したい。 
 
Ⅱ．中学校英語教科書の記述内容に関する問題点から見えてくるもの 
 
 これまでに中学校英語教科書に関して書かれた先行研究（論文）はあまり多くない。その中で

も牛江（2013）は、①文法記述の問題点―There構文、時制（will, be going to）、比較級など、
②オーラル・コミュニケーション偏重の影響―縮約形、定型表現（For her or to go? What’s up?, 
How about ～?, What about ～? など）や省略表現など、③語彙とその意味の導入―意味の導入
順序（have）、用法の導入（will）等の問題点を指摘し、記述内容を変更すべきだと述べている。 
また、山田（2004）は、①会話中心になり、意味のある読み物教材が少ない、②反復練習する
配慮が足りない、③文法指導に対する遠慮がある、④教師の創意工夫で教科書の編集ができない、

などの理由で、教科書の編集方針や内容を制限しているとして、現行の教科書検定制度を廃止す

べきだと主張している。 
さらに、大槻・高瀬（2012）は、ORT（Oxford Reading Tree）の教材との比較から、英語検
定教科書（New Crownのみ分析）の文法重視の姿勢があるため、意図的に不自然な英語を配置
せざるを得ず、学習ターゲットの文法事項がある単元で確立してしまうので、それを改めて何度

もターゲット文が登場する多読教材を大量に取り込み、自然な英語の習得を目指すべきであると

述べている。 
 次に、ピーターセン（2014）は、日本人の使う英語が間違っている根拠が中学校英語教科書で
あると指摘したことで、日本中の英語学習者だけではなく、中学校英語教師、及び英語教科書の

執筆者を大変驚かせた。ネイティヴ・スピーカーにとって、不自然だと感じる英単語や英文が教
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科書に多くあると感じたからである。また、セイン[他]（2016）では、多くの間違った日本人英
語の例を挙げて学校で習う英語は意味がないと主張している。 
 筆者は、米国留学の際に中学校で習った挨拶表現をネイティヴ・スピーカーは誰一人として使

っていないことを知って衝撃を覚えたことが忘れられない。二人の著者がそこまで中学校英語教

科書の記述内容が間違っていると主張するのはどんな内容であるのか。以下に、ピーターセン

（2014）とセイン[他]（2016）が指摘した 17種類の文法項目についてまとめてみた。 
① 時制―現在形と現在進行形、過去形と現在完了形、未来表現（４種） 
② 冠詞―不定冠詞と定冠詞と無冠詞 
③ 代名詞―人称代名詞（he/she/it）、数量代名詞（some/any, many/much） 
④ 関係代名詞（who, whose, that） 
⑤ 名詞―単数形・複数形（可算・不可算） 
⑥ 助動詞（must≠have to，will≠ be going to，may≠might, should/could/would） 
⑦ 言い換え（can≠be able to, could≠was able to, so～that≠too～to） 
⑧ 前置詞と副詞（on Sundays, go by car） 
⑨ 不定詞≠動名詞（It’s fun to drive a car.≠Driving a car is fun.） 
⑩ 能動態≠受動態（English is spoken in Australia. ≠D They speak English ～.） 
⑪ 動詞―使役動詞（let, have, get to）と感覚動詞（see, watch, hear, listen） 
⑫ 命令文（Please sit down. Why don’t you ～? How about ～? Let’s ～.） 
⑬ 挨拶文（My name is ～. How are you? I’m fine, thank you. And you?） 
⑭ 第３文型≠第４文型（He gave me a car. ≠He gave a car to me.） 
⑮ 複合語と名詞句（an English teacher, a convenience store） 
⑯ 単語の意味（What’s your hobby? Why do you like fish? What time is it now?） 
⑰ 短縮形（縮約形）―I don’t know. ≠I do not know. 

 次に、山岸（2016）は日本人学習者が抱える問題について、①動詞が使えない、②複数の概念
がない、③冠詞が使えない、④成句を使いたがる、⑤複雑な長い文を作る、⑥There is/are ～ を
好む、⑦受動態を使いたがる、⑧単語の意味を正確に把握していない、⑨my → ourのように使
いたがる、⑩人称代名詞が使えない（特に、紹介時における he/sheの使い方）のように 10カ条
にまとめている。 
 さらに、白畑（2016）は大学生の書く英文の間違いをデータ分析し、日本人学習者にとって習
得が困難である、あるいは比較的困難であるため、教師が指導する際に時間をかけるべき文法項

目について、次の通り報告している。 
日本人英語学習者にとって非常に習得が困難な文法項目は、①冠詞（特に定冠詞 theとゼロ冠
詞）、②不可算名詞の複数形、③前置詞、④現在完了形があり、日本人英語学習者にとって比較

的習得が困難な文法項目には、①三人称単数現在形 s、②進行形や受動態の be動詞、③時制・相
（現在完了形を含む）、④不規則変化の比較表現（高校以降に学習する範囲）がある。 
 以上から、日本人学習者にとって習得が困難な文法項目は、日本語にはないものである不・定

冠詞、可算・不可算名詞、前置詞、進行形と受動態、時制と完了形などであることがわかる。 
最後に、大西・マクベイ（2011）では、英語学習にあたって、まずは語順（配置の言語）を習
得することだと一貫して主張している。筆者も「基礎英語」の授業において毎週実施する小テス

トに語句（単語）の並べ替え問題を学習達成目標に据えて指導している。結局、英語の正しい語
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順を身に付けなければ、英語を読んだり、書くことができないし、英語を話したり、聞くことも

できないのである。 
 
Ⅲ．2016年度版の新・中学校英語教科書（全６社）の記述内容の比較・分析 
 
 昨年度から使われている新・中学校英語教科書、全６社×３学年＝計 18冊の教科書の基本文、
および文法コーナー等で取り上げている文法記述項目別に比較・分析したものを以下の図表（詳

細データについては巻末の資料１～４を参照）にまとめた。なお、全６社のうち、2014 年度版
の文部科学省の調査において採択率上位はNH、NC、SSの３社であり、３社のみで全体の 82.8％
を占める。これは 2008年度の調査であった 84.6％と比べて多少とも減少したが、上位３社の優
位性はこの 10年間であまり変わっていない。 
次に、今回の分析に当たって着目した点は、①記述してある箇所が何ページあるか（ページ数）、

②記述してある箇所がいくつあるか（箇所数）、③記述してある箇所は全６社でどの程度扱って

いるか（判定）の３点である。 

図表１：中学校英語教科書の採択率と記述項目順位 

New Horizon New Crown Sunshine Total English One World Columbus 21
東京書籍 三省堂 開隆堂 学校図書 教育出版 光村図書

42.5% 21.6% 20.5% 8.7% 4.8% 1.9%
33.8% 24.2% 24.8% ― ― ―

47（５位） 69（１位） 60（２位） 53（４位） 39（６位） 55（３位）

35（66.0%, ４位） 49（83.0%, １位） 36（67.9, ３位） 33（62.3%, ５位） 31（58.5%, ６位） 39（73.6%, ２位）

82(５位） 118（１位） 96（２位） 86（４位） 70（６位） 94（３位）

記述箇所ページ数（順位） ①

記述項目数／全53項目（順位） ②

合計（①＋②）（順位）

教科書名

出版社名

2008年度の採択率 ⁂

2014年度（文科省の調査）の採択率

 
 合計で 18 冊の教科書を比較・分析した結果、図表１のように、①の記述ページ数では、NC
が一番多く 69ページ、次に SSで 60ページ、C21が 55ページ、そして TEが 53ページと続い
た。また、②の記述項目数では、NCが一番多く 49箇所、次に C21が 39箇所で、SSが 36箇
所、そしてNHが 35箇所であった。また、２点の合計ポイント（①＋②）で見ていくとNCが
108と一番多く、次が SSで 96、C21で 94、そして TEが 86と続いた。 
さらに、③の判定であるが、これは全６社が記述している場合は◎、４～５社の場合は○、２
～３社の場合は●、１社のみの場合は▲を用いている。判定の結果、◎が 23項目、○は 11項目、
●は７項目、▲は 12項目あった。 
総合計で１位になったNCは、各学年の教科書の資料編に英語の品詞、しくみ、発想、単語の
成り立ちなど、英語学習者にとって本来必要な情報がより多く掲載しているのが見てとれる。執

筆者の方針がよく表れていると言える。また、TE だけは文法用語をできるだけ使わないという
方針があるようで、すべての見出しに「～と言うとき」とか「～とたずねるとき」といった表現

を使い、文法用語は（ ）内に補足していることが特徴的である。 
 以上から、採択率が１番高い教科書NHが６社の中で総合５位とかなり低かったことは皮肉で
あると言わねばならない。しかし、これだけでは個別・具体的な文法記述の実態が見えないので、

白畑（2016）が述べているように、主として日本人学習者にとって最も困難を伴う文法項目に着
目したい。理由は、それが英語教師の指導すべき最も重要な文法項目だからである。では、全６

社の英語教科書がどのように記述しているのかを比較しながら、以下の着目すべき項目を、①日

常生活で使う表現（挨拶文と自己紹介文）、②語順：基本５文型（SV, SVC, SVO, SVOO, SVOC
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など）、③冠詞（不定冠詞・定冠詞・無冠詞）、④名詞（単数・複数、可算・不可算）、⑤動詞（時

制・相）：現在・過去・未来と現在完了形、⑥疑問（代名・副）詞、⑦前置詞、⑧助動詞（can≠
be able to, must≠have to, will≠be going toなど）、⑨現在完了形（過去形との違い）、⑩関係代
名詞の 10項目に絞って、具体例を挙げながら詳細に見ていく。 
 まず、①の挨拶文や自己紹介文であるが、NHとC21が相変わらず“How are you?―I’m fine, 
thank you. And you?”といった 40年以上も前から日本中の中学生が暗記させられた古くて堅苦
しい表現を掲載している。現在では、いろいろな挨拶表現（How are you doing?など）があり、
一辺倒の表現を毎回の授業で繰り返すのは極めて不自然であり、間違った言語文化を植え付けて

しまう危険がある。また、自己紹介の典型である“My name is Takuya.”を扱っているのが同
じくNHとC21である。この表現は非常に仰々しいため、ネイティヴ・スピーカーは“I’m Takuya. 
Call me Taku.”などのような自然な表現を使う。 
 次に、英語習得の要である語順（いわゆる英語５文型）であるが、コーナーを設けて説明して

いるのは NCと OWと C21のみである。NCは２年生の巻末付録の「語順」で、OWは１年生
の「英語の語順」で、そしてC21は巻末付録の「英語の語順」で取り上げているが、いずれも簡
素な紹介に留めている。一方、英語５文型を掲載しているのはC21を除く５社であるが、５文型
をきちんと紹介しているのはNHの３年生の巻末付録１ページ分のみで、残り４社はSVC, SVO, 
SVOO, SVOCの文として紹介するだけに留まっている。 
文型の解説で際立っているのは NC の３年生の付録（資料）で、「文の形」と題していろいろ
な「主語＋動詞～」の文（７文型）を掲載しており、従来の５文型しか知らないものから見ると

大変新しいと感じられる。ただ、世界には５文型以外に７文型や８文型を提唱している学者がい

るが、これは元々1904年にイギリスの語源学者C. T. Onionsが提唱したものである。これは文
型というものではなく５つの動詞型が改変されたもので、すべての文を５つの型に当てはめるこ

と自体無理があったため、指導にあたっては絶対的ではない点に注意しなければならない。 
 続いて、③の冠詞と④名詞（単数・複数形）を同時に見ていく。これは冠詞と名詞が同時に使

われる場合がほとんどである。そこで、特に、③と④に関連して、よく使う timeを例にとって、
可能な５つ全ての場合、(a) Do you have time?【無冠詞＋単数名詞】、(b) I had a wonderful time 
yesterday.【不定冠詞＋単数名詞】、(c) What’s the time? / Do you know the time?【定冠詞＋単
数名詞】、(d) I’ve been there three times before.【数詞＋複数名詞】、(e) Let’s keep up with the 
times.【定冠詞＋複数名詞】を考えてみたい。 
しかし、この５つの場合をきちんと理解している学習者はいるのだろうか。と言うよりも、指

導者は学習者に冠詞と名詞の関係を指導しているのだろうか。そうでなければ、“I ate a chicken 
yesterday.”とは言わなかっただろう。筆者は英語の授業でその違いを教えてもらった覚えはない
し、中学校の英語授業で教えてほしかった文法項目であることは確かである。 
１年生で習う timeは、全６社で扱っているが、提示のしかたが異なっている。NHでは have 

a good timeで学習し、NCでは“What time is it now?”を今でも提示している。他の４社は“What 
time is it?”を提示し、timeの他の使い方 all the timeや for a long time, many timesなどといっ
た具合に提示している。 
 ③と④に関して言えば、NCと C21だけが巻末で不定冠詞と定冠詞の区別を説明しているが、
上記のような５つの場合を考えたわかりやすく丁寧に説明している教科書はなかった。日本人学

習者にとって習得に困難を極める文法項目の一つであるのにも拘わらず、この項目が学習者にと
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って知りたいものになっていないことが教科書作成の上で大きな弱点である。 
 ⑤の動詞については、どの教科書もある程度の説明・解説ができているが、現在形が何を表し

ているのかについて明確に説明しているものはない。たとえば、(a) I study English at school.
と(b) I’m studying English at school. の違いは何であるのか。(a)と(b)の区別が理解できていな
い学習者は多い。それは現在形が習慣を表すことが教えられていないからである。“I smoke.”と
言えば、「僕は喫煙者だ」の意味であり、「（今から）煙草を吸うよ」という意味ではない。大学

の授業で「～大学で経営学を勉強しています」を英文にすると(b)の英文を書く学生が多数存在す
るのは、動詞の現在形の本質を教えていないことによる。 
 次に、⑥の疑問詞を取り上げる。全社の１年生教科書で疑問詞を掲載しているので、ここでは、

「はじめに」でも紹介した whereに着目してみたい。全６社の中で NH の例だけが一番不自然
な会話になっていることがわかる。あたかもインド人の女の子が鉛筆をどこかに（意図的に）隠

したのではないかと日本人の男の子が喧嘩を売っているかのような場面で where が導入されて
いる。疑問詞whereやwhyは使い方を間違えると相手に対して威圧的な感じを与えてしまい、
誤解されるのである。 
たとえば、(a) Why did you come to Japan?、 (b) What brought you to Japan?、(c) How come 

you came to Japan? の場合、中学校で習う疑問詞whyを使っても「（あなたは）どうして日本
に来たのですか」を表現できると思われているが、実際の意味は「わざわざ日本に来なくても良

かったのに、なんでまた日本に来たんですかねえ」といった疑念を込めた意味であると理解され

る。そこで、ネイティヴ・スピーカーは(b)や(c)の英文を使って表現するのであるが、これは中学
生には難しいと思われる。 
 疑問詞whereも同様で、“Where is my pen?”などは相手を疑っているような響きがあるので、
“Do you (happen to) know where my pen is?”や“Have you seen/Did you see my pen?”とい
った表現を使う。しかし、どちらも中学１年では学習しない文法項目であるため、１年で導入す

るとなると不自然で誤解を受けるような場面を設定せざるを得ないのであろう。 

 次に、⑦前置詞である。前置詞は日本人英語学習者にとって習得に困難を来たす文法項目であ

る。前置詞は日本語には存在しないため、語順に注意する必要がある。前置詞については、２年

生の教科書（巻末資料）でNH, NC, SS, C21の４社がまとめて提示しているが、前置詞の説明
を掲載している教科書はなく、NCとC21がイメージ図を付けているのみである。 
 前置詞は１年生から“I’m from ～.”の自己紹介文で登場するし、すぐに inや at, on, byなど
が出てくるのであるから、日本語（文法的には後置詞）との比較で初期段階での前置詞の解説

が必要である。たとえば、(a) I’ll go there by car. と (b) I’ll go there by a car. の意味の違いを
中学生は理解しているのであろうか。「前置詞＋無冠詞の単数名詞」で手段を表すので、(b)にす
ると「（ある）車のそばを通って行くよ」の意味になる。 
続いて、⑧助動詞を取り上げる。助動詞は日本語文法の助動詞とは使い方や意味が異なるの

で、日本人英語学習者には習得困難の文法項目の一つである。典型例は、(a) It will be fine 
tomorrow. ≠It is going to be fine tomorrow. と(b) I must go home. ≠I have to go home. で
あろう。筆者が中学校で習ったのは、この２例の書き換え（置き換え、言い換え）であった。

あたかもwill＝be going to，must＝have toであるかのように教えられ、何回も練習問題をし
た記憶が残っている。しかし、実際には両者は同じ意味ではない。田中（2008）は「形が変わ
れば意味が変わる」と述べているように、両者の使い方は異なる。また、may はかなりフォー
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マルな場面で使われるので、実際には過去形のmightが使われていることや shouldが「～した
方がいい」と柔らかく助言する時に使われ、had better が「～しないとまずいことになるぞ」
といった脅迫的な感情を伴う場面で使われることなどが各助動詞の持つ本来の語義であること

を指導者は理解しておくべきである。 
 全６社の中で、willと be going to、mustと have toの意味や使い方の違いを説明しているの
は SSのみで、残り５社のうちで、同じような意味、似たような意味であると説明をしているの
が NHと NCと TEの３社で、両者の違いを考えようとしているのが C21であった。同じよう
な意味という説明では、学習者はいつまで経ってもイコールで結べると思ってしまうので、違い

を明確に記述すべきである。 
 次に、⑨現在完了形について述べる。筆者は中学生のとき、現在完了形は日本語にはない概念

で、過去形との区別が大変わかりにくく、高校で学習しても使いこなすことができなかったとい

う記憶がある。ところが、日本語にも英語の現在完了形が意図する気持ちを伝える表現があるこ

とが最近わかってきた。現行の教科書では、３つの用法（完了・経験・継続）のみを指導するよ

うで、６社の中で過去形との違いについて説明しているのは NCと SSと TEで、NCはイラス
トと使って３用法を解説し、SSは過去形との違いについてイメージ図を掲載し、TEにおいては
経験と継続の用法にイメージ図を載せているため大変わかりやすい。残りの３社は相変わらず単

に英文の意味を載せているだけで、過去形との違いや３用法の区別がわかりにくい。 

 最後に、⑩関係代名詞と取り上げたい。筆者が中学生で学習した関係代名詞は、下の図表のよ

うに人の場合と動物・物の場合に分けて、 
図表２：従来の関係代名詞一覧 

先行詞 主格 所有格 目的格 
人 who/that whose who(m)/that 

動物・物 which/that whose which/that 
であった。しかし、現在では所有格は極力使わず、他の表現が使われている。動物・物の場合は

whichよりも thatが主流であり、また、目的格はたいてい省略されるので、 
図表３：現代の関係代名詞一覧 

先行詞 主格 所有格 目的格 
人 who (whose) 省略 

動物・物 that (whose) 省略 
と置き換えて指導した方がよい（小池・佐藤，2016）。実は、現行の全６社の教科書では、主格
と目的格のみが扱われており、所有格は扱われていない。また、当時、関係代名詞の説明を受け

た際は、２つの英文を合体し、関係代名詞を挿入して新たに英文を作るイメージであったが、今

でも古い説明をしているのは SSのみであり、他社は説明を加えるときに関係代名詞を使うと説
明している。さらに、実際に人が先行詞の場合はwhoを使うが、動物や物が先行詞の場合、which
ではなく thatが使われることから、例文に that[which]といったような書き方が施してあるのは
NHである。そして、whoseはほとんどの場合において使われないことを心得ておくべきである。 
 以上、主に文法に関する 10 項目に絞って全６社の教科書の記述内容を詳細に分析した。全６
社の中では、NCが最も学習者に優しい記述内容を掲載していることがわかった。さらに、上記
項目以外の記述内容についても比較・分析を進めていきたい。 
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Ⅳ．日本人英語学習者には何が重要なのか―指導者はどの文法項目を重視すべきか 
 
 これまで中学校英語教科書の記述内容の比較・分析を行ってきたが、中学生の英語学習にとっ

て何が一番重要なのであろうか。現行の中学校英語教科書は教科書検定を通らなければ教科書と

しては認められないため、検定に通過できる教科書の作成が求められることになる。 

 また、教科書を作成するに当たっては多くの執筆者の結集した力が望まれる。１冊の教科書に

20人以上の執筆者が関わると言うことは、個人の考えを極力抑えて全体を統一することに努力が
向けられることになる。もちろん、数人の編者が全体の構想を持って執筆を要請するだろうが、

まずは教科書の英文は自然な英語であることが望ましい。それと、文法事項を無理やり扱うため

に、不自然な英語になっても構わないということがあってはならない。 

 最近発行されているアジア圏の中学校英語教科書と比較すると、日本の中学校英語教科書は情

報量（ページ数）が極端に少ないことがわかっている。イラスト・写真や漫画にあまり凝るので

はなく、英語が効率的に身に付けられるような工夫や仕掛けがほしい。実は、筆者が中学生の頃、

英語教師には教科書以外に解説書（ガイド本）が配本されており、そこに指導方法が微細に書い

てあった。生徒にも学習単元の基本表現や文法事項の指導法などの解説書が必要であろう。 

 また、英語は言語であるため、日々変化していることを忘れてはならない。実際に英語圏の人々

が使っている英語を習得させるような配慮が必要であり、40年も 50年も前から相変わらず間違
った方法で学習者に英語を教えるのは問題である。文科省の報告によれば、中学校卒業レベル（英

検３級程度の英語力）の英語にしか達していない高校３年生は約７割もいるというのは衝撃的で

ある。その主たる原因は、単語が覚えられないことと文法がわからないことの２つである。効率

的な単語学習と文法学習が教科書の中心であるべきである。 

 日本人の英語レベルが低いと言われて久しいのは、学習３要素の一つである教材、つまり英語

教科書の充実が課題となってくる。もちろん、指導者たる英語教師の指導力は問われるかもしれ

ないが、主体的に学ぶ姿勢を培うのは毎日手に取る英語教科書ではないだろうか。 

そこで、これまでに文法指導に関して新たな方法、つまり話すための英文法、使えるための英

文法を提案している田中（2008）の文法理論について have を例に挙げて紹介したい。have の
コアの意味は「何かを have空間にもつ」で、「所有」や「経験」を表す。そうすると、次のよう
に haveの世界（範疇）が見えてくる。(a) I have a car at home.（所有）、(b) I had a bad time.
（経験）、(c) I have just finished my homework.（～した状態に現在ある）、(d) I have to go to the 
bank.（～する状況を抱えている）、(d) I’ll have him paint the house.（～が…する状況を have
する）、(e) I have a taxi waiting for me.（～が…している状況を haveする）、(f) I had my eyes 
closed.（「～が…な状況）を haveする」）、(g) I had the wall painted by John.（「～を…しても
らう」状況を haveする）の７種類である。 
 つまり、単語 haveの意味は一つしかないと教えるのではなく、haveの世界を広げて再認識す
ることでネイティヴ・スピーカーなら誰でもが持っている英語感覚を身につけさせることが可能

になる。そうなると教科書自体が大きく変更を迫られることになるし、指導方法も変わってくる

ことが予想される。 
 2017 年３月、東京のある学会発表に登場された英語で授業ができ、かつ指導力豊富で優秀な
中学校の英語の先生を紹介された。授業のビデオのスクリプトで教師が“How are you?”と聞け
ば、生徒は“I’m fine, thank you. And you?”と答え、“What time is it now?”と教師が聞くと、
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生徒は“It’s 10:30.”と答えていた。しかし、筆者はふと中学校時代を思い出した。その優秀な
英語教師の年齢は不明だが、当時筆者が習った英語とそっくりだったからである。 
 ところが、実際にはネイティヴ・スピーカーは英語でそのような挨拶はしないし、時間の尋ね

方も違っているにも拘わらず、生徒は正しい英語だと信じて英語で答えている。これが現実なの

である。教師が教えた英語は生徒の頭に一生残る。たとえ習った英語が間違っていても生徒は疑

うことはしない。その意味で、生徒が手にする教科書の英語は自然で文法的に正しいものであっ

てほしいと強く願うばかりである。 

 

Ⅴ．今後の中学校英語教科書作成上の必要条件の提言 

 

 これまでの中学校英語教科書の歴史を遡れば大幅に記述内容を変えることは至難の技のよう

に思われる。しかし、日本人英語学習者が困っているのは、①単語が覚えられない、②文法がわ

からない、の２点だったことを思い出すべきである。単語を覚える方法として、一つは英語フォ

ニックスで単語の綴りと発音の関係をシステム的に指導することを提言したい。 

 実際、英語フォニックスについては全６社で取り扱っているが、１年生から３年生まで段階的

に英語のつづりと発音の関係（ルール）を学ぶことが単語習得の近道であるから、各社で工夫し

てわかりやすいルールの習得を目指すべきである。 

また、各務（2015）が提唱しているように、英単語は「語頭＋語幹＋語尾」から成り立ってい
て、それぞれ意味がある部分が合成されて、まるで漢字の偏と旁のように出来ていることを意識

させる学習が効果的である。今回の比較・分析でC21だけが３年生の教科書で単語の成り立ちに
ついて、魚のイラストを用いて「（接頭辞）＋基本となる語＋（接尾辞）」を説明しているが、な

ぜこれを３年生教科書の巻末ではなく、２年次から指導してはどうであろうか。 
次に、②の文法であるが、単に学年で配当されている文法項目を機械的に教えるのではなく、

何度も何度も繰り返し文法事項が学べるように組み直すことから始めないといけない。また、自

然な英語が使われている場面を創り出し、日本語との比較でより英語の文法が理解し易いように

工夫することが求められる。各務（2015）は滞米して大学で日本語を教えた経験から、日本語の
語彙や文法との違いを意識することで英語の語彙や文法がより明確に理解できるようになった

と述べているが、日本人英語教師自身が日本語の文法を再学習することを大いに推奨したい。 

そして、これまである単元で目標の文法項目を学習したらそれで終わりではなく、何度も何度

も遭遇するように３年間にわたる英語学習の段階を見直すことが必要であろう。たとえば、挨拶

であっても、いろいろな場面にいろいろな表現があることを提示すれば、学習者は実際に使われ

ている自然な英語を意識できるので、使ってみたくなるだろう。筆者は５年近くに及ぶ滞米留学

生活の中で友人のネイティヴ・スピーカーから“Good evening.”を言われたのはたった１回で
ある。“Good morning.”はよく使うが、“Good afternoon.”や“Good evening.”は友人同士で
はめったに使わない。それが事実である。 
最後に、中学校英語教科書の内容記述上の必要条件を５つ提言したい。第一は、英語の単語習

得のために単語の成り立ちやフォニックスなど、単語に関する記述を充実させること、第二に、

英語の文法習得のために実際に使える自然な英語表現を盛り込んだ上で、文法シラバスに則って

３年間で無理のない学習ができるよう組み直すこと、第三に、達成目標の英文や表現が何度も何

度も登場し、繰り返し練習することで理解が深まり、英語が効率的に身に付けられるような工夫
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をすること、第四に、絵やイラスト、写真にあまり頼ることなく文法事項に関する説明を増やし、

学習者の理解を促進すること、第五に、中学生にとって母語である日本語の特徴と外国語である

英語の文構造や単語や句の成り立ちを比較しながら英語を学習する筋道をたてること、である。 

 

Ⅵ．おわりに（結論） 
 
 これまで、新・中学校英語教科書の記述内容を比較・分析しながら、現在における問題点や課

題について精査し、教科書執筆や編集に必要となる条件について提言をした。コミュニカティ

ブ・アプローチやコミュニケーションという言葉が 1990年代から頻繁に使われるようになり、
文法が理解できても話せない学習者を生んだと言われ、「文法＝悪」だと考えられてきた。 
 しかし、実際、日本人英語学習者の英語力は向上したのであろうか。基本的文法を無視して英

語を話す学習者が増えただけではなかったか。やはり、日本人のための英語学習の基本に戻って

「英文法＋４技能（聞く・話す・読む・書く）」はバランスよく指導すべきではないか。 

 そして、中学生全員が使用する英語教科書の英語が自然に使われるものでなくては意味がない。

誤解を与えるような記述を改め、指導を効率化して、機械的な暗記学習に主眼を置くのではなく、

生きた自然な英語が伝える内容を懇切丁寧に何度も何度も繰り返し指導することができる充実

した内容の教科書を作成することが極めて重要である。 
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語順（①年） ●
① p. 142

語順
①-2 p. 45

語順
① p. 151

英語の語順

冠詞（①年） ●
① p. 143

定冠詞/不定冠詞
① p. 153

定冠詞/不定冠詞

単数・複数形（①年） ○

① p. 47
【基本文】
① p. 48

How many　～?

①-4, p. 56
複数形
① p. 78

可算＋不可算（復習）

① p. 59
複数形(簡易）

① p. 124
変化形（詳細）

② p. 48
可算/不可算名詞

how many ～?

① p. 152
可算/不可算名詞

some と any（①年）※ ◎ ① p. 48 ① p. 50

① p. 43
【本文】 some

p. 54
【本文】 any

③-11, p. 124
some, any, no の使い方

① p. 40
【基本文】

some/any の
疑問/否定文

① p. 64
some

① p. 68
any

代名詞（①年） ◎
①-4, p. 92

人称代名詞の一覧表

①-5, p. 66
①-5, p. 77
①-5, p. 143

人称代名詞の一覧表

① p. 76
人称代名詞の一覧表

① p. 114
人称代名詞の一覧表

①-3 p. 59
Ｉ と me/my と mine

２つの一覧表

① p. 67
人称代名詞の一覧表

① p. 153
人称と代名詞

be動詞（①年） ◎
①-1, p. 36

肯定/否定/疑問文
①-1～3, p. 44

肯定/否定/疑問文
① p. 58

肯定/疑問/否定文
①-4, p. 84

肯定/疑問/否定文

①-1 p. 33
肯定/疑問/否定文

①-5, p. 83
肯定/疑問/否定文

①-1, p. 43
肯定/否定/疑問文

一般動詞（①年） ◎
①-2, p. 44

肯定/否定/疑問文
①-1～3, p. 45

肯定/否定/疑問文
① p. 59

肯定/疑問/否定文
①-4, p. 85

肯定/疑問/否定文

①-4 p. 71
肯定文のみ
①-5 p. 83

疑問文/否定文

①-2, p. 53
肯定/否定/疑問文

３単現のＳ（①年） ◎
①-3, p. 74

肯定/否定/疑問文
①-6, p. 76

肯定/否定/疑問文
① p. 77

肯定/否定/疑問文
①-4, p. 85

肯定/疑問/否定文
① p. 71

肯定文のみ
①-4, p. 87

肯定/否定/疑問文

現在進行形（①年） ◎
①-5, p. 102

肯定/否定/疑問文
①-8, p. 108

肯定/否定/疑問文
① p. 99

肯定/否定/疑問文
①-6, p. 113

肯定/否定/疑問文
① p. 98

【基本文】
①-5, p. 117

肯定/否定/疑問文

過去形（①年）
be動詞/一般動詞

◎

①-7, p. 124
be動詞と一般動詞
（規則/不規則）の
肯定/否定/疑問文

①-9, p. 120
肯定/否定/疑問文

現在形との比較
②-2, p. 20

be動詞の過去形

② p. 17
一般動詞の

肯定/否定/疑問文
②-1, pp. 16-17
不規則動詞の

肯定/否定/疑問文

①-8, p. 133

一般動詞（規則・不規則）の

肯定/疑問文

①-9, p. 134

一般動詞（規則・不規則）の

否定文

②-1, p. 30

be動詞の過去形

①-7, p. 117
一般動詞（規則/不規則）の

肯定/否定/疑問文

①-7, p. 137
規則動詞の

肯定/否定/疑問文
②-1, p. 21

不規則動詞の
肯定/否定/疑問文

疑問詞（①年） ◎
①-6, p. 114

when/where/how/why

①-5, p. 66
who

① p. 144
what/when/where/how

① p. 99
what/when/where/how

①-5, p. 86
what/who/where

①-7, p. 144
when

②-8, p. 99
why

①-6, p. 95
when/where/how/why

①-6, p. 129
when/where/how/why

助動詞（①年） ◎

① p. 107

【基本文】

① p. 109

疑問文

①-7 p. 96
can のみ

① p. 98
can のみ

①-6 p. 113
can のみ

① p. 86-89
【基本文】

①-5, p. 117
can のみ

命令文（①年） ◎
① p. 51

【基本文】
肯定文/Let's ～

①-4, p. 56
肯定/否定＋Let's ～

① p. 59
肯定/否定＋Let's ～

①-3 p. 50
肯定/否定文

① p. 68
【基本文】

肯定/否定文/Let's ～

① p. 60-61
【基本文】

肯定文/Let's ～

感嘆文（①年） ○
① p. 111

What a surprise!
① p. 122

What a lot of CDs!
① p. 102
How big!

① pp. 126-127？？
What a lbig lantaern!

時間・天候・月日の表現（①年） ○
① pp. 78-79

【基本文】
① p. 35

【基本文】

① p. 35

【基本文】

① p. 56

曜日・天気の言い方

① pp. 70-71
【基本文】

Here is/are ～（①年） ◎
① p. 30

Here you are.

① p. 25
Here you are.

p. 59
Here's ～

① p. 53
Here it is.

p. 74
Here you are.

① p. 107
Here you are.

① p. 93
Here you are.

p. 123
本文？？？

① p. 40
Here you are.
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５文型（②年） ◎

③ p. 95
５つの文構造

SV/SVC/SVO
SVOO/SVOC

②-5, p. 66
SVC/SVOO
③-4, p. 46

ＳＶＯＣ
③ pp. 122-123

文型の復習

②-4, pp. 70-71
SVC/ＳＶＯＯ
③-3, p. 60

ＳＶＯＣ

②-7, p. 98
ＳＶＣ

②-8, p. 99
ＳＶＯＯ

③-2, p. 23
ＳＶＯＣ

②-1, p. 13
SVO/SVOO

「～に～を～する」を
表す文

② p, 135
文型

be動詞/一般動詞

過去進行形（②年） ○
②-1, p.36

be動詞の過去進行形
②-2, p. 20

過去形と過去進行形
②-1, p. 17

肯定/否定/疑問文
②-1, p. 21

肯定/否定/疑問文

未来表現（②年） ◎
②-1, p. 30

be going to のみ

②-3, p. 34
will/be going to

②-2, p. 34
be going to/will

②-3, p. 65

will と be going to の区別

②-2, p. 23

will と be going to の区別

②-2, p. 43
will/be going to

動名詞（②年） ○
②-4, p. 50

動名詞のはたらき
②-4, p. 70

動名詞
②-8, p. 96
～すること

② p. 44
【基本文】

不定詞（②年） ◎
②-2, p. 44

副詞/名詞/形容詞的用法

②-6, p. 78
名詞/副詞/形容詞

③-2, p. 20
③-4, p. 46

it ～ for ～ to ～
③-7, p. 98

want ～ to ～

②-3, p. 61
名詞/副詞/形容詞

③-2, p. 32
it ～ for ～ to ～

how to ～

②-5, p. 96
名詞

②-6, p. 97
副詞/形容詞
②-7, p. 98
４つの用法
③-2, p. 46
疑問詞＋to
③-6, p. 66

it ～ for ～ to ～
want/tell/ask ～ to ～

②-4, p. 65
名詞/副詞/形容詞

③-2, p. 37
it ～ for ～ to ～

how to ～
want ～ to ～

②-3, p. 74
名詞/形容詞/副詞的用法

接続詞（②年） ○ ×

②-2, p. 20
when

②-3, p. 34
that

②-2, p. 35
that

②-3, p. 60
when/if/because

③-3, p. 60
when

②-7, p. 98
(I think) that
②-8, p. 99

(I hope) that
②-11, p. 134

if/because
③-11, p. 124

as soon as

②-3, p. 35
when/if/because/that

を使った文

③-3, p. 89
that/if/because/when

比較級（②年） ◎
②-4, p. 112

比較級/最上級/原級

②-7, pp. 96-97
比較級/最上級/原級

②-7, p. 97
形容詞/副詞

②-5, p. 104
比較級/最上級/原級

②-9, p. 132
比較級/最上級
②-10, p. 133

原級

②-6, p. 89
比較級/最上級

②-5, p. 100
原級/比較級/最上級

助動詞（②年） ◎
②-3, p. 66

can/will/must/have to
may/could

② p. 79
can/will/may/must

②-2, p. 34
must/have to/should

②-4, p. 66
could/shall/may
have to/must

②-5, p. 75
can/must/may
should/have to

②-6, p. 101
can/will/must/may
should/shall/would

受動態（②年） ◎
③-1, p. 46
受け身形

②-8, p. 108
受け身形

②-5, p. 105
受け身形

③-1, p. 22
受動態（受け身）

③-1, p. 23
受動態の用途

②-7, p. 101
受け身の文

②-7, p. 119
受け身の文
③ p. 122

受け身の文

There is/are 構文（②年） ●
②-4, p. 50

肯定/否定/疑問文
②-3, p. 60

肯定/否定/疑問文
②-2, p. 31

肯定/否定/疑問文

いろいろな目的語（②年） ▲
②-1, p. 75

名詞/代名詞/不定詞/動名詞

文の読み方（②年） ▲
② p. 67

Q&A コーナー
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現在完了形（③年） ◎
③-1, p. 47

継続/経験/完了

③-2, p. 20
継続

③-3, p. 32
完了/経験

③-1, pp. 22-23
完了/継続/経験
過去形との比較

③-3, p. 54

完了/過去形との違い

③-4, p. 55

継続

③-5, p. 56

経験 【イメージ図】

③-1, p. 25
継続/経験/完了

③-1, pp. 32-33
完了/継続/経験

関係代名詞（③年） ○ ↓
③-5, p. 66

主格/目的格

③-4, pp. 82-83
主格/目的格
目的格の省略

③-8, p. 94
主格

③-9, p. 95
目的格

③-4, p. 69
主格/目的格

③-2, pp. 64-65
主格のみ

後置修飾（③年） ○
③-2, p. 94

名詞修飾句

関係代名詞の主格/目的格

③-6, p. 80
現在分詞/過去分詞/関係詞

③-3, pp. 60-61
現在分詞/過去分詞

×
③-3, p. 57

現在分詞/過去分詞
③-2, pp. 64-65

現在分詞/過去分詞/関係詞

２つの事柄をつなぐ表現（③年） ▲
③-11, p. 124

too ～ to/so ～ that

現在分詞（③年） ▲
③-3, p. 60
現在分詞

過去分詞（③年） ●
③-1, p. 46

受け身の文

③-3, p. 61
過去分詞

②-7, p. 101
規則/不規則動詞（受け身文）

間接疑問文（③年） ●
③ p. 98

間接疑問文
③-10, p. 123
間接疑問文

知覚動詞（③年） ▲

使役動詞（③年） ○
③ pp. 12-12

【基本文】
make ～ happy

③ p. 38
【基本文】

makes us sad

③ p. 30
makes me sad

③ p. 67
【基本文】

makes ～ sad

③ p. 8
makes me happy

前置修飾と後置修飾（③年） ▲
③ p. 81

前置修飾/後置修飾

時制（③年） ●

③ p. 33

現在/現在進行形

過去/過去進行形

未来/現在完了形

③ pp. 120-121

英語のしくみ

現在形/過去形/進行形

未来/現在完了形

仮定法（③年） ◎

△ 本文のみ

② p. 66

Could you ～?

③ p. 16

Would you like ～?

③ p. 44

Would you like to ～?

△ 本文のみ
③ p. 48

Would you ～?

△ 本文のみ
② p. 50

Would you like ～?
② p. 53

I'd like to ～

△ 本文のみ
③ p. 91

I'd like to ～
③ p.110

Would you ～?

△ 本文のみ
③ p. 27

Would you like to ～

△ 本文のみ
③ p. 6

We'd like to ～
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42.5% 21.6% 20.5% 8.7% 4.8% 1.9%
33.8% 24.2% 24.8% ― ― ―

前置詞（②年）※ ○

②　【巻末付録】
on/off/above/below

from/to/through
around/between/among

behind/over/under/along
across/into/in/out of

at/by/until/before/after
during/for/without/with

② p. 131
on/in/at/near/around

under/from/to/for
across/over/between

② p. 150
in/over/after/along

on/among/to/across
around/into/through
with/above/between

by/under/out of
behind/in front of

② p. 137
at/in/on/for/to/of
across/around/with

形容詞と副詞（②年）※ ▲
②, p. 136

形容詞と副詞

形容詞と副詞の変化表（②年）※ ◎

② p. 143

形容詞・副詞比較変化表

③ p. 137

形容詞・副詞比較変化表

② p. 144

形容詞・副詞比較変化表

③ p. 137

形容詞・副詞比較変化表

　△　②-5, p. 104
一部の例

② p. 139
形容詞・副詞の変化表

② p. 140

形容詞・副詞比較変化表

③ pp. 138-139

形容詞・副詞比較変化表

② p. 139

形容詞と副詞の変化

③ p. 126

形容詞・副詞の変化

不規則動詞の変化表（②年）※ ◎

② pp. 144-145

不規則動詞変化表

③ pp. 138-139

不規則動詞活用表

AAA/ABA/ＡＢＢ/ＡＢＣ型

② pp. 142-143

不規則動詞活用表

③ pp. 138-139

不規則動詞活用表

AAA/ABA/ＡＢＢ/ＡＢＣ型

② p. 145

不規則動詞活用表

③ pp. 142-143

不規則動詞活用表

AAA/ABA/ＡＢＢ/ＡＢＣ型

② p. 138
不規則動詞変化表

② pp. 140-141

不規則動詞変化表

AAA/ABA/ＡＢＢ/ＡＢＣ型

③ pp. 140-141

 不規則動詞変化表

AAA/ABA/ＡＢＢ/ＡＢＣ型

② pp. 138-139

不規則動詞活用表

③ pp. 124-125

不規則動詞活用表

数字（②年）※ ●
③ p. 136

数の読み方
②-6, p. 129
数の言い方

② p. 133
数の読み方

英語の発想（②年）※ ▲
② p. 130

情報の流れ

品詞（②年）※ ▲
② p. 129

品詞

英語のしくみ（③年）※ ▲
② pp. 128-130

英語のしくみ

単語の成り立ち（③年）※ ▲
③ p. 123

単語の成り立ち

日本語と英語の違い（③年）※ ▲
①-3 pp. 124-125

日本語と英語の違い

22（６位） 49（１位） 35（３位） 44（２位） 24（５位） 35（３位）

24/50（５位） 39/50（１位） 35/50（３位） 29/50（４位） 23/50（６位） 36/50（２位）

６位（46点） １位（88点） ４位（70点） ２位（73点） ５位（47点） ３位（71点）

記述箇所頁数（順位）

記述項目数／全50項目（順位）

総合順位（記述箇所＋記述項目）

　注４）⁂出典：国立国会図書館（２０１４）「中学３年生の外国語（英語）の教科書（平成１７年検定）の６冊の教科書の学校採択率シェア率」

　注２）記述箇所は、ページ数に応じてカウントしたが、仮定法（③年）に関しては、説明記述の箇所ページがいずれもないため、１カ所としてカウントした。

　注３）×： 記述なし、△： 一部の記述あり、↓：  以下の項目で記述あり、※： 巻末資料

　注１）□の枠内の判定は、◎： 全６社が取り上げている、○： ４社以上が取り上げている、●： ２～３社が取り上げている、▲： １社以下が取り上げている、の４段階に区別した。

2014年度（文科省の調査）の採択率

2008年度の採択率⁂
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  研究論文                                
 

複式簿記によるキャッシュ・フロー計算書の作成

に関する提案 

 
鶴見 正史 

(愛知産業大学准教授) 

 

Suggestion about the Making of the Cash Flow  
Statement by the Double-entry Bookkeeping 

 
 

Masashi TSURUMI 
 

 
  →要旨  
 

収支簿記は，借方と貸方を収入，支出に置き換えて『銀行簿記精法』の日記帳をベース

に，下野によって金銭出納帳から貸借対照表と損益計算書が導出された会計構造になって

いる。月末収支総括表は，太田の考案によるものであるが，右に収入，左に支出としたの

は，現金収支の相手方を示したもので収支簿記の収入，支出が貸借逆になっている。本稿

では，収支簿記や月末収支総括表の原理をもとに複式簿記からキャッシュ・フロー計算書

の作成方法を提案するものであり，貸借対照表や損益計算書をもとに調整仕訳や修正仕訳

という複雑な方法を取らなくても作成できる方法があることを指摘したい。  
 

  →キーワード  
 

・キャッシュ・フロー計算書  

・資金収支表  

・収支簿記  

・月末収支総括表  
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はじめに 
1986 年 10 月，企業会計審議会の「証券取引法に基づくディスクロージャー制度におけ
る財務情報の充実について」（「中間報告」）によって制度化された資金収支表がある。しか

し，この資金収支表は財務諸表として位置付けられていなかった。そして，1997 年 6 月，
企業会計審議会「連結財務諸表制度の見直しに関する意見書」および企業会計審議会「連結

キャッシ・フロー計算書等の作成基準の設定に関する意見書」によってキャッシュ・フロー

計算書が作成されることになった。このキャッシュ・フロー計算書は，第 3の財務諸表とし
て位置付けられることになった。 
しかしながら，資金に関する財務諸表は現代になって重要視されたものではない。なぜな

ら，明治，大正，昭和初期における中小企業の会計は資金の状況を把握することに重点がお

かれていたと考えられる。この手掛りになる簿記法が収支簿記であろう。そして，1949年
12月に公表された『中小企業簿記要領』によって，3つの簿記法である日計表方式，月末収
支総括表方式および複式簿記が提示されるに至った。日計表方式と月末収支総括表方式は

資金の状況が把握できるように考案されている。 
そこで本稿は，上述の理論を元にキャッシュ・フロー計算書が作成できるのではないかと

思考している。よって，収支簿記や月末収支総括表の原理を明らかにするとともに，この原

理を元にキャッシュ・フロー計算書が作成される会計システムを提案するものである。 
 
Ⅰ キャッシュ・フロー計算書の会計構造に関する先行研究 
キャッシュ・フロー計算書と会計構造に関する先行研究は，日本簿記学会第 26回の統一

論題「資金会計と複式簿記―損益計算，資金計算の併存可能性―」で発表された論文が代表

的なものになると思われる。上野[2011]は，通常の会計システムに統合する論理を過程理論
の視点から明らかにしている(26頁)。ここで着目する点は，「総資金運動等式」である。こ
の総資金運動等式は，「現金の増加＋資産の増加＋負債の減少＋純資産の減少＋費用の増加

＝現金の減少＋資産の減少＋負債の増加＋純資産の減少＋収益の増加」(25 頁)という一般
的に言われている取引要素をもとにしたものである。しかしながら，残高試算表からキャッ

シュ・フロー計算書，貸借対照表および損益計算書が作成されるとした点が違うのではない

か考えている。それは，キャッシュ・フロー計算書には収入，支出の相手方が示されていな

いからである。本来のキャッシュ・フロー計算書は，相手方を 3 つに区分して示されてい
る。 
佐藤[2011]では，資金勘定組織として収支勘定，投資財務勘定および営業増減勘定がもち
いられ、展開している(32-35頁)。しかし，ここでの問題点は，貸借対照表および損益計算
書の仕訳と資金仕訳の二重仕訳で展開されていることであろう。高須[2011]では，収益費用
アプローチと資産負債アプローチに基づいた簿記体系が考察されている。収益費用アプロ

ーチでは，「一取引二仕訳」が必要であり，資産負債アプローチでは，「三式簿記システム」

に拡張することが必要であると結論づけている(43頁)。藤井[2011]では，資金会計の論点整
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理，計算構造，および特徴を示し，資金会計と複式簿記の関係では，資金計算を複式簿記に

組み込むことが可能かは複式簿記の本質の捉え方によって変わってくることが結論として

述べられている(48-57頁)。 
以上，キャッシュ・フロー会計に関する近年の先行研究は，通常の会計システム，いわゆ

る仕訳に基づいて行ったものと仕訳とは別にする一取引二重仕訳に基づいたものと二つに

分けることができるといえるだろう。一取引二重仕訳は現実的ではないため，通常の会計シ

ステムに基づいたものが望ましいと言えるだろう。 
 
Ⅱ 会計構造にみるキャッシュ・フロー計算書の位置づけと資金を中心にとらえた簿記法 
 キャッシュ・フロー計算書は，先行研究のように複式簿記システムにおいて行う場合の研

究があまり行われていなかった。しかし，資金収支表と貸借対照表および損益計算書との関

連図が若杉[1988] において述べられている(図表 1)。 
 
図表 1 資金収支表と損益計算書・貸借対照表との関連図 
 

資 金 収 支 表 
営業支出 営業収入 
財務支出等 財務収入等 
決算支出 資産の減少 
資産の増加 負債の増加 
負債の減少 資本の増加 
資本の減少  

 
出所：若杉[1988]，112頁をもとに作成。 
 
 この関連図を見ても分かるように，上段部分が損益計算書項目であり，借方側が費用等に

関する損益計算書項目，貸方側が収益に関する損益計算書項目でいずれも実現し，資金を増

減させたものを示している。また，下段部分が貸借対照表項目で，借方側が資金の減少項目

であり，貸方側が資金の増加項目で資金の増減項目を示したものである。この関係は，複式

簿記システムにおける期間中の仕訳で資金の相手方の集合体と言っても過言ではない。 
そこで，資金に重点を置いた複式簿記的な研究がある。それは下野[1921]，下野[1927]の
収支簿記と太田[1935]の「簡易商店簿記試案」である。まず，収支簿記の収入・支出の概念
は，福澤諭吉の『帳合之法』による借方・貸方を「主人ノタメニハ上段ハ貸ニシテ下段ハ借

ナリ日本人ニ分リ易クスルナリハ或ハコレヲ出ト入トニ書替ヘ借ノ處ヘ出ト記シ貸ノ處ヘ

入ト記シレハ我家ヨリ金ガ出。我家ニ金ガ入タルト云フ考ニテ初學ノ者ニ便利ナラント思

ヒ」）(福澤[1873]，初編巻之一，九丁-十丁，訳者注より)からきており，『銀行簿記精法』に

P/L収益 

実現し，資金増をもたらすもの 

P/L費用等 

実現し，資金減を生ずるもの 

B/S貸方項目等 

資金増をもたらすもの 
B/S借方項目等 

資金減を生ずるもの 
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おいても「貸借ヲ出入と觧スル説アリ」(『銀行簿記精法』巻ノ一，凡例七丁)と述べられた
ことに起因している。当然のことであるが『銀行簿記精法』は，翻訳者や削除校正など福澤

諭吉の門下が関わっているからである。収支簿記の提唱者(1)は大原信久であるが下野によっ

て収支簿記が理論的に述べられている。下野[1927]では，下野が新日本式収支簿記法という
会計システムを提案している。日本式収支簿記法は，取引を金銭出納帳に記帳することから

スタートしている。借方を収入とし，貸方を支出としたもので金銭出納帳が当店の帳簿であ

るということから主観的貸借を念頭にしたものであった。振替仕訳も収入欄，支出欄の両方

に記入することで残高が変更しないことも示されている。転記の方法は，金銭出納帳の収入

欄に記入した勘定を元帳欄の収入欄に記帳し，逆に金銭出納帳の支出欄に記帳した勘定を

元帳欄の支出欄に記帳する。現金元帳は，金銭出納帳の収入欄の合計を元帳の支出欄に記入

し，金銭出納帳の支出欄の合計を元帳の収入欄に記入する。この方法で行うと貸借の合計が

一致する。そして，図表 2に示す損益勘定と金銭出納帳(繰越残高)貸借対照表が完成する(下
野[1927]39-50頁)。大原信久の収支簿記法は，金銭出納帳ではなく，日記帳であり，『銀行
簿記精法』を基本にしたものであった。 

 
図表 2 下野直太郎の収支簿記 

 
出所：下野[1927]を参考に著者が作成。 

 
 この収支簿記の問題点が借方および貸方について主観的貸借を念頭に置いたものであっ

たため，この問題点を解決しようと太田[1935]「簡易商店簿記試案」が発表された。これは，
「小売店主要簿の改良案」(太田[1935]3 頁)として考案されたものである。この試案は、小
売商店の主要な取引が仕入，売上および現金収支であるため，この 3 点に絞って解説がな
されている。仕入については，仕入月計表を作成する。売上げについては，現金売上と掛売

 
 
 

金銭出納帳 
収入 支出 

 
 
 
 
 
 
注 ここでは、元帳としての損益勘定を示している。 

金銭出納帳(繰越残高) 
収入 貸借対照表 支出 
借金 
資本金 
正味利益金 

物品 
現金 
貸金 

 

損益勘定(注) 
諸利益 諸損費 

 元 

帳 
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上に分け，現金売上には現金売上集計表に，掛売上には売上月計表を作成する。現金収支に

ついては，現金出納帳なる総合帳簿と現金収支の比較的多い商店向けに現金収支日計表を

示している。月末収支総括表は，月ごとの合計を記入し，貸借一致させることを目的として

作成するものである。この試案は 1949 年の『中小企業簿記要領』の原型となっている(2)。

そして，決算表は，前期からの繰越額に月末収支総括表の当期増減額を加減して現在高を算

定するものである。この決算表をもとに貸借対照表と損益計算書が作成される(太田
[1935]1-22頁)。太田の「簡易商店簿記試案」は，図表 3のようになるだろう。 
 
図表３ 太田哲三の簡易商店簿記試案 

 
出所：太田[1935]を参考に著者が作成。 
 
以上，若杉の資金収支表と損益計算書および貸借対照表の関連図，下野の収支簿記，太田

の「簡易商店簿記試案」において共通する点がある。若杉の資金収支表は，当期中の資金に

関する取引をまとめている。下野の収支簿記は，当期中の資金に関する取引を金銭出納帳に

作成し，金銭に関係のない取引も貸借両方に作成し，資金の残高が変更しないように考案さ

れている。太田の月末収支総括表は当期中の取引をまとめたいわゆる試算表になっている。

共通点は，当期中の取引をまとめたものということができる。そして，資金収支表は，収支

の相手方の項目をまとめたものということができる。 
下野の収支簿記は，金銭出納帳に収入，支出と記録したものから資金計算書を導出するこ

とができる。また，太田の月末収支総括表は，収入の相手方と支出の相手方をまとめ，現金

預金の収入と支出を記録して，貸借を一致させている。この月末収支総括表からも資金計算

書を作成することができる。この二つの簿記法は，小規模企業向けに考案されたもので資金

の重要性を説いたものと言ってよい。収入，支出という貸借逆の発想は，主観的貸借と客観

的貸借の相違であって同様の思考によるものである。 
 
Ⅲ キャッシュ・フロー計算書の作成方法とキャッシュ・フロー計算書の雛形 

 
 

月末収支総括表 
支出 収入 

 
 
 

貸借対照表 
資産 負債 

資本 
 

損益計算書 
損失 利益 

 

仕入月計表 
現金売上集計表 
売上月計表 
現金出納帳 
(現金収支日計表と
現金収支集計表) 
その他の記録 

決 

算 

表 
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１ キャッシュ・フロー計算書の作成方法 
 キャッシュ・フロー計算書の作成方法は，和久[1999]によれば，「個別キャッシュ・フロ
ー計算書の作成方法には，キャッシュ・フロー計算書を作成するための勘定組織を設け，勘

定記録にもとづいて作成する方法(直接作成法)と貸借対照表と損益計算書から作成する方
法(間接作成法)がある」(56頁)と述べている。したがって，直接法では，勘定組織を設ける
必要があり，間接法では，貸借対照表と損益計算書からキャッシュ・フロー計算書が作成さ

れなければならない。鎌田[1999]によれば，「現金および現金同等物(間接法)―営業活動―」，
「現金および現金同等物(直接法)―営業活動―」および「現金および現金同等物集合」とい
う T勘定を用いた方法を展開している(43-59頁)。T勘定を用いた方法は，貸借対照表およ
び損益計算書からの修正仕訳を行い，上述の勘定に転記する方法が用いられて，キャッシ

ュ・フロー計算書が作成されている。 
 
２ 現行のキャッシュ・フロー計算書の雛形 
現行のキャッシュ・フロー計算書は，「営業活動によるキャッシュ・フロー」，「投資活動

によるキャッシュ・フロー」および「財務活動によるキャッシュ・フロー」の 3つに区分 
 
図表 4 「営業活動によるキャッシュ・フロー」の表示方法 
直接法 間接法 
Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業収入 
原材料又は商品の仕入支出 
人件費支出 
その他の営業支出 
小  計 
利息及び配当金の受取額 
利息の支払額 
損害賠償金の支払い 
法人税等の支払額 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 
税引前当期純利益 
減価償却費 
貸倒引当金の増加額 
受取利息及び受取配当金 
支払利息 
有形固定資産売却益 
損害賠償損失 
売上債権の増加額 
たな卸資産の減少額 
仕入債務の減少額 

       小  計  
法人税等の支払額 
営業活動によるキャッシュ・フロー 

(連結キャッシュ・フロー計算書等の作成基準 様式 1，様式 2) 
 
され，「営業活動によるキャッシュ・フロー」が直接法と間接法という表示方法になってい

る。その内容が図表 4のとおりである。 
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直接法は，主要な取引ごとにキャッシュ・フローを総額表示する方法(連結キャッシュ・
フロー計算書等の作成基準第三，一，1)である。間接法は，税金等調整前当期純利益に非資
金損益項目，営業活動に係る資産及び負債の増減，「投資活動によるキャッシュ・フロー」

及び「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に含まれる損益項目を加減して表示かる

方法(連結キャッシュ・フロー計算書等の作成基準第三，一，2)である。いずれの場合でも内
容をみると期中取引の増減額が表示されている。 
 
Ⅳ 複式簿記によるキャッシュ・フロー計算書の作成方法の提案 
資金収支表およびキャッシュ・フロー計算書は，資金の概念が異なっている。しかしなが

ら、これらの計算書の内容は，ほぼ同じである。よって，複式簿記からキャッシュ・フロー

計算書が作成される方法を提案する。 
 
図表 5 資金的 2勘定系統説の図解 
  dr.             資金                                 cr. 
 
        〈資金形態〉               〈資金源泉〉 

dr.   資産   cr.          dr.   負債   cr. 
 
   流入     流出          流出         流入 
 
                        dr.   資本   cr. 
 
                                        流出         流入 
 

dr.   利潤   cr. 
 
                   dr. 費用 cr.   dr. 収益  cr. 
 

流出   (取消)    (取消)  流入 
                   (配分)           (回収) 

 (杉本[1974]，77頁) 
 
従来の借方および貸方の概念を杉本[1991]の 2 重分類的複式による認識・測定方法によ
って展開する。2重分類的複式による認識・測定の方法とは，会計測定者が企業の経済事象
を「資金の流れ」として彼らの脳裏で「資金形態」と「資金源泉」という二つの側面での思

考内容を形成していく方法である。杉本[1974]では，会計担当者などの会計測定者は，これ
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らの「資金の流れ」を，＜資金の調達源泉から見た「資金の流れ」＞と＜資金の運用形態か

ら見た「資金の流れ」＞の 2側面に分けて認識・測定していく(77頁)，と述べている（図表
5参照）。これは，取引の 8要素と結合関係と関連していて，初学者でも容易に理解するこ
とができるだろう。 
そして，キャッシュ・フロー計算書は，期中取引の資金の流れを 2重分類複式の認識・測

定方法を念頭に仕訳集計表，または，合計試算表の運算表によって構成要素が把握されてい

る。合計試算表の運算表は，繰越額，期中取引の合計および繰越額と期中取引の合計を加算

したものであるため，運算表の期中取引の合計が仕訳集計表の合計金額と同額になる。この

合計金額をキャッシュ・フロー計算書の構成要素に変形することで，キャッシュ・フロー計

算書が作成できる。 
 「すべての期中取引を資本取引と損益取引の観点(すなわち損益作用性の有無の観点)から
二面的に把握し，当該記帳記録から貸借対照表と損益計算書を誘導できるように仕組まれ

ている点に複式簿記の本質がある」(藤井[2011]54頁)と指摘している。キャッシュ・フロー
計算書は，複式簿記と同様，期中取引を資金の流入，流出という 2 側面で捉えたものであ
り，その合計金額をキャッシュ・フロー計算書の様式に変形したものということができるで

あろう。ただ，非資金取引の修正が必要になる。 
したがってキャッシュ・フロー計算書は，現行の複式簿記システムによる会計処理から導

き出した期中取引の増減額であり，同一金額になることは言うまでもない。よって，現行の

キャッシュ・フロー計算書の作成については，複式簿記システムの期中取引の合計額または，

期中取引の合計金額によって作成することが可能である。 
 
おわりに 
キャッシュ・フロー計算書は，明治から資金の会計構造が変更されたにすぎない。収支簿

記は，借方と貸方を収入，支出に置き換えてか『銀行簿記精法』の日記帳をベースに作成さ

れ，下野によって金銭出納帳から貸借対照表と損益計算書が導出された会計構造になって

いる。月末収支総括表は，太田の考案によるものであるが，右に収入，左に支出としたのは，

現金収支の相手方を示したもので収支簿記と収入，支出が貸借逆になっている。いずれも資

金を中心に理論展開がなされたものである。資金収支表は，「証券取引法に基づくディスク

ロージャー制度における財務情報の充実について」（「中間報告」）によって制度化されたも

のである。キャッシュ・フロー計算書も同様，「連結財務諸表制度の見直しに関する意見書」

によってキャッシュ・フロー計算書が制度化されたものである。 
大原，下野の収支簿記，太田の月末収支総括表および『中小企業簿記要領』の日計表方式

や月末収支総括表方式は，金銭や資金に重点をおいたものであり，資金収支表やキャッシ

ュ・フロー計算書も同様，資金に重点を置いたものであった。 
本稿は，収支簿記および月末収支総括表の原理をもとに複式簿記からキャッシュ・フロー

計算書の作成方法を提案するものであり，貸借対照表および損益計算書をもとに調整仕訳
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や修正仕訳を行うという複雑な方法を取らなくても作成できる方法であることを指摘した

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (1) 下野[1921]のはじめに大原信久が命名したと述べられていること，さらに，1913年お
よび 1920 年の大原簿記専門学校の教科書に収支簿記を取り扱っている。1920 年の教科
書では，借方と貸方を収入と支出にし，日記帳から元帳への転記および貸借対照表と損益

計算書の作成に関する解説がなされている。 
(2) 『中小企業簿記要領』を執筆したのは，中西寅雄と鍋島達である。二人の共通点は，当
時，東京都商工指導所の所長に中西，部長に鍋島が設立して間もない東京都商工指導所に

在籍していたことである。それ以前の 1937年 4月に開所された東京市商業経営指導員養
成所では，太田哲三が簿記法を講義していた。中西が東京都商工指導所において指導して

いた簿記法は，太田の簿記法が原型で，『中小企業簿記要領』の原案になったものである。 
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  研究論文                                

 

会社分割における労働契約承継の個別効力 
―労働者の保護の在り方をめぐって―  

 
三田村 浩 

 (愛知産業大学准教授) 

 

Individual Effects on the Succession of Labor 
Contract in Company Split Cases 

―Over the Ideal Way of Worker Protection―  
 

Hiroshi MITAMURA 
 

 
  →要旨  
 

企業組織再編のうち会社分割に関しては、労働契約承継法という唯一の労働者保護法制

を有するなかで、新設分割を活用した分社化で新会社に転籍した後、解雇された労働者が

その無効を求めた訴訟で、法律が定める事前の協議が不十分として、転籍を無効と判じる

報道が近時なされている。会社分割に伴う労働問題を解決するため、本稿の目的は、再就

職あっせんや金銭解決による労働者の雇用保障を視野に入れながら、正当な会社分割手続

きの下でおこなわれた場合、排除された労働者の法的保護の在り方は如何なるものである

かを考察すべく、労働者の意向と使用者のなす配慮の有無に着目し、会社分割における現

行制度と判例の状況を整理し、労働者の法的保護の在り方を探ることにある。  
 

 
  →キーワード  

 

・会社分割  

・労働契約承継法  

・改正労働契約承継法施行規則・指針 

・エイボン事件（東京地判平成 29 年 3 月 28 日）  
・企業組織再編（企業変動）における労働者保護  
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Ⅰ．序論 

 
 合併、事業譲渡及び会社分割といった企業組織再編（企業変動）1)において、企業のなす

経営の合理化策あるいは再建策 2)とは別に、組合員排除などの合理的理由のない単なる労

働者の排除といった、使用者による明らかな恣意的方策は別段の区分ができるとしても、

各再編手法によって労働者の非承継や解雇等をめぐる労働問題（訴訟）が未だ存在してい

るとすれば、それが使用者都合でもあるだけに、できるだけ労働者の意に即した実質的な

労働者保護法制を確立しなければならない。  
そこでは、企業組織再編手法におけるそれぞれの法律関係が異なり 3)、使用者の手法選

択によって労働者の処遇に違いが生じてしまうため、統一的かつ画一的な労働者保護法制

が望まれるなか 4)、本稿で考察する会社分割においては、承継は保障されるものの、元の職

場が存続しているにもかかわらず、事業に主として従事する労働者が、分割部門とともに

新たな使用者に強制承継される法律関係でもあり、まずその是非を指摘したい。また、分

割後暫くして、これに起因した労働条件の悪化や解雇があった場合にも、現職場が消滅し

てしまえば、元の職場に雇用責任を追及できる法制度を確立する必要もある。さらには、

会社分割を契機に職場環境の変化等により転職することも考えられ、こうした労働者の意

向が重視されるべき場面でもあるとすれば、それを実現する法制度の検討も必要である。  
この点、単に労働者の意向だけではなく、行政の介入や企業側の義務として具体的に再

就職あっせんや金銭解決などの方策で対応すべく、雇用保障の観点からの検討も含めて、

まずは会社分割において、実効的な労働者保護の在り方を探ることは有意義であろう。  
他方、企業組織再編に恣意性がなく、手続上正当におこなわれるとすれば、営業の自由

などの企業の権利として、あるいは会社法制により実現されなければならない。とりわけ

業績悪化などの切迫した状況下では、会社法の手続きに基づき、株主などの利害関係人（ス

テークホルダー）のためにも、効率的かつ迅速に進めていく場面でもある。  
 ところで、企業組織再編のうち会社分割に関しては、労働契約承継法という唯一の労働

者保護法制を有するなかで、近時、新設分割を活用した分社化で新会社に転籍した後、解

雇された労働者がその無効を求めた訴訟があり、東京地裁は法律が定める事前の協議が不

十分として転籍を無効と判じた報道がなされ 5)、同法の実効性が問われているともいえる。 
 本訴訟は、Ⅳ章で検討する「エイボン事件」であるが、判決では会社分割の際に当該労

働者との協議が不十分な場合、別法人となった子会社への転籍が無効となるため、従前の

使用者に遡って雇用責任を追及できると判じている。  
こうして、会社法制による手続きの下で、労働者の処遇について一定の制約が窺えると

ころ、会社分割自体の無効に争わずして労働問題を解決しようとする点に、企業と労働者

の調整が図られているといえる。本来、会社のなす会社分割手法には、労働契約承継法に

よって、法制度上労働者を保護すべく手続上の厳しい法規制があるはずであるが、判例法

理を通じて確立されていく現状もあり、その整備は急務と考える。  
 本稿では、会社分割事案を素材として、会社分割における労働契約承継法における労働

者保護の精度を高めつつ、ひろく企業組織再編に適用する法律として機能させることを探

るなかで、判例を使用者による恣意性によるもの、あるいはそれと判断してよいものに区

分するとともに、恣意性のない正当な手続きの下での企業組織再編時の労働者の処遇を考
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察するに当たって、再就職あっせんや金銭解決などによる労働者の雇用保障を視野に入れ

ながら、労働者保護の在り方を検討するための研究の一環に位置付けたい。  
 
Ⅱ．会社分割における労働者保護法制  

 

(1) 会社分割制度と労働契約承継法  
合併、事業譲渡と並んで、典型的な企業組織再編の手法である会社分割については、2001

年施行の改正商法（現会社法）で制度化され、会社の分割を吸収分割あるいは新設分割で

容易にすることを主たる目的として導入されたものである。これに伴い、当該分割に伴っ

て労働者の地位が失われたり、労働条件が低下したりするのを防止する目的で、同年に会

社分割に伴う労働契約の承継等に関する法律（労働契約承継法）が制定されている 6)。  
労働契約承継法（承継法という。）は、まず、労働者を「承継される事業に主として従事

する」労働者と、それ以外の労働者に分ける。分割会社は、そうした主従事労働者に対し

ては、分割契約等や新設分割計画における承継の定めの有無や異議申立期限日などを書面

で通知しなければならない（2 条 1 項）。分割契約等で承継が予定されている者は、分割の
効力発生日に承継会社に承継され（3 条）、承継が予定されていない者も、期限内に書面で
異議を申し立てた場合には、同じく分割の効力発生日に承継される（ 4 条）、と規定する。 
また、それ以外の労働者のうち、承継が予定されている者にも書面通知がなされるが、

その者が期限内に書面で異議を申し立てた場合には、労働契約は承継されずに分割会社に

残留することになる（5 条）。  
この 5 条に関して、分割対象事業における主従事労働者には「承継拒否権」がなく、分

割会社に強制承継されてしまう法律関係は、果たしてどこまで労働者保護に資するのであ

ろうか 7)。  
会社分割は、取引行為等による特定承継ではなく、部分的包括承継と位置づけられるた

め、労働契約の承継に従業員の個別の同意を必要とする民法 625 条 1 項は適用されず、分
割会社の労働者は、承継会社等への移転に対して拒否する権利を有さない。  
つまり、労働者の別法人への承継は転籍にほかならないところ、承継法が転籍について、

包括承継の名の下で、民法 625 条 1 項における労働者の個別的同意の例外を認めているこ
とは改善の余地が大いにあると考える 8)。  
労働者は、これまで従事してきた事業から切り離されて、新しい事業への従事を余儀な

くされる恐れがあり、会社分割によって多大な影響を受けるなかで、確実には労働者の意

向が尊重されないため、承継法における労働者保護の実効性が問われることになる。  
とりわけ会社分割が、企業の不採算部門の分離・切り捨てのために利用される場合（い

わゆる泥船分割）には、承継された労働者の雇用はきわめて不安定になることが安易に想

定されるため 9)、本来ここでの労働者の意向の確認は極めて重要な要素のように思われる。 
そこで、同意の見返りとして、労働者の意向と使用者のなす配慮を導き出すためには、

労働契約承継における主な手続きとされる、分割会社が通知をするまでに個々の労働者と

協議することが必要であること（商法平成12年改正附則5条1項。いわゆる「5条協議」）と、
分割にあたり雇用する労働者の理解と協力を得るよう努めること（承継法7条。いわゆる「7
条措置」）の両規定の運用実態と、その精度を確認する必要がある。  
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(2) 労働契約承継法施行規則及び指針の改正点  
労働契約承継法に関して、「会社分割に伴う労働契約の承継等に関する法律施行規則（平

成 12 年労働省令第 48 号）」及び「分割会社及び承継会社等が講ずべき当該分割会社が締
結している労働契約及び労働協約の承継に関する措置の適切な実施を図るための指針」（平

成 12 年労働省告示第 127 号）が、それぞれ 2016 年 8 月 17 日に、会社法等の法整備や判
例の蓄積等の近年の状況を踏まえて、一部改正されている（ 2016 年 9 月 1 日適用）10)。こ

れら改正点について、それぞれみていく 11)。  
まず、承継法施行規則の改正について、労働契約承継法 2 条 1 項および労働契約承継法

施行規則 1 条において、会社分割にあたり、労働者へ通知すべきこと、通知事項、通知の
時期、通知する労働者の範囲が定められているが、承継会社等が労働契約を承継する旨の

定めがある場合、会社分割の効力発生日以後、分割会社から承継会社に包括的に承継され

るため、その内容である労働条件はそのまま維持されるものであることが追加された（承

継法施行規則 1 条 2 号）。  
次に、承継法指針の改正について、承継法においては、「主として従事する」労働者の判

断基準は、引き続き「事業」の単位で判断するものであり、「事業」の考え方として、労働

者の雇用及び職務を確保するといった法の労働者保護の趣旨も踏まえつつ、「一定の事業

目的のために組織化され、有機的一体として機能する財産」であることを基本とする旨が

定められた（承継法指針第 2 の 2(3)イ）。  
また、会社分割の際には、会社分割を理由とする一方的な労働条件の不利益変更を行っ

てはならず、また、会社分割の前後において労働条件の変更を行う場合にも、労働契約法

第 10 条の要件を満たす就業規則の合理的な変更による場合を除き、労使間の合意による
ことなく労働条件を不利益に変更することはできないこと（承継法指針第 2の 2(4)イ (ロ )）
や、普通解雇や整理解雇については、労働契約法第 16 条の規定が定められているととも
に、判例法理が確立しており、これらに反する会社分割のみを理由とする解雇を行っては

ならないこと（承継法指針第 2 の 2(4)イ (ハ )）が明記された。  
そして、転籍合意により、承継会社等に転籍させる場合であっても、通知や労働者との

個別協議等の手続を省略することはできないと定められ、労働者への書面通知事項の追加

として、労働者が承継会社等に承継される場合は、その者の労働条件はそのまま維持され

る旨を、労働者に通知することが必要とされる（承継法指針第 2 の 2(5)）。  
5 条協議については、旧指針では、「承継される事業に従事している労働者」がその対象

者とされていたが、新たに「承継される事業に従事していない労働者であって分割契約等

にその者が当該分割会社との間で締結している労働契約を承継会社等が承継する旨の定め

があるもの」が対象者に加わり、5 条協議における説明の内容に、「分割会社及び承継会社
等の債務の履行の見込みに関する事項」が追加された（承継法指針第 2 の 4(1)イ） 12)。  
また、分割会社は、「事業を構成するに至らない権利義務の分割の場合において、分割契

約等に労働契約の承継の定めのない労働者のうち、当該権利義務の分割が当該労働者の職

務の内容等に影響しうるものに対しては、承継法 7 条の労働者の理解と協力を得る努力と
は別に、職務の内容等の変更があればその説明を行う等、一定の情報を提供することが望

ましい」とした（同規定）。  
そして、労働組合に対しては、団体交渉の申入れがあった場合には、分割会社は、当該
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労働組合と誠意をもって交渉にあたらなければならないことが新しく指針に追加された

（承継法指針第 2 の 4(1)）。  
さらに、5 条協議に違反した場合、すなわち 5 条協議がまったく行われなかった場合ま

たは協議が行われた場合であっても著しく不十分であるため、当該協議を求めた趣旨に反

することが明らかな場合には、労働契約承継法 2 条 1 項 1 号に掲げる労働者は、労働契約
承継の効力を個別に争うことができるとされていることに留意すべきと追加され（承継法

指針第 2 の 4(1)へ）、次章で検討する日本アイ・ビー・エム事件最高裁判決が反映されて
いる。  
 7 条措置については、団体交渉に応ずべき使用者の判断に当たっては、雇用主以外の事
業主であっても、「その労働者の基本的な労働条件等について雇用主と部分的とはいえ同

視できる程度に現実的かつ具体的に支配、決定することができる地位にある場合には、そ

の限りにおいて」、使用者に当たると解されていること等、これまでの判例の蓄積等があ

ることに留意すべきと追加され（承継法指針第 2 の 4(2)ハ）、次章で検討する朝日放送事
件最高裁判決 13)等が反映されている。  
また、労働組合法上の不当労働行為責任及び使用者の地位が会社分割に伴い、分割会社

から承継会社等に承継されるとする裁判例や中央労働委員会の命令があることに留意すべ

きであると追加された（承継法指針第 2 の 4(2)ホ）。  
 次章では、会社分割事案について、労働者の保護の在り方を考察する上で、5 条協議の
内容の是非を中心に、労働者への必要な説明や協議の有無を争ったものを検討する。  
 
Ⅲ．会社分割における主要判例の検討 

 

(1) 日本アイ・ビー・エム事件最高裁判決 14) 

 まずは、会社分割に際して、法定協議義務の履行判断とその法的効果をめぐるリーディ

ングケースとして、日本アイ・ビー・エム事件最高裁判決を確認しておきたい。  
事案は、Y 社（日本アイ・ビー・エム）が旧商法下の会社分割（新設分割）を行った際、

設立会社へ承継される営業（当時不採算部門であったハードディスクドライブ部門）に含

まれるとして、分割計画書に記載された X らが、承継手続きに瑕疵があるので設立会社に
承継されず、労働契約承継の無効として労働契約上の地位と損害賠償を求めたものである。 
事案の背景には、米国において、A 社（米国アイ・ビー・エム）が不採算部門を事実上

B 社（日立製作所）に売却する合意に基づき、3 年後 B 社の子会社となる合弁会社 C 社を
設立し、その後日本において、Y 社は、C 社との間で B 社の孫会社となる D 社を設立する
ことで、結果的に不採算部門とともに X らの労働契約が D 社に承継している 15)。したがっ

て、本件は不採算部門の切り捨てによるいわゆる泥沼分割の様相を呈しているといえる。  
本件の争点は、①5 条協議及び 7 条措置に違反があった場合に、会社分割無効の訴えに

よらず労働者は労働契約承継の有効性を争えるか、②労働契約承継を無効とする事由はど

のような場合か、③労働者に承継拒否権があるか、の 3 つにまとめられる。  
まず、一審では、争点①については認めたが、争点②については、会社分割無効事由が

認められない限り、労働契約の承継自体の無効を争えないとし、争点③については、承継

拒否権を認める規定がない上、包括承継により一定の保護がなされており、使用者選択の
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自由については、労働者の退職の自由が認められるにとどまるとした。  
次に、二審では、争点①について、労働契約の承継自体の無効を争うのに、会社分割無

効事由は不必要であり、異議のある労働者が個別に争うことができ、争点②について、5 条
協議の態様・内容次第で、労働契約承継の効果を争うことができ、協議を全く行わなかっ

たか、これと同視しうる場合、または協議の態様・内容が規定の趣旨を没却し、著しい不

利益を被ることになる場合に限って、異議のある労働者は争うことができるとした。争点

③については、一部文言を追加して一審の判断を維持した。  
最高裁では、争点①と②について、5 条協議の趣旨は、労働契約の承継の如何が労働者

の地位に重大な変更をもたらし得るものであることから、承継される営業に従事する個々

の労働者との間で協議を行わせ、当該労働者の希望等を踏まえつつ、分割会社に承継の判

断をさせることによって労働者の保護を図ろうとすることにあり、5 条協議が全く行われ
なかったとき、または、5 条協議が行われた場合であっても、その際の分割会社からの説
明や協議の内容が著しく不十分であるため、法が 5 条協議を求めた趣旨に反することが明
らかな場合には、5 条協議義務の違反があったと評価してよく、当該労働者は承継法 3 条
の定める労働契約承継の効力を争うことができると判じている。  
争点③については、上告不受理として判断しておらず、承継を望まない労働者の保護、

すなわち承継拒否権の判断を避け、包括承継がかえって障害になっている現状に踏み込ん

でいない。  
こうして、5 条協議については労働者保護の趣旨であるとし、違反した場合は遡って分

割会社の責任を追及できる規範を示したものと評価できるが、事実上不採算部門の切り捨

てである以上、それを踏まえた協議の厳格かつ本質的な中身が問われるべきであり、労働

者に対する意向や配慮の対応の有無がより精査されるべきである。  
こうした裁判所認定に左右される、労働者にとって不安定な状況下、少なくとも従前の

職場に残る権利としての承継拒否権を認めることもまた、分割時点でより選択肢を広げ、

労働者保護に資する承継法に大きな意義を持たせられるのではないかと考える。また、同

事件が、5 条協議を果たし、正当な手続きの下で行われたと評価されるならば、泥沼分割
の弊害を想定しておらず、まさに労働者保護の在り方が問われる事例といえよう。  
 
(2) EMI ミュージック・ジャパン事件判決 16) 

 会社分割に際して、分割後の労働条件に関して分割会社にいかなる責任があるのか、5 条
協議に基づく説明責任が問われた判例をみていく。  
事案は、Y 社が新設分割により A 社を設立した際、X ら 2 名も転籍承継されたが、その

後まもなく、A 社において全従業員に対する賃金の引下げが実施され、このことについて、
A 社からの賃金の引下げの提案があることが確実であることを説明しなかったことが、労
働契約に基づいて生じた説明義務に違反するものであるとして、X らが Y 社に対して損害
賠償を求めたものである。  
なお、Y 社は、B 社の出資する会社に対して、A 社の株式を売却する旨の株式売却契約

を締結して分割日に実施している。当該契約においては、A 社において、会社分割後でき
るだけ早い段階で、B 社と整合性のとれた雇用条件その他人事体系の導入（賃金の引下げ
を含む）が行われることなどについて、Y 社において、Y 社労働組合及び関係従業員に対
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して説明を行うものとする旨が定められていた。  
判旨では、本件のような事業譲渡目的で会社分割が行われている場合において、事業譲

渡先との間で従業員の労働条件に差があるときは、会社分割後に労働条件の変更のための

交渉は、当然設立会社の労働組合と設立会社との間で行われるものとしつつ、本件では説

明の合意がなされていたことから、説明義務があるとされた。  
こうして、会社分割後に新設会社で行われた労働条件変更に際して、5 条協議に臨むた

めの分割会社の説明責任が問われたところ、説明合意の存在により本件分割会社には説明

義務違反があり、労働者は十分な説明を受けていないとし、慰謝料請求を認めている。 

ただし、判旨では、5 条協議が協議の成立まで義務づけられるものでないこと、こうし
た賃金格差問題は労働者が予測できること等を理由に慰謝料請求額が減額されており、労

働条件の変更を伴う場合の 5 条協議の意義を強めるものとはならなかったといえる。  
 
(3) 阪神バス（勤務配慮・本訴）事件判決 17) 
会社分割に際しての転籍合意において、勤務配慮されていた労働条件が、分割後不利益

変更（打ち切り）された場合の適法性をめぐる判例をみていく。  
 事案は、A 社  から Y 社への会社分割によって、17 年間バス運転手として勤務していた
X が、排便・排尿が困難となる障害を有することを理由に、A 社において提供されていた
勤務配慮につき Y 社において行われなくなったことを不服として、従前通りの勤務配慮が
なされる地位の確認を求めたものである。  
会社分割による自動車運送部門の統合に伴い、A 社の労働者を全員退職させた後、Y 社

に労働条件を維持することで転籍させたわけであるが、Y 社の就業規則等には勤務配慮の
定めはなかった。さらに、A 社と B 組合、Y 社と C 組合の 4 者合意がなされ、勤務配慮
は原則として認めないとされ、しばらく行っていた勤務配慮を Y 社が打ち切った。  
 判旨は、X の訴えを概ね認容し、少なくとも A 社との労働契約では勤務配慮を行うこと
が合意されていたと認め、この労働契約の解約と Y 社との労働契約は、承継法の趣旨を潜
脱して公序違反で無効とした。理由として、承継法では、労働者は希望すれば分割会社と

の間の従前の労働契約をそのまま承継会社に承継されることが保障されているのにもかか

わらず、本件では A 社  との労働契約内容をそのまま承継させる選択肢が、X に示されな
かったことが挙げられている。  
承継法 2 条 1 項所定の通知がなされず、その結果適法な異義申出を行う機会が失われ

た場合は、当該労働者は適法な異義申出を行った場合と同様の効果を主張することができ

るので、A 社との間の労働契約は、そのまま Y 社に承継されるというべきであり、たとえ
勤務配慮がないことを同意していたとしても、この同意に基づく勤務配慮にかかる労働条

件の不利益変更は公序違反で無効であるとした。  
労働組合と使用者との「4 者合意」が、5 条協議の重要性及び必要性を薄れさせ、会社分

割を機に、働き方に配慮が必要な障がい者の排除が窺える恣意的事案ではなかろうか。  
承継法の労働者保護の趣旨を逆手に、例外を打ち出そうとする当事者企業間の合意と、

統合による職場消失の可能性を有する労働者に対する転籍同意について、公序良俗で保護

する結果に異論はなく、本件に特殊性があるとはいえ、「改悪型転籍合意」を利用すること

はできないという、承継法潜脱手法は認められないことを示した判例といえる 18)。  
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Ⅳ．会社分割における 5 条協議の在り方―近時のエイボン事件 19)を素材として 

 

(1) 事実の概要  
序論に示したエイボン事件は、5 条協議違反を理由に、分割会社に対する地位確認が認

められた事案であり、日本アイ・ビー・エム事件最高裁判決の判断基準に基づくものであ

る。泥沼分割における労働者保護の在り方を考察する上で、有意義な事案といえる。  
Y 社は、化粧品類及びその関連製品の製造、加工、輪出入及び売買等を目的とする株式

会社である。Y 社は平成 24 年 7 月 2 日、会社法上の新設分割の方法によって、A 工場に
ついて会社分割を行い、Y 社の l00 パーセント子会社である B 社を設立した。  

X は、平成 24 年当時、Y 社の A 工場の製造ラインで正規社員として勤務していたとこ
ろ、同工場が Y 社から分社化されるに伴って、同年 7 月 2 日までに B 社との雇用契約書
に署名押印し、結果的に当該労働契約が Y 社から B 社へ承継されることになった。  
平成 26 年 1 月 31 日、B 社は、一人株主である Y 社の解散決議により解散した。原告

は、解散決議に先立つ平成 26 年 1 月 20 日に、解散を理由として B 社から解雇された。  
そこで X は、主位的に、上記会社分割に伴う原告の労働契約の承継に関する手続きが、

商法等改正法附則 5 条 1 項に基づく労働契約の承継に関する 5 条協議の趣旨に反するもの
であると主張し、故に X は同承継の効力を争えると主張して、X が Y 社に対して労働契約
上の地位を有することの確認、並びに、同契約に基づく賃金及び賞与の支払い等を求めて

提訴した。  
 また、予備的に、B 社の一人株主であった Y 社（A 工場の工場長）が、退職勧奨された
ことにより加入した労働組合から脱退すれば、結果的に X の雇用を守る旨の会社分割前の
説明に反して、同会社分割の約 1 年半後に新設会社の解散決議をして X を失職させるに至
った旨や、この失職を回避するために必要な措置を講じることを怠った旨等を主張して、

故意又は過失による不法行為に基づき損害賠償請求した。  
 争点のうち、主位的請求に関して、本件会社分割に伴う Y 社の労働契約の承継に関する
手続きが 5 条協議の趣旨に違反しているかどうか、について判旨をみていく。  
 
(2) 判旨  
「株式会社の新設分割において、承継法 3 条によれば分割をする会社との労働契約が分

割によって設立される会社に承継されるものとされている労働者と、当該分割をする会社

との間で、商法等改正法附則 5 条 1 項に基づく労働契約の承継に関する協議（5 条協議）
が全く行われなかった場合、又は、上記協議が行われたものの、その際の当該会社からの

説明や協議の内容が著しく不十分であるため法が上記協議を求めた趣旨に反することが明

らかな場合には、当該労働者は当該承継の効力を争うことができ、分割会社との労働契約

上の地位確認の訴えを提起することができるものと解される（最高裁平成 20 年（受）第
1704 号同 22 年 7 月 12 日第二小法廷判決・民集 64 巻 5 号 1333 頁参照） 20)」。  
そして、5 条協議等において分割会社が説明等すべき内容等については、本件指針（平

成 12 年労働省告示第 127 号「分割会社及び承継会社等が講ずべき当該分割会社が締結し
ている労働契約及び労働協約の承継に関する措置の適切な実施を図るための指針」)が、「承
継される営業に従事する労働者に対し、当該分割後に当該労働者が勤務する会社の概要や
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当該労働者が上記営業に主として従事する労働者に該当するか否かを説明し、その希望を

聴取した上で、当該労働者に係る労働契約の承継の有無や就業形態等につき協議すべき旨

を定めているが、その定めるところは合理性を有するといえるから、本件において 5 条協
議が法の求める趣旨に沿って行われたかどうかを判断するに当たっては、それが本件指針

に沿って行われたものであるか否かも十分に考慮されるべきである」。  
 これを本件についてみると、X に対して、少なくとも、「本件会社分割の目的（OEM 市
場への参入等によるビジネス拡大等）や、それによる労働条件（勤務場所、業務内容及び

賃金の額等）の変更が特段ない旨を大まかに説明していたものといえる」とした。  
 しかしながら、会社分割における労働契約の承継に関して、X からの希望聴取及び個別
協議の有無について、A 工場の工場長を通じての退職勧奨、労働組合加入による冷遇の示
唆、組合脱退による当面の雇用維持の約束といった事実経過では、これらの実施があった

とはいえず、「リストラや、労働組合に加入してリストラに抗うことでもって不利益を被る

蓋然性が高いことを示唆される中」で、労働組合を脱退することと引替えに労働契約の B
社への「承継の選択を迫られた」にすぎず、そのような話合いの内容は、X が労働契約を
B 社に「承継されることに関する希望の聴取とは程遠く、これをもって 5 条協議というに
値するか甚だ疑問である」し、少なくとも、「法が同協議を求めた趣旨に反することが明ら

かである」と判じた。  
 したがって、X は、本件会社分割による Y 社から B 社への労働契約承継の効力を争うこ
とができ、Y 社において労働契約上の権利を有する地位にあるとし、主位的請求とともに
予備的請求が認容された。  
 
(3) 本件の検討  
本件において、会社分割における労働者に対する法的保護手続きである「5 条協議」に

ついて、その趣旨に言及した上で、希望聴取及び個別協議の在り方をめぐって、その実質

を伴っておらず、結論として手続き上の瑕疵とした判断は妥当であろう。ただし、分割会

社たる使用者の恣意的状況、すなわち不当労働行為性の認定が大きく影響しており、仮に

こうした組合脱退と雇用維持との交換条件がなかった場合に、結論が同じになるのかは定

かではない。  
そこで、本件における Y 社の 5 条協議に関する事実経過について、判旨を具体的に確認

したい。すなわち、①5 条協議に係る個別協議の実施が、当初予定されていた時期と同時
期に、Y 社は、A 工場の工場長を通じて、X に対し退職勧奨を行っており、②しかも、同
工場長は、そのような退職勧奨に対抗すべく、労働組合に加入した X に対し、労働組合に
加入したところで、X の雇用が守られることはなく、解決に時間を要するばかりか、かえ
って仕事を割り当てられないというような形で冷遇されるにすぎず、他方で、X 自らの考
えで労働組合を脱退したことにすれば、Y 社からの退職勧奨をなかったものとしてリスト
ラの対象から外すとともに、同工場長が最高責任者として、B 社において X の雇用を守る
旨を約束し、③これを受けて、X は、同日のうちに労働組合を脱退して、B 社に労働契約
が承継されることが決定した旨が X に通知されている。  
以上の経過に鑑みると、本件では、①の X が退職させられる状況下、②の労働組合を活

用した対抗策に対する交換条件による雇用維持の約束から、結果的に③の新設会社に承継
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至ったということになり、②の事実経過がまさに不当労働行為性を帯びた状況にある 21)。 

X は、Y 社から本件会社分割の目的や、それによる労働条件の変更が特段ない旨を大ま
かに説明されてはいたものの、結局のところ、X と工場長との間の個別の話し合いにおい
て、リストラや、労働組合に加入してリストラに抗うことでもって、不利益を被る蓋然性

が高いことを示唆されるなかで、労働組合を脱退することと引替えに労働契約の B 社への
承継選択を迫られたにすぎず、そのような話し合いの内容は、X が労働契約を B 社に承継
されることに関する希望の聴取とは程遠いとの判断は当然である。  
労働者保護のための協議の在り方をめぐって、不当労働行為という、とりわけ保護され

るべき「使用者の恣意的態様」事例として本件を分類し、会社分割による別法人の新設会

社とはいえ、実態は親子会社の構図であり、親会社の恣意性による労働契約承継の個別効

力は、否定されてしかるべきといえる。  
 本件は、日本アイ・ビー・エム事件最高裁判決における判断基準に基づき、その個別効

力を否定した初の判例に位置づけられる 22)。希望聴取及び個別協議の実質的な実施が認め

られず、5 条協議の趣旨にあてはまらないとする判断は、実態に即したものとして評価さ
れよう。  
ただし、Y 社の主張にいう、「会社分割の計画及び会社分割が社員の労働条件に与える影

響の有無や内容等について社員全体への説明会を開催し、個別の質問等がある社員に対し

ては会社の人事担当者や上司に個別に相談をするよう呼びかけ、その上で質問や自己の希

望に関する相談をしてきた社員については個別に面談を行うという手続は、会社分割時の

5 条協議義務履践の方法として実務上極めて一般的かつ広く行われている方法」とした点
について、本判決では、当該手法自体の妥当性を論ずるものではないことが付言され、実

務への影響を避けた感がある。  
こうした使用者の対応は、説明会の回数など形式的な手続きを示す可能性があり、労働

者の意向に即した具体的な提案や、労働者に提示した資料を示した方に説得力があろう。  
検討によって浮き彫りになったのは、不当労働行為性といった使用者の恣意的状況にか

かわらず、会社分割時に誤魔化すことなく、リストラを意図していれば明確な代償措置を

示すなど、どこまでの労働者に配慮できたか、使用者の具体的対応の是非にある。  
 
Ⅴ．結語 

 
 本稿で、企業組織再編のなかで会社分割に着目したのは、労働契約承継法という唯一の

労働者保護法制があることに加え、そこに企業組織再編全般にあてはまる統一的かつ画一

的な労働者保護法制確立の嚆矢として、実効的な法規制となるべく可能性を見出したから

である。加えて、会社法の制定により、会社分割と事業譲渡とが実質的にほとんど変わら

ないものとなったとすれば、なおさら現実味を帯びているといえよう 23)。  
 会社分割において、労働者とすればいうまでもなく、元の職場である分割会社が消滅し

てしまう予定にあれば、新たな会社に承継されることには意義があるであろうが、新たな

会社が消滅することを予定したり、労働条件の著しい悪化が予定したりすれば、必ずしも

承継されることを望まず、分割会社への残留を希望するであろう。  
たとえ正当な手続きに基づく会社分割といえども、実質的な 5 条協議及び 7 条措置は当
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然実現されるべきであり、労働環境の変化を受け入れなければならない労働者の不安に、

できるだけ応える必要があろう。  
他方、不採算部門で必要ない労働者の残留が実現してしまうというならば、相当な代償

措置を払うなり、労働者の意向を確認しながら、例えば再就職をあっせんするなりは企業

の当然の責務と考える。会社分割を利用して、弱い立場の労働者が容易にかつ無下に切り

捨てられる法制度であってはならないし、承継法も実効的に機能しなければならない。  
この点、判例において、5 条協議及び 7 条措置の内容を精査することは重要であり、単

なる協議回数や実質を伴わない形式的な協議であった場合は、会社分割後も労働契約承継

の個別効力を否定し、分割会社に責任を求めることができることは確立されたといえよう。 
そして、分割会社が消滅する可能性を考えると、やはり 5 条協議において会社分割時点

で労働者の意向が尊重されるよう、実質的な法制度を確立することも重要である。併せて、

会社分割後に解雇されることも同様に、想定しておかなければならない。  
結局のところ、5 条協議においては、できるだけ詳細な情報を提供するとともに、労働

者のためにおこなわれる効果的な協議の実現が必要であり、労働者の意向を導き出すため

にも、使用者の責務として、まさに 7 条措置のいう「労働者の理解と協力を得るよう」に
協議を実現しなければならない。  
こうして、使用者都合の場面における会社分割に伴う労働者の処遇においては、労働者

の意向ができるだけ尊重されるべきであり、民法 625 条における労働者の同意の意義を踏
まえ、承継拒否権をはじめ何等かの形で会社分割の手続きに反映されなければならない。  
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おける労働契約承継の個別効力を否定した事例」労経速 2317 号 2 頁（ 2017）参照。  
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  →要旨  

 

経営環境が激変する現状において、企業は企業間競争に勝つための方法を模索し、現在

までに多くの研究者が競争優位性を獲得するための論理を提示してきている。そのような

中で、楠木（2010）によって提起された「ストーリーとしての競争戦略」は、戦略の構成
要素の時間的展開に注目することで企業レベル・事業レベルにおける競争優位をもたらす

ためのストーリーの戦略化の論理について議論展開している。しかし、本稿では別の側面

でのストーリーの戦略化に関する考察を進展させる。つまり、組織成員を戦略の実行に巻

き込んでいくための、組織成員への戦略ストーリーの伝達および共有という側面に焦点を

当てたストーリーとしての戦略化の論理についての考察を行うことを目的とする。  
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Ⅰ．はじめに 

 
 経営環境が激変する現状において、企業は企業間競争に勝つための方法を模索している

し、われわれ研究者もそのための論理を長年にわたって追究し続けている。代表的なもの

を挙げれば、古くは Porter（1980，1985）のポジショニング戦略に始まり、その後 Barney
（1991，2002）や Collis & Montgomery（1998）による資源ベース戦略が隆盛を極め、
さらにはより広い観点から事業システム・レベルの差別化について考究した加護野・井上

（2004）など、現在までに多くの研究者が競争優位性を獲得するための論理を提示してき
ている。  
 このような流れの中で、近年では楠木（2010）が「ストーリーとしての競争戦略」とい
う観点を提起している。これは簡単に言えば、戦略を構成する要素がかみあって、全体と

してゴールに向かって動いていくイメージが動画のように見え、全体の動きと流れが生き

生きと浮かび上がってくるのが「ストーリーがある」戦略ということである。これとは逆

に、一般的な戦略のプレゼンテーションには、「X 事業の V 字回復戦略」とか、「新たなビ
ジネスモデルの創出」というタイトルの下、いろいろな要素が盛り込まれている。例えば、

市場環境やトレンドの動向、ターゲット・マーケット、どんな製品をどんなタイミングで

リリースするか、プライシング、チャネルの選択、組織体制、業績予測といった要素であ

る。ただこれらは、「項目ごとのアクションリスト」に過ぎなく、これら戦略の構成要素が

どのようにつながって、全体としてどのように動き、その結果として何が起こるのかとい

う戦略全体の「動き」「流れ」がわからないのである。いわば、戦略が「静止画」にとどま

っているという状況なのである。このように、無味乾燥な静止画の羅列ではなく、戦略は

「動画」であるべきだという考えがストーリーとしての競争戦略の根幹にある（楠木，2010，
pp.ⅳ～ⅴ）。  
 本稿では、このようなストーリーとしての戦略化に依拠しつつ、さらに別の側面でのス

トーリーの戦略化に関する考察を進展させるものである。すなわち、楠木（ 2010）の議論
では、企業レベル・事業レベルにおける競争優位をもたらすためのストーリーの戦略化の

論理を提起しているが、本稿では組織成員をそのような戦略の実行に巻き込んでいく様に

焦点を当てるものである。楠木（2010）自身も、組織成員への戦略ストーリーの伝達の重
要性について取り上げているが（楠木，2010，pp.494～496）、それが十分に議論されてい
るとは言い難い。つまり、組織成員への戦略ストーリーの伝達および共有といった、組織

の戦略実行に関わる考察が深くなされることで、ストーリーとしての戦略化がより詳細に

明示化されるであろう。  
 そこで本稿では、このようなストーリーとしての戦略化の論理に関して、とりわけ組織

成員への戦略ストーリーの伝達および共有という側面に焦点を当て、考察を進めることを

目的とする。  
 本稿の具体的な流れは、以下の通りである。まず第 2 節では、ストーリーとしての戦略
化に関する二元性として、上記のような楠木（2010）による企業レベル・事業レベルにお
ける競争優位をもたらすためのストーリーの戦略化の論理について概観するとともに、次

に本稿で焦点化する組織成員へのストーリーの伝達および共有といった側面に関わるスト

ーリーの戦略化の基本的考え方について議論する。そして第 3 節では、そのような組織成
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員への伝達と共有化においてストーリーとして物語ることの意義についての検討を進める。

さらに第 4 節では、組織成員間のストーリーの共有化によってもたらされるものについて
の考察を行う。最後に第 5 節では、本稿をまとめ、結論を提示する。  
 
Ⅱ．ストーリーとしての戦略化に関する二元性  

 

 以下では、ストーリーとしての戦略化に関する二元性について検討していく。まずは、

楠木（2010）による「ストーリーとしての競争戦略」の論理について概観する。その後、
とりわけ本稿で焦点化していく、組織成員への伝達・共有のためのストーリーの必要性に

ついての議論を展開する。  
 

(1)「ストーリーとしての競争戦略」の論理  
 楠木（2010）は、「ストーリーとしての競争戦略」の論理を展開するにあたり、まずは
戦略の本質として、「違いをつくって、つなげる」という 2 つの点を重視する。この定義
の前半部分は、競合他社との違いを意味している。競争の中で業界平均水準以上の利益を

あげることができるとしたら、それは競争他社との何らかの「違い」があるからである。

だが、より強調すべきは後半部分であり、つまり「つながり」ということである。つなが

りとは、二つ以上の構成要素の間の因果論理を意味している。因果論理とは、X が Y をも
たらす（可能にする、促進する、強化する）理由を説明するものである。個別の違いをバ

ラバラに打ち出すだけでは戦略にならず、それらがつながり、組み合わさり、相互に作用

する中で長期利益が実現されるのである（楠木，2010，pp.13～14）。  
 すなわち、戦略をストーリーとして語るということは、「個別の要素がなぜ齟齬なく連動

し、全体としてなぜ事業を駆動するのか」を説明するということである。それはまた、「な

ぜその事業が競争の中で他社が達成できない価値を生み出すのか」、「なぜ利益をもたらす

のか」を説明することでもある。個々の打ち手は「静止画」にすぎず、個別の違いが因果

論理で縦横につながったとき、戦略は「動画」になるのである。ストーリーとしての競争

戦略は、動画のレベルで他社との違いをつくろうという戦略思考なのである。言い換えれ

ば、ストーリーとしての競争戦略とは、「勝負を決定的に左右するのは戦略の流れと動きで

ある」という思考様式であるのだ。つまり、個別の要素についての意思決定（たとえば、

ある製品の生産を社内でやるか、それとも外部企業に任せるか）は、基本的に what や who
（whom）や where や when を確定するということであるが、こうした個別の打ち手に対
して、戦略ストーリーが問題にするのは why である。ここで「流れ」といっているのは、
なぜある打ち手がもう 1 つの打ち手につながるのか、ある打ち手がなぜ次の打ち手を可能
にするのか、という因果論理に注目しているからである（楠木，2010，pp.20～22）。  
 それでは、このようなストーリーとしての競争戦略の論理は、既存のビジネスモデルや

ビジネスシステムの論理とどのように違うのであろうか。楠木（ 2010，pp.40～43）によ
れば、ストーリーという視点は、「モデル」や「システム」の戦略論と多くを共有している。

にもかかわらず、ここでストーリーという視点を強調する理由は、ストーリーという視点

の持っているダイナミックな意味合いによる。ビジネスの設計思想としてのビジネスモデ

ルや、その結果生成するビジネスシステムはどちらかというとビジネス全体のかたちに焦
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点を当てていたため、全体の流れや動きを捉えにくいというきらいがある。アーキテクチ

ャにしても、ビジネス全体のレベルに拡張して応用することはできるが、そもそも製品シ

ステムの安定的なあり様に注目した概念である。ストーリーの戦略論とビジネスモデル（シ

ステム）の戦略論との違いは、ビジネスモデルが戦略の構成要素の空間的な配置形態に焦

点を当てているのに対して、戦略ストーリーは打ち手の時間的展開に注目している、とい

う点にある（図表 1）。「ビジネスモデルを図示してください」というと、ビジネスに含ま
れるさまざまなプレイヤーや機能部門の間のカネやモノや情報のやり取りの絵が出てくる

のが普通である。これに対して、戦略ストーリーの絵は「こうすると、こうなる。そうな

れば、これが可能になる…」という時間展開を含んだ因果論理になる。このような、個々

の打ち手が組み合わさり、連動することによって生まれる戦略の流れや動きの側面につい

ては、踏み込んだ議論はあまりなされてこなかったと言える。ビジネスモデルの概念は、

確かに全体の「かたち」を捉えるものだが、構成要素の因果論理が巻き起こす「流れ」や

「動き」の側面を捉えにくく、静止画的な戦略思考になりがちであった。複数の打ち手が

かみ合って連動する相互作用の論理、そこから生まれる「動画」としての側面により直接

的に光を当てる必要があり、ここであえてストーリーという言葉を持ち出すのは、こうし

た戦略のダイナミックな本質を強調したいという意図があるからなのである。  
 それでは、このストーリーとしての競争戦略の考え方について、もう少し踏み込んで事

例を取り上げつつ考えてみる。以下では、楠木（2010，pp.26～27）によるマニー社の事
例について見ていきたい。  
マニーは、手術用の針やナイフに特化した企業である。その分野で世界最高水準の品質

を武器に、長期にわたって高い利益水準を維持している。マニーも 1990 年代後半に東ア
ジアでの海外生産に乗り出した企業の 1 つである。しかし、マニーはステンレス線材の前
処理を海外で行い、微細加工など独自技術が必要な工程はいったん日本国内の工場に戻し、 
 

図表 1 アマゾン社の例によるビジネスモデルと戦略ストーリー  

 

 

 
出所）楠木（2010）、p.42。  
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最終加工と品質検査のためにもう一度海外工場に出すというやり方をしている。立地の選

択にしても、マニーは当時ブームだった中国ではなく、ベトナムを工場立地として選択し

た。しかも、政府がインフラを整え、積極的に誘致していた工業団地の一角ではなく、周

りに工場が一軒もないようなへんぴな場所に工場を建てた。  
 なぜこのような打ち手をとったのか。打ち手をつなぐストーリーに目を向けると、明快

な因果論理が読み取れる。マニーの強みは品質にあるので、独自技術が必要な工程は日本

に集約している。その前後の前処理工程と最終加工、品質検査の工程は労働集約的なので、

海外に出すメリットが大きくなる。品質にとって最も重要なのが最終検査工程である。手

術用針の特定種類だけでも年間に一億本以上生産されるが、ここで人間の目視による全品

品質検査を行うという取り組みがマニーの品質を支えている。この仕事はきわめて労働集

約的になるので、人件費の安いベトナムでの生産は有効である。「ベトナム→日本→ベトナ

ム」という工程の移動は、一見非効率に見える。しかし、製品がきわめて軽くて小さいの

で、納期の短縮のために航空機で輸送してもコストが小さくて済む。重たくてかさばるも

のであれば、こうはいかない。  
ベトナムのへんぴな場所を選択したのにも論理がある。全品品質検査は作業者の熟練が

カギになる。中国の労働市場は流動性が高く、作業者がなかなか定着しないこともあり、

ベトナムの方が適している。それでも、いろいろな会社の工場が集まっている工業団地に

出てしまうと、作業者が他の工場に転職してしまう可能性が高まる。そこでマニーは、周

りに工場が一つもないような場所を長い時間をかけてゼロから切り拓き、その周囲に住む

人々を採用したのである。採用した従業員は徹底的にトレーニングし、スキルを育成する。

従業員は地元で仕事につけるし、周りに他の工場もないので転職するインセンティブを持

たない。必然的に定着率がきわめて高くなり、熟練が形成され、全品品質検査による世界

最高の品質が相対的に低コストで維持できるという成り行きである。マニーの海外生産は、

戦略ストーリーを構成する他の要素と強い因果論理でつながっている。つまり、戦略が筋

の良いストーリーになっているのである（図表 2）。  
 
(2) 組織成員への伝達・共有のためのストーリーの必要性  
 以上のように、楠木（2010）によるストーリーとしての競争戦略の論理は、戦略の構成
要素の時間的展開に注目したものである。つまりそれは、企業レベル・事業レベルにおけ

る競争優位をもたらすための個別の要素についての意思決定の流れ・因果論理を捉えたも

のである。  
しかしながら、楠木自身も指摘しているように、もう一つ重要なものとして、構想した

戦略ストーリーを、組織全体に浸透させる必要性がある。つまり、戦略をストーリーとし

て語り、組織で共有するということは、戦略の実効性を大きく左右するものである。なぜ

なら、組織成員個々人が、自分の仕事がその戦略ストーリーの中でどこを担当しており、

他の人々の仕事とどのようにかみ合って、成果とどのようにつながっているのか、そうし

たストーリー全体についての実感がなければ、戦略の実行にコミットできないからである。

言い換えれば、ストーリーは、戦略の実行に関わる社内の人々を突き動かす最上のエンジ

ンになり、戦略がどこか上のほうで漂っている「お題目」でなく、「自分の問題」になって

くるのである（楠木，2010，pp.47～52）。  
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図表 2 マニー社の戦略ストーリー  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出所）楠木（2010）、pp.26～27 のマニー社の事例を基に筆者作成。  
 
したがって、戦略をつくることと戦略を実行することの重要性はいうまでもないが、そ

れと同等に大切なこととして「戦略を伝える」ということがある。戦略ストーリーの伝達

は、策定と実行をつなげるという重要な役割を担っているし、さらには組織成員がストー

リーを共有しているということが戦略の駆動力になっているのである（楠木，2010，pp.492
～495）。  
 まとめると、構想した戦略ストーリーを、その実行にコミットする組織成員に対してス

トーリーとして伝達し、共有させることの必要性が指摘できるのである。これこそが、ス

トーリーとしての戦略化のもう 1 つの側面なのである。  
 しかしながら、このような組織成員へのストーリーの伝達・共有については、楠木（ 2010）
によってその必要性が提起されてはいるが、それに関する十分な議論がなされているとは

言い難い。それでは、どのような論理展開がなされるべきであろうか。  
 

Ⅲ．組織内伝達・共有におけるストーリーの意義  

 

 以上、戦略の構成要素の時間的展開に注目したストーリーとしての競争戦略、およびそ
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相対的低コストによる世

界最高水準の品質の達成  

 

長期利益  
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の戦略を組織内伝達・共有するために語られるストーリーについて、ストーリーとしての

戦略化に関する二元性という側面から議論・検討してきた。上述の通り、前者に関しては

楠木（2010）による詳細なロジックが展開されているので、以下では後者、つまり組織内
伝達・共有するためにストーリーとして語ることの意義について考察していきたい。  
 Bruner（1990，訳書 p.62）は、ストーリーの特性として時系列性を挙げているが、も
ちろんストーリーにおいては時系列性をもつことが何よりも必須の条件であろう。ただ、

榎本（2011，pp.14～16）によれば、この時系列性と並んで重要なのが有意味性であり、
つまりストーリーの構成要素である個々の出来事は、単に時系列に沿って並べられるので

はなく、ストーリーは意味のある流れをもつものでなければなりないという。なぜなら、

われわれが意味を探求するときには、現実そのもののもつ意味を汲み取ろうとしているの

ではないからである。すなわち、現実そのものにあらかじめ意味があるわけではなく、意

味というのは客観的現実に対してわれわれが主観的に与えるものなのである。このような

意味の探求において、われわれは自分を取り巻く現実をどのように意味づけることができ

るかを自分自身に問いかけているのである。そして、そこで求められているのが、現実の

経験の諸相を一定の意味づけのもとにまとめ上げるストーリーの力なのである 1)。  
 このようなストーリーを語ることの主要な機能として、榎本（ 2008，p.117）は、明確
化機能、社会化機能、統合化機能、動機づけ機能、カタルシス機能、伝達機能という 6 つ
（図表 3）を挙げている 2)。ここで特に注目したいのが、2 つ目の社会化機能である。つま
り、ストーリーを伝達し、他者と共有するという側面である。ここでの議論において、ス

トーリーとしての戦略化をより捉えるためには、戦略をストーリーとして語り、組織的に

共有されることに焦点化する必要があり、それによって戦略の実効性が大きく左右される

こととなるのである。このような組織的共有については、当然のごとく組織成員間のコミ

ュニケーションを通じてなされるわけであるが、Hersted & Gergen（2013，訳書 pp.1～2） 
 

図表 3 ストーリーを語ることのもつ主要な機能  

 

明確化機能  解釈以前の感情や衝動に対して、言葉によって形を与えることで、自ら

の経験を明確にしていく機能  
社会化機能  属する文化の他の成員から承認してもらえるような語り方を用いるこ

とで、自らの経験を他者にとっても理解可能なものにしていく機能  
統合化機能  個々の経験の間に因果の連鎖をつくるなどして経験を体系化し、一貫し

た意味の流れの下に自己の諸体験を統合的に理解することを促す機能  
動機づけ機能  先立つ出来事や後に続くと予想される出来事に照らして意味があると

思われる行動へと動機づける機能  
カタルシス機能  胸の奥にため込んできた経験を語ることにより、それと結びついた情動

を発散させる機能  
伝達機能  知識や考え・感情などさまざまな情報を伝達する機能  

 
出所）榎本（2008）、p.117 を基に作成。  
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は、近年ではコミュニケーションを「お互いに意味を作るプロセス」であり「継続的な調

整のプロセス」として捉えるようになっているとしている。そこでは、「言葉」というのは、

「一つの頭」から「別の頭」へと送られる「意味」が入った「容器」なわけではなく、む

しろ「進行中の互いのやりとり」の中で「意味」を「取得する」といったように、意味は

話し手と聞き手の相互作用の結果であると考えられているのである 3)。  
 このことについてストーリーを語ることの観点と絡めて言えば、個々人が経験的出来事

を語り合うことによって、物事に対する意味づけや、あるいはコンテクストを共有したり、

つくり出したりしているのである。そして、組織成員が自分の経験を「語り直していく（リ

ストーリー）」ことによって相互作用し、意味やコンテクストが集合的に形づくられていく

のである（高間，2008，pp.182～183）。すなわち、ストーリーを語り直していくことによ
って、個々人は過去の出来事を再構成し、そこから新しい意味を生成していくのである（や

まだ，2000，p.2）。また、このことに関して、高間（2008，pp.178～182）は、「自他非
分離」という用語を使って、組織メンバーが語り合うことでのコンテクストの共有や集合

的な意味づけの重要性を議論している。ここでいう「自他非分離」とは、自分と他の人々

が、まるで 1 つになったようなつながりを感じられる状態のことであり、つまり参加メン
バーが上下関係や役割の壁を超え、 1 つになれる状態をつくることである。  
さらに、コンテクストを共有したり、つくり出すということに対して、上野（ 1999，pp.63

～71）は、状況論的な観点から、コンテクストはあらかじめそこに存在するものだったり、
誰かに与えられたりするものではなく、活動に関与する当事者たちの行為や発話を通じて

即興的に、また局所的に理解可能になり、あるいは行為や発話を通じて組織化されるもの

であるということを議論している。すなわちこのことは、語りや行為を通じてしか人はコ

ンテクストを理解できないし、さらにはつくり出せないということを意味している。上野

（1999，p.70）は、このことを、「doing としてのコンテクスト」として定式化している。
彼によれば、コンテクストは、環境の中にあるものでも、また「頭の中」にあるものでも

なく、むしろ、「doing context together」、あるいは、ともに織りなす（ coweave）活動と
いうようないい方で表現することがふさわしいものである。  
 以上、まとめると、組織内伝達・共有のためにストーリーとして語ることの意義は、組

織成員間で物事に対する意味をつくり出せること、およびコンテクストを共有できるとい

ったことなのである。  
 
Ⅳ．ストーリー共有によって組織成員間にもたらされるもの  

 

それでは、このような組織成員間によるストーリー共有によってもたらされるものにつ

いて、以下では、人々の間のつながりや社会的な信頼関係の構築といった側面から考察し

てみたい。  
 まずは、「ストーリー」そのものへの注目について考えてみると、人間がストーリー形式

で思考することの重要性については、近年では様々な論者により議論されている。たとえ

ば、中原・長岡（2009，pp.52～54）は、Bruner（2002）を参照しつつ、人間の思考様式
や認知作用には、「論理・実証モード（ Paradigmatic Mode）」と「ストーリーモード
（Narrative Mode）」という 2 つのモードがあることを提示している。まず 1 つ目の、「論
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理・実証モード」とは、別名「科学的モード」・「合理的モード」であり、「ある物事が正し

いのか、間違っているのか」を問い、厳密な分析を通して、物事の真偽を明らかにしよう

とするものである。それに対して、2 つ目の「ストーリーモード」とは、「ある出来事と出
来事の間に、どのような意味のつながりがあるか」を注視する思考の形式である。すなわ

ち、人間がどのような意図をもち、どのような行為を行い、何を経験し、どんな帰結にい

たったのか、そうした出来事の間のつながりや意味を感じ取る思考形式である。したがっ

て、このストーリーモードでは、論理・実証モードによって一般化され、文脈に依存しな

い思考が見落としてしまうものを、捉えることができるのである。  
また、この考え方と同じように、Norman（1993，訳書 p.177）は、ストーリーには、

形式的な解決手段が置き去りにしてしまう要素を的確に捉えてくれる素晴らしい能力があ

るということを論じている。論理は、一般化をしようとし、それは結論を特定の文脈から

切り離したり、主観的な感情に左右されないようにしようとする。それに対して、ストー

リーは、文脈を捉え、感情を捉えることができるのである。つまり、論理は一般化し、ス

トーリーは特殊化する。論理を使えば、文脈に依存しない凡庸な結論を導き出すことがで

きるが、ストーリーを使えば、個人的な視点で、その結論が関係者に対してどのようなイ

ンパクトを与えるかを理解できるのである。  
これらのことについて、やまだ（ 2000，p.23）の言を借りてまとめれば、ストーリー形

式を用いてやり取りするということは、論理的知ではなく、むしろ感性的知に関わってい

るものなのである。すなわち、ストーリーによるコミュニケーションとは論理による知識

の伝達ではないのであり、むしろ人を感動させたり、人の気持ちを揺り動かしたりする知

のあり方に、ストーリー形式は適しているのである。つまり、人間は、ストーリー形式を

用いてやり取りすると、論理形式を用いるよりも人は意味を感じ取ったり、また感情的な

思考・行動を起こしやすいといえるのである（図表 4）。  
したがって、これらのことから考えると、本稿で展開している組織成員間でのストーリ

ーの共有というのは、文脈を理解し、意味を感じ取るということと同時に、それら人々の

間の感情的な側面にも影響を及ぼしているものとして考えられる。このような感情面への

影響は、人々の間での自分と他者とのつながりを感じる上で重要なものとなるだろう。  
 

図表 4 論理形式とストーリー形式の特徴  

 
 論理形式の特徴  ストーリー形式の特徴  

思考様式  厳密な分析を通じ、物事の真偽を明

確化  
ある出来事と出来事の間の意味のつ

ながりを注視  
物事の捉え方  物事を「一般化」（結論を特定の文

脈から切り離す）  
物事を「特殊化」（文脈を捉え、感情

を捉える）  
知のあり方  「論理的知」（論理による知識の伝

達）  
「感性的知」（人を感動させたり、人

の気持ちを揺り動かす）  

 
出所）星（2010）、p.27。  
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 この人々の間のつながりということに関して、Atkinson（1995，訳書 p.12）は、スト
ーリーを語るということは、周りにいる人々との関係で、自分自身の経験を肯定しその正

当性を認める行為であるということを述べている。そして、他者とストーリーを共有する

ことによって、他者との共通性を知り、理解し、他者とのつながりを感じることができる

と指摘している。さらに、このように他者とストーリーを共有することによって、自分の

果たすべき役割や規範の範囲について認識するようになると、 1 つの共同体であるという
意識を持つということを論じている。つまり、他者とストーリーを共有するということは、

他者との心理的な共同体をつくるということに貢献すると言えるのである。  
また、組織成員間の協力的な関係の構築といった観点から、Denning（2007，p.208）

や Laloux（2014，訳書 p.266）は、組織成員が進んで協力し合うには、人々の間で最低限
のレベルの信頼性を確立することが必要であるとしている。そしてそこにおいては、自分

自身を打ち明ける（たとえば、現在自分がどんな逆境に立ち向かっているか、など）こと

で、語り手がどんな人間であるのかを聞き手側が理解していくために、人々が面と向かい

合ってストーリーを取り交わすことが重要であるということを指摘している。すなわち、

人々が語り合うことを通じて、自分をさらけ出したときに、他者からの興味を引くことが

でき、それによって信頼性が築かれるのである。したがって、組織成員間でのストーリー

の伝達・共有は、人々の信頼的な関係を築くことにつながっているのである。  
以上のことからまとめると、組織成員同士によるストーリーの伝達・共有によって、他

者とのつながりや一体感、さらには社会的信頼関係を確立することができると言えるので

ある。  
 しかし、このような組織成員間でのつながりや社会的信頼的関係を築き上げるというこ

とには、ある種のマイナスの側面が存在することも指摘しておかなければならない。  
例えば、西本（2007）は、組織成員の間で意見を持ち寄り、集合的な意味づけをしてい

く組織化活動そのものには、異常性を引き起こす可能性が内在するという、「理念型として

の異常組織モデル」に関する議論を展開している。この議論の中では、組織メンバーの間

で集合的な意味づけが行われるといった閉じた関係性の中において、その関係者内でのみ

通用する特異な真／偽、もしくは善／悪といった判断基準や価値観が形成されてしまうと

いう点が指摘されているのである。自分たちのコミュニケーションを、外部集団から人為

的に隔離し、内部でのみコミュニケーションを行なうときには、他の判断基準や価値観と

の比較検証がなされないために、外部とはまったく異質な価値観が派生可能になってしま

うのである。そうなると、外的コミュニケーションを遮断された組織メンバーは、多少の

違和感を覚えつつも、集団内の価値体系に全面的に依拠し、そして判断を下さざるをえな

くなるのである。  
このようなロジックについて、西本（2007）は三菱自動車のケースを用いながら例証し

ているが、これは、清宮（2009）による以下のような組織不祥事の社会的現実がつくり出
されるといったものと同じ考え方である。清宮（2009）は、組織不祥事に関する問題につ
いて、その原因を個人の性格や能力の問題と考えるのではなく、ビジネスと組織における

言語活動の産物と見ること、あるいはその原因を単純に組織文化の問題に起因させるので

はなく、組織文化を形成する言語活動に注目することを提起している。すなわち、組織の

不祥事という現実が社会的につくり上げられるプロセスを、言語活動（つまり、本稿との
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議論と関連させていえば、ストーリーの伝達・共有によってもたらされるもの）という視

点で考察することの必要性を論じているのである。この観点に立てば、組織の不祥事とは、

決して特別な社会現象でなく、日常的な現象であり、したがってそれらは普段表面化して

いないだけの日常的な人間関係と、そのコミュニケーション上の問題と考えることができ

るのである。すなわち、ここでの議論展開と関連させていえば、組織成員間の相互的なス

トーリーの伝達・共有によって、組織の不祥事が創出されるという可能性を示唆している

ものである。例えていうなら、「自分はあの時上司にいわれたからあんな際どいことをして

しまった」、「同僚がこんなことをしたけどまったくバレなかったそうだ」、「職場の人間関

係を崩したくないから仕方なくこんなことをしてしまった」、等々のストーリーを非公式的

にでも組織成員の間で語り合い、そして共有していくことによって、ダイナミックな意味

形成が発生し、その結果として不祥事につながるような組織の社会的現実がつくり上げら

れていくといったものである（星， 2010，p.24）。  
つまり、組織成員間のストーリーの共有を通じた集合的な意味づけによってそれが創出

されるということである。清宮（2009）は、そのような悪しき社会的現実から抜け出す方
法として、組織内で流布している語りを書き換える必要があるということを指摘している。

つまり、本稿での議論と関連させて考えれば、組織成員はストーリーの伝達・共有によっ

て集合的に意味をつくり出しているのであり、またさらには、それが人々の間のつながり

や信頼的な関係を構築してしまっていることにより、悪しき社会的現実でもそのまま維持

されてしまう可能性が大いにあるのである。したがって、このような悪しき社会的現実か

ら抜け出すためには、今までとは異なるストーリーの伝達・共有を通じて、新たな意味を

集合的につくり出す必要があり、またそれによって人々の間の関係性をも再構築しなけれ

ばならないのである。  
 

Ⅴ．おわりに 

 

 以上、本稿で考察してきたように、ストーリーの戦略化をより詳細に捉えるためには、

企業組織の事業展開に関わる戦略の構成要素の時間的展開に関わるストーリーに注目する

とともに、その戦略を組織内に伝達・共有するために組織成員の間で語られるストーリー

にも注目する必要があるのである。  
このような組織成員間のストーリーの伝達・共有について、さらに進展させた考察を進

めるためには、個別具体的な組織活動の「実践」、あるいは「実践のコミュニティ

（ community of practice）」（e.g.，青木，2005；Hughes et al.，2007；Lave & Wenger，
1991；Roberts，2006；Saint-Onge & Wallace，2003；Wenger et al.，2002）といった、
いわば組織の局所的な側面に目を向け注目する必要があるだろう。なぜなら、個々の実践

コミュニティによって、そこで語られるストーリーや意味づけが変わってくるはずだから

である。また、本稿では、組織内伝達・共有におけるストーリーの意義、およびストーリ

ーの共有によって組織成員間にもたらされるものについて詳しく議論展開してきたが、あ

くまでもその論理を探究するにとどまり、企業事例を取り上げて検討したものではない。

これらの問題については、今後の検討課題としたい。  
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脚注 

1)  榎本（ 2011，pp.12～ 13）は自己物語という観点から、このような意味づけのプロセスにおいては、自身の持っ

ている物語的文脈に大きく依存していると述べている。つまり、われわれはそれぞれに自分の物語を生きてい

て、数え切れないほどの過去経験を背負って生きているが、自分の人生を振り返るときやそれを人に語るとき

に想起されるのは、自身が今抱えている物語的文脈と矛盾しない意味をもつ出来事や経験に限定されるのであ

る。また、われわれは日々新たな経験を重ねていくが、個々の出来事はすでに抱えている物語的文脈の枠組み

に沿って意味づけられ、自分史の中に書き加えられていく。その際、われわれは日々の経験をその都度自分史

に取り込んでいくが、相互に無関係で個々バラバラなままに自分史の中に羅列していくわけではない。日々の

経験は、自分なりに納得のいく文脈をもった自分史の流れの中に溶け込むような形で取り込まれていくのであ

る。  

2 )  これに関連して、自己と語りの関係について、野村（ 2008，p.182）は次のように捉えている。自己と語りの間

には、語りが自己の産物であるだけではなく、自己が語りの産物であると仮定した、双方向的な関係が提起さ

れる。研究上、前者の立場からは、語りは自己の心の内実を明らかにする様態測定のための素材として位置づ

けられる。一方、後者の立場からは、語りは自己を構成する機能の源泉として位置づけられる。  

3 )  別の側面から言えば、言葉（表象）はモノ・コトを類型化し、それに意味を与えて秩序化をはかる機能を果たし

ている（涌田， 2016， p.4）。  
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  論文                                

 

中国語の四字熟語を活用した日本語教育の試み 
 

下平 芳久 

(愛知産業大学経営学部講師) 

 

The Method of Teaching Japanese  
Utilizing Chinese Four-Character Idioms 

 
Yoshihisa SHIMODAIRA 

 
  →要旨  
中国語話者のみを学習者とする日本語教育においては、中国語の四字熟語を活用した演

習が可能である。具体例の一つとして、教師が日本語文を提示して、学習者がそれに該当

する中国語の四字熟語を選択肢から選ぶ演習を挙げたい。しかし、四字熟語の取り上げ方

には注意を要する。本稿はこの点について考察を試みた。  

 
 
 
  →キーワード  

 

・四字熟語  

・成語 

・中国語話者  

・日本語教育  

 

 

 

Ⅰ．はじめに 

 中国語話者のみを学習者とする日本語教育においては、学習者の言語たる中国語を何らか

の形で活かした演習が可能である。もちろん、教師が日中両言語によほど精通していない限り、

日本語から中国語へ、或いはその逆への翻訳・通訳といった演習は実現できない。つまり、教師

にどの程度の中国語能力が備わっているかによって、演習の中身は変わってくる。 

 その点、中国語の四字熟語を活用した演習は、教師の中国語能力を問わない性質を持って

いる。中国語の四字熟語は少ない漢字で構成されたイディオムであり、日本語の漢字を解する

限り、字体の問題を別にすれば、ある程度の意味は推測できる。書店に並ぶ中日辞典の種類は

豊富で、それらを紐解けば、適切な日本語訳が容易に見つけられる。演習方法さえ工夫すれば、
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中国語を発音する事態を避けられる。中国語の文法知識も特に必要ではない。具体例の一つ

として、教師が日本語文を提示して、学習者がそれに該当する中国語の四字熟語を選択肢

から選ぶ演習を挙げたい。長らく中国語話者のみを学習者とする日本語教育に携わった経験

から言って、この演習は集団授業を大いに盛り上げる効果を持っている。機会さえあれば、多く

の日本語教師に中国語の四字熟語を活用した演習を試してほしいと願っている。 

 しかし、中日辞書に載っているものを恣意的に取り上げればいいというものではない。四字熟語

の取り上げ方には注意を要する。この点について考察したい。なお、以下の記述において

は、特に断りのない限り、四字熟語と言えば中国語のもののみを指す。漢字の字体につい

ては、中国本土の簡体字でも香港・台湾の繁体字でもなく、日本式の字体を採用する。た

だし、同じ漢字が続いた時は、日本語の踊り字を用いない。四字熟語の日本語訳の訳文は、

基本的に「中日辞典」 (小学館 1992 年初版発行)、「国語辞典」(旺文社 1960 年初版発行)

に依拠するが、適宜、ほかの資料をもとに手を加える。  

 

Ⅱ．四字熟語の選定と分類 

 中国は漢字文化の本家のため、中国語には数えきれないほど多くの四字熟語があり、現

在もなお新しく創造され続けている。それらの中には、誰でも知っていて日常会話でもよ

く使うものもあれば、ほとんどの中国語話者にとって馴染みのないものもある。四字熟語

を選定する場合はこの点に考慮する必要があり、あくまでも日本語教育に資するための四

字熟語なので、後者に属さない四字熟語を選定するのが望ましい。高度情報社会の只中に

ある現在では、この作業は決して困難ではない。中国語話者の知人・友人に力を借りると

いう方法もある。  

 もう一点気にすべき点は、四字熟語は日本語の諺・慣用句に相当するものと、それ以外

のものとに大別できることである。前者は中国語で「成語」と称されるもののうち四文字

のものを指す。後者は、例えば「科学文明」「社会主義」などを指す。本稿では前者のみを

取り扱うものとする。以下、日本語との対比という観点から次の１４種類に分類する。左

には四字熟語、右には日本語の意味を書き、日本語による解説には＊の記号を付ける。  

 

１．日本語と同形同義の四字熟語 

 日本語と比較した時、同形同義の四字熟語。完全に同形同義であるかどうかの判断は容

易ではない。無視してもかまわないほどの違いであれば同形同義とみなす。また、厳密に

言えば１に分類され得るものの「国語辞典」(旺文社 1960 年初版発行)に載っていないもの

は、後述する９から１３に分類する。その具体例は以下のとおりである。  

 

 大器晩成  

 弱肉強食  

 四面楚歌  

 

２．日本語と同形同義の四字熟語 ― 文字数が異なるもの 

 日本語と比較した時、漢字については同形同義の四字熟語だが、全体の文字数が異なる

もの。正確に述べると、日本語では五文字以上で表すものを指す。無視してもかまわない



91

 
ほどの違いであれば同形同義とみなす。また、厳密に言えば２に分類され得るものの「国

語辞典」(旺文社 1960 年初版発行)に載っていないものは、後述する９から１３に分類する。

その具体例は以下のとおりである。  

 

 良薬苦口 …良薬は口に苦し  

 愚公移山 …愚公山を移す  

有備無患 …備えあれば患(憂)いなし 

 

３．日本語と異形同義の四字熟語  ― 漢字の順序が異なるもの  

 日本語と比較した時、異形同義の四字熟語。なかでも漢字の順序が異なるもの。無視し

てもかまわないほどの意味の違いであれば異形同義とみなす。その具体例は以下のとおり

である。 

 

 不屈不撓 …不撓不屈 

 多才多芸 …多芸多才 

 因果報応 …因果応報 

 

４．日本語と異形同義の四字熟語 ― 漢字の一部が異なるもの   

 日本語と比較した時、異形同義の四字熟語。なかでも漢字の一部が異なるもの。一部と

は一文字または二文字異なるという意味である。無視してもかまわないほどの意味の違い

であれば異形同義とみなす。その具体例は以下のとおりである。  

 

 随機応変 …臨機応変 

月下老人 …月下氷人  

日新月異 …日進月歩  

 

５．日本語と異形同義の四字熟語 ― ほぼ全部の漢字が異なるもの   

 日本語と比較した時、異形同義の四字熟語。なかでもほぼ全部の漢字が異なるもの。ほ

ぼ全部とは三文字または四文字異なるという意味である。無視してもかまわないほどの意

味の違いであれば異形同義とみなす。その具体例は以下のとおりである。  

 

 良莠不斉 …玉石混淆 

傍観者清 …岡目八目  

自食其果 …自業自得  

 

６．日本語と異形同義の四字熟語 ― 文字数が異なるもの   

 日本語と比較した時、異形同義の四字熟語だが、全体の文字数が異なるもの。正確に述

べると、日本語では二文字で表すものを指す。無視してもかまわないほどの意味の違いで

あれば異形同義とみなす。その具体例は以下のとおりである。  
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 東山再起 …再起  

画蛇添足 …蛇足 

杞人憂天 …杞憂 

 

７．日本語と同形異義の四字熟語 

 日本語と比較した時、同形異義の四字熟語。漢字が同じでも無視できないほどの意味の

違いがあれば同形異義とみなす。その具体例は以下のとおりである。  

 

 朝三暮四 …考えや方針が定まらない  ＊日本語の意味は「目先の違いにこだわって、

結果が同じになることに気が付かない、言葉巧みに人を騙す」。 

小心翼翼 …慎重で注意深い  ＊日本語の意味は「びくびくしている」。 

一刀両断 …断固として古い関係を断ち切る  ＊日本語の意味は「すみやかに決断し鮮

やかに処理する」。 

 

８．日本語と半同形異義の四字熟語 

 日本語と比較した時、半同形異義の四字熟語。漢字の一部が異なり、無視できないほど

の意味の違いがあれば半同形異義とみなす。その具体例は以下のとおりである。  

 

 完璧帰趙 …借りた物をそっくりそのまま返す  ＊日本語の「完璧」の意味は「何の欠

点もない」。 

突飛猛進 …飛躍的に進歩する ＊日本語の「猪突猛進」の意味は「脇目もふらずに一

直線に邁進する」。 

塞翁失馬 …不運なことがあっても幸運に転じ得る  ＊日本語の「塞翁が馬」の意味は

「人間の運命は波乱続きである」。 

 

９．日本語の諺・慣用句とかなり異なる四字熟語 

 日本語にもその意味に相当する諺・慣用句があるが、かなり異なる四字熟語。その具体

例は以下のとおりである。  

 

 積少成多 …塵も積もれば山となる  

 杯水車薪 …焼け石に水  

 人山人海 …黒山の人だかり  

 

１０．日本語の諺・慣用句と全く異なる四字熟語  

 日本語にもその意味に相当する諺・慣用句があるが、全く異なる四字熟語。その具体例

は以下のとおりである。  

 

 樹大招風 …出る杭は打たれる  

班門弄斧 …釈迦に説法 

白手起家 …裸一貫から身を起こす  
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１１．日本語の単語・連語とかなり異なる四字熟語 

 日本語にもその意味に相当する単語・連語があるが、かなり異なる四字熟語。その具体

例は以下のとおりである。  

 

 一見鐘情 …一目惚れ 

 捷足先登 …早い者勝ち  

 出類抜萃 …ずば抜けている  

 
１２．日本語の単語・連語と全く異なる四字熟語 

 日本語にもその意味に相当する単語・連語があるが、全く異なる四字熟語。その具体例

は以下のとおりである。  

 

 東張西望 …きょろきょろする  

豈有此理 …もってのほか  

易如反掌 …朝飯前  

 

１３．日本語には相当する諺・慣用句及び単語・連語が欠けている四字熟語  

 日本語にはその意味に相当する諺・慣用句及び単語・連語が欠けている四字熟語。その

具体例は以下のとおりである。  

 

 委曲求全 …不満を我慢してまで人に合わせようとする  

弄巧成拙 …上手にやろうとしてかえってしくじる  

借花献仏 …他人からもらった物で義理を果たす  

 

１４．複数の種類にまたがるもの  

 上の１３種類の複数に跨るとみなし得るもの。  

 

温故知新 …＊「温故知新」は１、「故きを温ねて新しきを知る」は２に分類する。 

八面玲瓏 …＊「八面玲瓏」は７、「八方美人」は５に分類する。 

青天霹靂 …＊「青天の霹靂」は２、「寝耳に水」は１０に分類する。 

 

Ⅲ．四字熟語の実際の選定例 

 教師が日本語文を提示して、学習者がそれに該当する中国語の四字熟語を選択肢から選

ぶ演習を行う上では、上の９から１３に分類される四字熟語を主に選ぶのがふさわしいと

思われる。日本語の諺・慣用句及び単語・連語との比較対照の勉強にもなって、興味深い

演習になるからである。もちろん、１から８及び１４に分類される四字熟語も軽視できな

い。それらを凝視すると、日本語と中国語との間にある深いつながりが容易に看取できる

からである。また、そのことを承知の上で、１３に分類される四字熟語のみから敢えて選

べば、短文形式の読解演習の一種となる。  
 このような立場に立った上で、合計２５問から成る演習問題の例を提示し、作問例とす
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る。演習問題は２例、提示した。「演習問題Ⅰ」については、解答として取り上げた四字熟

語はすべて既出のものから選んだ。９から１３に分類される四字熟語から主に選びつつも、

１から１４までを網羅した。一方、「演習問題Ⅱ」については、解答として取り上げた四字

熟語はすべて新出のものとした。１３に分類される四字熟語のみから選んだ。  
 
１．演習問題Ⅰ  
 
次の「(1)」～「(25)」の各文に相当する中国語の四字熟語を  
下の「ア」～「ノ」からそれぞれ一つ選びなさい。  
 
(1) そんな道理があるはずがない。「もってのほか」。  

(2) もとの地位に復帰する。 

(3) あまりの突然のことにびっくりする。「寝耳に水」。  

(4) 大人物は普通の人よりも遅れて一流になる。  

(5) 困難に屈したりくじけたりしない。  

(6) わずかなものでも積もり重なれば大きくなる。「塵も積もれば山となる」。  

(7) いいものとよくないものとが混ざっている。「玉石混淆」。 

(8) 何の苦労も感じないほど極めて簡単である。「朝飯前」。  

(9) 人が大勢群がり集まっている。「黒山の人だかり」。 

(10) 身のためになる忠告は聞きづらい。  

(11) 不満を我慢してまで人に合わせようとする。  

(12) 目立つ人は周囲の人から邪魔される。「出る杭は打たれる」。 

(13) 他人からもらった物で義理を果たす。  

(14) 少しばかりの援助や努力では全く効果がない。「焼け石に水」。  

(15) 借りた物をそっくりそのまま返す。  

(16) 他人と比べて極めて優れている。「ずば抜けている」。  

(17) 誰からもよく思われるように振る舞う人。「八方美人」。  

(18) そのことをよく知っている人に教える。「釈迦に説法」。  

(19) 他人より先に行動した者が有利になる取り決め。「早い者勝ち」。  

(20) 上手にやろうとしてかえってしくじる。  

(21) 考えや方針が定まらない。  

(22) 一目見た瞬間にその人に夢中になってしまう。「一目惚れ」。  

(23) 落ち着きなく辺りを見回す。「きょろきょろする」。  

(24) その時その場に応じて適切な手段をとる。  

(25) 財産を全く持っていない状態から事業を始める。「裸一貫から身を起こす」。  

 

 ア 委曲求全  イ 朝三暮四  ウ 不屈不撓  エ 出類抜萃   オ 易如反掌  

カ 良莠不斉  キ 班門弄斧   ク 東山再起   ケ 白手起家  コ 借花献仏  

サ 完璧帰趙   シ 一見鐘情   ス 良薬苦口   セ 弄巧成拙  ソ 豈有此理  

タ 杯水車薪   チ 人山人海   ツ 大器晩成   テ 随機応変  ト 捷足先登  
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ナ 青天霹靂   ニ 東張西望   ヌ 樹大招風   ネ 八面玲瓏  ノ 積少成多  

 

※正答 

(1)‐ソ (2)‐ク (3)‐ナ (4)‐ツ (5)‐ウ (6)‐ノ (7)‐カ (8)‐オ 

(9)‐チ (10)‐ス (11)‐ア (12)‐ヌ (13)‐コ (14)‐タ  (15)‐サ (16)‐エ 

(17)‐ネ (18)‐キ (19)‐ト (20)‐セ (21)‐イ (22)‐シ (23)‐ニ (24)‐テ 

(25)‐ケ  

 

２．演習問題Ⅱ 

 
次の「(1)」～「(25)」の各文に相当する中国語の四字熟語を  
下の「ア」～「ノ」からそれぞれ一つ選びなさい。  
 
(1) 失敗を繰り返さないように対策を立てる。 

(2) ものごとの真相が明らかになる。 

(3) 文章を書く力が昔に比べて衰える。 

(4) 周りへの影響を考えて思い切った改善策が採れない。  

(5) 敵か味方がどちらかが滅ぶまで戦おうと誓いを立てる。 

(6) 情況を考えないで古いやり方にこだわる。  

(7) 一度危険な目に遭ったのをきっかけにとても臆病になる。  

(8) 口先では好感を持っていると言いながら本心はそうではない。   

(9) うわさが至る所に広まって大きな話題となる。  

(10) 現在の地位から離れることなくほかの仕事を探す。  

(11) ひどい暴力に耐えかねて無実の罪を認めてしまう。  

(12) 着手したとたんにうまくいく。  

(13) 自分の国の歴史なのに知識が豊富ではない。  

(14) 相手の立場に立って自分の心を見つめ反省する。  

(15) 重要な地位にあるために一つ一つの行動が全体に影響を及ぼす。 

(16) 最も大切なことを短い言葉でしっかりと言い表す。  

(17) 後から来た者が先の者を追い越してしまう。  

(18) 現実はどうしようもないので空想で自分を慰める。  

(19) 自らが実践して他人に手本を示す。  

(20) 目先の利益に目がくらんで将来のことまで考えられない。  

(21) いざという時に備えて逃げ道がたくさん用意してある。  

(22) どうしても手に入れたいと強く願う。 

(23) あおりたてて一層望ましくない状況にする。  

(24) まったく休むことなく前進を続ける。 

(25) 主な問題のほかに別の問題が生じてしまう。 

 

 ア 騎馬找馬  イ 旗開得勝  ウ 夢寐以求  エ 一針見血   オ 満城風雨 
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カ 将心比心   キ 刻舟求剣   ク 馬不停蹄   ケ 水落石出  コ 望梅止渇  

サ 江郎才尽   シ 以身作則   ス 亡羊補牢   セ 狡兎三窟  ソ 葉公好龍  

タ 屈打成招   チ 後来居上   ツ 数典忘祖   テ 推波助瀾  ト 驚弓之鳥 

ナ 殺鶏取卵   ニ 節外生枝   ヌ 誓不両立   ネ 挙足軽重  ノ 投鼠忌器  

 

※正答 

(1)‐ス (2)‐ケ (3)‐サ (4)‐ノ (5)‐ヌ (6)‐キ (7)‐ト (8)‐ソ 

(9)‐オ (10)‐ア (11)‐タ (12)‐イ (13)‐ツ (14)‐カ  (15)‐ネ (16)‐エ 

(17)‐チ (18)‐コ (19)‐シ (20)‐ナ (21)‐セ (22)‐ウ (23)‐テ (24)‐ク 

(25)‐ニ  

 

Ⅳ．作問及び教授上の留意点 

 作問例を一見してわかるように、この形式の演習は日本語中級以上向けである。手心を

一切加えていないので、上級者でないと歯が立たないものもある。それゆえ、作問にあた

っては、漢字からの当て推量がなるべくできないように工夫する必要がある。それでも、

例えばⅠ(6)では「積」、Ⅱ(5)では「誓」という漢字が使われているため、当て推量によっ

て正解を探し当てることができないでもない。したがって、学習者のレベルや学習態度に

応じて、これらの漢字をひらがなにすることも一策であろう。  

 次に、日本語に相当する諺・慣用句及び単語・連語があるものについては、例えばⅠ(8)

の「朝飯前」、Ⅰ(25)の「裸一貫から身を起こす」などのように、括弧つきで紹介するのが

望ましい。これは、日本語の語彙力を高める一助となるであろう。また、Ⅰ(7)は「一石二

鳥」のほかに「一挙両得」という日本語もあり、これはⅠ(4)の「大器晩成」と同様に、日

本語と同形同義の四字熟語でもある。この点にも注意しておく必要がある。 

 そのついでに言うなら、「大器晩成」やⅠ(10)の「良薬苦口」については同形同義の四字

熟語であること、Ⅰ(5)の「不屈不撓」やⅠ(24)の「随機応変」については、異形同義の四

字熟語であることを答え合わせの時間に明確にする努力が求められる。もちろん、日本語

の「大器晩成」なら「たいきばんせい」、日本語の「不撓不屈」なら「ふとうふくつ」とい

う読み方もぜひ紹介するべきである。これらに限らず、教授の際は、日本語と中国語とを

積極的に比較する態度が求められる。例えばⅠ(17)の「八面玲瓏」は日本語と同形異義の

四字熟語であること、ただし日本語の「八面玲瓏」は知っている日本語話者が決して多く

はない言葉であること、「八面玲瓏」と反対に「八方美人」という言葉なら日本語話者の間

で広く知られていることを説明するといい。  
 演習問題Ⅱで取り上げた四字熟語については、学習者の反応がよかったものだけでもい

いので、相当する日本語文を暗記させるぐらいの熱意があってもいいのではないかと思う。

また、１３に分類される四字熟語と思っていたら、実は９から１２に分類される四字熟語

だったということもあり得るので、選定にあたっては十分に気を配る必要がある。  

 最後に、学習者が日本語の文を漢字のふりがなぬきですらすら音読できるように、教授

の際は心がけるべきである。意味がわかればそれでおしまいという癖を身につけてしまう

と、学習者は漢字の読み方をなかなか覚えないからである。  
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Ⅴ．おわりに 

 筆者はかつて本学留学生別科の授業において、この形式の演習に取り組んだことがある。

言うまでもなく、中国語話者のみを学習者とするクラスが存在したからこそ成り立ったものであ

る(四字熟語はすべて簡体字で表記した )。その実体験からすると、学習者から非常に好意的に

受け止められたし、筆者自身としても効果的な学習ができたと自負している。解答の選択肢が母

語で書かれているため、正解すれば学習者が該当する日本語の文を正しく理解しており、不正

解ならばその逆であることがはっきりするからである。また、普段使い慣れた表現の日本語訳の実

例を見たことも、学習者にとっては有意義だったと思われる。この形式の演習を始めたきっかけが、

日本語上級者から「頭の中に四字熟語が浮かぶのだけど、日本語でどう言ったらいいかわから

ない。」という言葉を聞いたことだったので、当然と言えば当然ではあるが。  

 ただ、先述したように、ほとんどの人にとって馴染みのない四字熟語を選択肢の中に入れてしま

ったことがあり、その時は教室のあちこちから不満めいた声が聞こえてきた。自らの力で作問する

場合はこの点に十分気をつける必要があることを思い知らされた。 

 繰り返しになるが、機会さえあれば、多くの日本語教師に中国語の四字熟語を活用した演習

を試みてほしいと願っている。もちろん、その方法は、本稿で提示したものに限定されるわけでは

ない。 
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  研究論文                                
 

中国の広告における呼称と人称代名詞の特徴 
 

 

王 平 

(愛知産業大学講師) 

 

 

Features of Forms of Address and Personal 
Pronouns for Advertisements in China 

 
Ping WANG 

 
  →要旨   
 

 中国の広告用の語句では、人々に商品やサービスの存在や効用を訴えるため、また公共

広告で環境、福祉、道徳、青少年問題など様々な公共問題への理解と問題解決を狙って、

呼称、人称代名詞を使用する頻度が多い。広告主は広告内で受け手に対する適切な呼び方

を使うことによって、親密さを表し、受け手との間の距離感を縮め、より良いコミュニケ

ーションを取ろうとする狙いがある。本研究は中国の広告表現に親族呼称や人称代名詞を

使用した代表的な例を挙げて検討していく。  
 
  →キーワード  

 

・親族呼称 

・人称代名詞  

・広告の効果  

・公共広告  
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Ⅰ．はじめに 

 

中国語の広告のキャッチフレーズは、人々に商品やサービスの存在や効用を表現するた

め、また消費者との親近感や親密さを表し、受け手との距離感を縮め、より良いコミュニ

ケーションをとるため、豊富な中国語の語彙の中から、親族呼称と人称代名詞を使う傾向

がある。本研究は中国の広告表現に親族呼称や社会的呼称、人称代名詞が使用されている

代表的な例を挙げて検討していく。  

 

Ⅱ．適切な親族呼称の使用 

 

１. 傍系親族呼称・直系親族呼称の使い分け  

 中国語においては、呼称は膨大な体系を持っている。まず、親族呼称は親族関係を表す

呼び方である。親族関係は、直系親族と傍系親族という二種類に大きく分けることができ

る。直系親族関係を表す呼称は直系親族呼称と言い、傍系親族関係を表す呼称は傍系親族

呼称と言われる。広告には普通、直系親族呼称が主として用いられる。以下、代表的な例

を挙げて検討していく。  

①中华汽车，永远向爸爸的肩膀看齐。中華自動車は永遠にお父さんの肩を模範とする。（中

華自動車）  

②妈妈说这种糖的味道最好？ママは、このキャンディの味が一番おいしいって？（武漢児

童食品会社） 

③表示对父亲的敬意，送给父亲一份好礼。お父さんへの尊敬の意を示すなら、プレゼント

で示そう。（父の日のイベント会場広告）  

④威力洗衣机，献给母亲的爱。お母さんの愛に捧げる、この威力洗濯機。（威力洗濯機）  

⑤父母是孩子最好的老师。親は子供の一番の先生。（公共広告) 

⑥乌江搾菜，我爷爷的爷爷都说好。僕のおじいちゃんのおじいちゃんさんも言ってた、 “烏

江搾菜”がおいしいって。（烏江搾菜）  

⑦不要对刚刚从我们这里走出来的姑娘使眼色，她可能是你的奶奶。この美容院を出てきた

ばかりの女の子に目配せをしないでね、あなたのおばあちゃんかもしれないから。（ある美

容院の広告）  

⑧立白洗衣粉，我老婆让我带来的，洗衣不伤手。 女房に頼まれ買ってきた、洗濯で手が荒

れない“立白粉洗剤”。（立白粉洗剤） 

⑨停止战争，为了孩子！子供のために、停戦しよう。（公共広告）  

⑩老公，烟戒不了，洗肺吧。あなた、どうしてもタバコをやめられないなら、せめてこれ

飲んで肺をきれいにして。（清華清茶）  

⑪妈妈，我长大了我也要娶你。ママ、大人になったら ママをお嫁さんにするよ。(ある化

粧品の広告) 

⑫每天送你一个新太太。日々新しい奥様をあなたに。（夫人美容口服液）  

⑬望子成龙，小霸王学习机。勉強のできる子になりますように  (小覇王の電子学習機) 

⑭妈妈我要哇哈哈果奶。ママ、“ワハハのフルーツ牛乳”がほしい。（ワハハのフルーツ牛
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乳広告）  

⑮给我最爱的宝宝。大事な私の赤ちゃんにあげる。（ネスレの全脂粉乳広告） 

⑯学琴的孩子不会坏。ピアノを習う子は悪い子になるはずがない。（台湾 YAMAHA ピアノ） 

⑰静心送给妈妈，需要理由吗？ 落ち着きをママにプレゼントするのに、理由なんている

の？（イライラ不眠症解消の“静心口服液”）  

⑱看，妈妈没有蛀牙。ほら、ママには虫歯がないわよ。（佳潔士歯磨き粉） 

⑲ 为了你和家人的健康，请不要吸烟。あなた自身とご家族のため、タバコ吸わないで。（公

共広告）  

⑳亲爱的，你还会有更多成就，可他们你的父母还能等你多久？あなた、まだもっと成功で

きる可能性があるけれども、あなたのご両親はあとどのぐらいあなたを待ってられるの？

（公共広告）  

㉑还老人一个纯净的梦，给孩子一片蔚蓝的天。お年寄りに純粋な夢を、子供たちに青い空

を。（公共広告）  

上述の広告はいずれも“パパ、ママ”などの親族呼称を適宜使用している。使用方法は

二つあり、一つは相手のいない所で使う親族呼称（背称）、もう一つは相手のいる所で面と

向かって話す時に使う親族呼称（面称）である。     

 

２．適正な社会的呼称の使用  

相手との社会的関係やそれぞれ異なる社会的役割をふまえた上で決まるのは呼び方は社

会的呼称である。社会的呼称には職業名呼称、（技術職の）職階名呼称、役職名呼称、汎称

呼称などがあげられる。広告では、広告主は汎称呼称を多く使用する。  

（１）職業名呼称 

  人々の携わっている職業を表す呼称は職業名呼称と言われる。広告主は特定の製品或い

はサービスの性質にふさわしい職業名を選択することができる。以下、代表的な例を挙げ

て検討していく。  

①它们在厨师手中显得如此轻巧。シェフの手の中でこのように軽くて精巧な調理道具。（全

美アルミ製品連合会）  

②和医生，护士一样，不要把病菌带回家。医師や看護師のように、病原菌を家に持ち帰ら

ないで（洗剤広告）  

③没有老师，你就都不懂这句话。先生がいなければ、この言葉の意味はわからない。（公共

広告）  

④请司机注意，本城一无医生，二无医院，三无药品。ドライバーの皆さん、この町には医

者も病院も薬品もありません。（交通公共広告） 

 上述の広告のキャッチフレーズはいずれも異なる広告内容に基づいて適切に職業名呼称

を使用している。広告に選択された職業名呼称を慎重に分析することによって、広告内容

をより深く理解することができる。  

（２）（技術職の）職階名呼称 

職階名呼称は一部の人しか持たない職業上の肩書である。広告にはあまり使われない。

以下、代表的な例を挙げて検討していく。  
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①你想不想成为工学博士或工程师！工学博士かエンジニアになりたいと思いませんか。 

（エジソン科学発明展示会）  

 この広告用語は“エンジニア”という職業上の肩書を用いてこの広告に興味がある受け手

を引き付けようとしている。この使用法は適切であり、強い関心を引き付ける。  

（３）役職名呼称 

職場で一部の責任者が担当している職務についての呼び方である。広告ではこのような

呼称を使うことは稀である。以下、代表的な例を挙げて検討していく。  

①总统用的是派克。大統領が使っているのはパーカー（アメリカパーカーペン）  

この広告のキャッチフレーズは大統領という至高の職務を活かして、この製品のステー

タスを上げるとともに、広告の受け手に大統領と同じ購入・選択をするように勧めている。

こうすることにより宣伝効果が期待できる。 

（４）汎称呼称 

汎称呼称は確定ではない対象を指し示して呼ぶケースが多い。淑女の皆様、紳士の皆様、

お坊ちゃん、お嬢ちゃん、足下（あなた、古代用語）、閣下など。汎称呼称は確定ではない

対象を指し示して呼ぶので、広告の受け手も往々にして確定ではないグループになる。従

って、広告主は汎称呼称をしばしば使用する。以下、代表的な例を挙げて検討していく。  

①雅芳比女人更了解女人 。雅芳は女性よりもっと女性のことを知っている（雅芳化粧品メ

ーカー）  

②先生们，一切平安）皆様方が平穏無事でありますように。(オーチス・エレベータ) 

③孩子，妈妈能给你的真不多。わが子よ、ママがあなたに与えられるものは本当に少ない。

（太陽神内服液）  

④瞧，小朋友，这东西美极了。ほら、子供たち、これとてもきれいだろう！（あるオート

ミールの広告）  

⑤办公室的年轻人，你的时髦装扮应朝哪个方向走？オフィスの若者よ、あなたのファッシ

ョンセンスはどの方向へ向かっていくべき？（フランススーツの制服）  

⑥不但小伙子喜爱嘉陵，就连姑娘们也都在追求嘉陵。男の子だけでなく、女の子も乗りた

いと思う“嘉陵車”（嘉陵オートバイ）  

⑦姑娘再也不会对你皱眉头了。もう、女の子から眉をひそめられることはなくなるよ。 

（グリーンリーフチューインガム）  

⑧叔叔，花儿会疼的。おじさん、花も痛いのよ。（公共広告）  

⑨讲好普通话，朋友偏天下。標準語を習得すれば、世界につながる輪を広げる。（公共広告）  

⑩阁下驾驶汽车，时速不超过 30 里，可以欣赏本市的美丽景色，超过 60 里，请到法庭做客，

超过 80 里，欢迎光顾本市设备最先进的医院，超过 100 里，祝您安息吧。車を運転されるど

なた様も： 時速 30 マイル未満では  町の美しい風景を楽しむことができ、時速 60 マイル

を超えるとで 裁判所に呼ばれ、時速 80 マイルを超えるとこの町の最新設備の病院送りと

なり、時速 100 マイルを超えると永遠の眠りに就くことになる。（交通公共広告）  

上述の広告用語はみな汎称呼称を使用し、広告の受け手もみな不確定性を持っている。

広告主が使用する汎称呼称、特にその中の敬称は受け手に対する礼儀であり、双方の距離

感を少なくすることができる。  
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Ⅲ．広告のキャッチフレーズの人称代名詞の特徴  

 

１．一人称代名詞の活用 

（１）社会から注目されている有名人を通して、広汎な消費者と結びつくように、彼（彼

女）の特定の商品或いはサービスに対する擬似体験を共有表現するために、一人称代名詞

の“我（わたし）”がよく使われる。以下、代表的な例を挙げて検討していく。  

①时间因我存在。 時間は私のために存在している。（罗西尼表ロッシーニ時計メーカー）  

②一次不买你的错，二次不买我的错。 一回目に買わなかったのはあなたのミス、ニ回目に

買ってもらえなかったのは私の責任。（果物販売会社） 

③神州行我看行！ “神州行”、私はいいと思う(葛優が推薦する“神州行”という移動電話

カード) 

④果冻我要喜之郎  フルーツゼリーなら“喜之郎”がいいわ。（郭晶晶代言の“喜之郎”）  

⑤觉得好吃就买呗，大家都要给我面子哦！よいと思ったら買ってください、みんな私の顔

を立ててください。（李宇春代言のキャンディ）  

（２）ある製品を擬人化（人格化）して主体とし、製品自身の特徴を叙述する場合、よく

一人称代名詞の“我（わたし）”を使う。以下、代表的な例を挙げて検討していく。  

①秀我本色，个性的共鸣反应。抜きん出た我がスタイル   皆との共管が私の個性。（奇瑞

QQ 自動車広告）  

②薯我鮮，薯我落，薯我脆。 新鮮でスパイシー。パリパリの CAPICO ポテト。（CAPICO ポ

テトシリーズ）  

③有我在，你完全。俺がいるから、君は万全。（明大金庫）  

④谁让我心动。 誰が私の心を動かすのか（ＦＭ 365 ウェブサイト） 

⑤百度一下，就知道。ちょっと百度（Baidu）すれば、すぐわかるよ。（百度 Baidu） 

⑥倾听自我。 自分自身に耳を傾けてみよう。（ERICSSON 移動電話） 

⑦放我的真心在你的手心。私の真心をあなたの掌に。（美加浄ハンドクリーム）  

⑧我的圣诞杯比星巴克好看。スターバックスより、私のクリスマスカップのほうが格好良

い。（costa） 

⑨满街都是我，我的名字叫轻奢。町中が私、私の名前は“プチ贅沢”。（Michaelkors） 

⑩我的名字叫内裤边。私の名前はカルバンクライン。 （カルバンクライン）  

また、中国の公共広告に、環境、福祉、道徳、青少年問題など様々な公共問題への理解

と問題解決を狙って行われる広告も人称代名詞の“我（わたし）”がよく使われる。以下、

代表的な例を挙げて検討していく。  

⑪爱我，追我，千万别吻我。私を愛して、私を追いかけて、でも決して私にキスしないで。

（交通安全の呼びかけ公共広告）  

⑫滴滴情深自来水，请你拭去我的泪。一滴一滴の水道水に思いを寄せて、私の涙を拭きと

ってね。（水を大切に使うようにとの呼びかけ公共広告） 

⑬举手投足间，别忘了我饥饿的大嘴。あなたの一挙手一投足の瞬間、私のお腹を空かせた
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大きな口をお忘れなく。（生ごみを捨てることのマナー呼びかけ公共広告） 

⑭知道我在等你吗？ 私があなたを待っていることをご存知でしょうか。（ゴミ箱公共広告）  

⑮不要让我无故流泪（水龙头）我饿了,喂喂我吧?私（水道の蛇口を無駄に泣かせないで、

お腹を空いた私に何か食べさせて（ゴミ箱の的公共広告）  

⑯我的胃口特别大，果皮纸屑全吞下。私は大食いで、生ごみ全部食べちゃいます。( 

ゴミ箱の的公共広告) 

⑰1886 年我来到这个世上，起初只是一瓶不知名的糖浆。 1886 年、私はこの世に誕生し、

最初はただ一本の名もない甘い水。（コカ・コーラ）  

⑱能出现在每个人手上，是我曾经最大的梦想。 すべての人の手に届けるのが、私の最大

の夢でした。（コカ・コーラ）  

⑲我用了 127 年拼搏，渗透地球各个角落。 私は 127 年の努力で、いま地球のあらゆると

ころに浸透している。（コカ・コーラ）  

⑳这个夏天我来到你身旁愿将快乐与你一同分享。 この夏、私はあなたのそばで、あなた

とハッピーを共に分かち合いたい。（コカ・コーラ）  

㉑运动是人类最伟大的发明，我们的结缘始于棒球明星。 スポーツは人類最大の発明で、

私たちは野球スターとの出会いからすべてが始まった。（コカ・コーラ）  

㉒有一天我希望战争只发生在运动场。 いつの日か戦いはスポーツの世界だけで起こるこ

とを願っている。（コカ・コーラ）  

㉓因为有我，生活才更加精彩。私がいてこそ、生活はさらに素晴らしい。（中国国家地理雑

誌） 

㉔让我们来充分掌握能多快好省的运输货物的拖车头吧。私たちにしっかりとエコなスピー

ドでトレーラーを運転させましょう。（五十铃自動車）  

（３）商品の生産メーカー或いはサービスの提供者を主体として、製品、サービスに対す

る認知を促進させるため、しばしば一人称代名詞の“我（わたし）”を使う。以下、代表的

な例を挙げて検討していく。  

①我们想的比你更多。あなた以上にわれわれは多くのことを考える。（神州電器）  

②未来并不遥远，我们用心。近未来をわれわれは頑張って創造しよう。（中国移動通信）  

③日々年々。進歩を続けるわれらが“レノボ”（レノボ）  

④当太阳升起的时候，我们的爱天长地久。太陽が昇る時、私たちの愛は永遠に不滅（太阳

神栄養ドリンク） 

⑤佳能，我们看得见你想表达什么。キャノンはね、あなたが何を表現しようとするのか私

たちにはちゃんとわかっています。（佳能公司キャノンカメラ）  

⑥我们卖广告，顺便卖歌手。コマーシャルを売り込みながら、合わせて歌手を売り込む。

（The voice of China） 

⑦我们的名字叫基本款。私たちの名前はベーシック。（GAP） 

⑧私たちはひたすら良きデザインをめざします。（H＆M） 

ある特定の一般消費者或いは消費グループを主体にして、ある製品或いはサービスに対

する態度、意見を語る場合、よく一人称代名詞の“我（わたし）”或いは“（我们）私たち”

を使い、“（我们）私たち”の方がより頻繁に使用される。以下、代表的な例を挙げて検討
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していく。  

①  我们一直在努力。私たちはずっと努力し続けている。（爱多電気製品メーカー） 

②  我们为你想的更多。私たちはあなたのためにより多く考えています。(格力空调) 

③  无论何时何地，我们与你同在。いつでも、どこでもあなたと一緒。（中国移动） 

④  由我天地宽。私がいると世界が広がる。（中国网通） 

⑤  每年,每一天我们都在进步。毎年、毎日私たちは進歩し続ける。（レノボ） 

⑥  有新闻的地点就有我们。ニュースがあるところはわれらあり。（北京青年新聞）  

⑦  让我们一起过好日子。私たちと一緒にいい日々を過ごそう。（鲁中晨新聞紙）  

⑧当太阳升起的时候，我们的爱天长地久。太陽が昇る時、私たちの愛は永遠に不滅。（太阳

神栄養ドリンク） 

⑨当你看到我们的时候，我和我们的新闻在纸上；当你看不到我们的时候，我和我们的新闻

在路上。 あなたが私たちを見つける時は、私たちのニュースは新聞の紙面上です、あなた

が私たちを見られない時、私たちのニュースはあなたに届けに行く途中。（ 南方周末新聞） 

⑩让我们用汗水换来洁净。我々の汗で環境の良い生活を。（公共広告） 

⑪我们爱心的一小部分却是他们生命的全部。私たちのちょっとしたことで、彼らの命のす

べてにつながる。（公共広告）  

⑫让我们做得更好！私たちにもっとベストを尽くさせて。（飞利浦） 

 

２．二人称代名詞の活用  

期待される宣伝効果を得るために、広告主は二人称代名詞の“你 (您)（あなた）”を常用

する。この方法は伝達された瞬間から密接な雰囲気を高め、送り手と受け手との距離感を

縮め、ある種の良好で調和のとれた対話コンテクスト（環境）が構築できる。アメリカの

エール大学は広告のテキストに現れた最もマーケティング力のある単語についてアンケー

トを採った結果、最初に挙げられたのは“ you(你)”であった。“你 (您)（あなた）”を広告

用語として使えば、想像力が不足しがちなセリフを活発な対話に変え、広告にふれた消費

者に一種の“現場体験感”を与えることができる。それによって、格別に選ばれた感じを

受けた消費者は製品を購入し、或いはサービスを受け入れることを促される。広告のキャ

ッチフレーズによく使われる二人称としては“你（あなた）”よりも、敬称の“您（あなた

の敬称）”を多く使用し、複数を表す“你们（あなた達）”を使うことは少ない。以下、代

表的な例を挙げて検討していく。  

①  你的香烟，我的石油，注定我们不能相爱——吸烟者禁入。あなたのたばこ、私の石油、私

たち絶対お互いに愛せない。吸烟者禁入入室禁止。（禁煙公共広告）  

②  您身边的银行，可信赖的银行。あなたの近くの銀行、それは信頼できる银行。（中国工
商银行） 

②事事因你而精彩。すべてあなたがいてこそ素晴らしい。（ネスレ） 

③胃，你好吗？胃、お元気ですか？（斯达舒） 

④麦当劳都是为了你。マクドナルドはすべてあなたのために。（マクドナルド）  

⑤爱的就是你 ,娃哈哈。愛してるいのは君だけだよ。（ワハハ） 

⑥你能比你更快。あなたはあなた自身を越える速さになる。（ナイキ運動靴）  
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⑦你的健康是我的牵挂。あなたの健康は私の一番心配事。（人民保健新聞） 

⑧当您打第一个喷嚏时，请使用康泰克。あなた最初のくしゃみから、康泰克をご使用くだ

さい。（康泰克薬）  

⑨你的希望，我的可能。あなたの希望、私の可能性。 (某企業広告) 

⑩佳丽洗尽您一路征尘。佳丽はあなたの旅の苦労を洗い流す。（某洗衣粉広告) 

⑪如果你的汽车会游泳的话，请照直开。あなたの車が泳げるなら、まっすぐ運転して。（道

路運送交通安全広告）  

⑫永远要让驾驶执照比你自己先到期。あなたの運転免許証の期限が永遠にあなたより先に

期限切れになりますように。（自動車展示会の広告）  

⑬你想为社会做点贡献吗？你愿为他人献点爱心吗？请参加无偿献血！社会に貢献したい

の？他人に愛情を捧げたいの？無料献血への参加をよろしく。（献血公共広告）  
⑭和您一起看世界。あなたと一緒に世界を見渡す。（ワールド時報雑誌）  

⑮你今天喝了没有？君、今日も飲んだかね？（乐百氏ロバスト飲料） 

⑯向你提供高度的科学技术，让你更享受人生。高度な科学技術を提供し、一層あなたを楽

しませる（PDA 携帯電話）  

⑰五糧液是你的人生选五糧液はあなたの人生の選択。（五糧液）  

⑱超过你的满足才是我们真正想做的服务。 

あなたの満足感こそが私たちのサービスの本意。（テレビの Skyworth、創維グループ）  

⑲跟你一起发展的银行。あなたと共に発展する銀行  （張家港農村商業銀行）  

⑳超乎你想像的高度，低于期望的价格。あなたの願いよりも高く、あなたが予測する価格

よりも低く。（チーター）  

㉑不怕你跟着我，就怕你跟丢了。ついてきてもいいけれど、見失ってしまうかも、追い付

けるかな。（VOLVO 車） 

㉒让你随心而动。あなたの思いのままに運転できる。（べヴァリー車）  

㉓科技为你所用，豪华为你所享。あなたを楽しませる高級車、あなたに活用される科学技

術。（東風シトロエン） 

㉔事事因你而精彩。きみのおかげで、すべてがスムースに。（ネスレのコーヒー）  

㉕泡的就是你统一。お湯を注げば、あなた“統一”インスタントラーメンだ。 

（“来一客”インスタントラーメン）  

㉖世界在你的眼中。あなたの眼に映える世界がある。（SINA ネットワーク）  

㉗你不会有第二次机会给人留下第一印象。人は二度と他人に初対面の印象は与えない。  

㉘为了你和家人的健康，请不要吸烟。あなた自身とご家族のため、タバコ吸わないで。  

㉙你的香烟，我的石油，注定我们不能相爱——吸烟者禁入。あなたのたばこ、私の石油、私

たち絶対お互いに愛せない。吸烟者禁入入室禁止。（公共広告）  

㉚停止战争，为了孩子！子供のため、戦争を停めよう。（公共広告） 

㉛你想为社会做点贡献吗？你愿为他人献点爱心吗？请参加无偿献血！あなたは社会のため

に貢献したいなら、あなたの他人に自分の愛情を捧げたいなら、献血のご参加をよろしく。

（公共広告）  

㉜亲爱的，你还会有更多成就，可他们你的父母还能等你多久？あなた、もっと成功できる
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可能性があるが、しかし、あなたのご両親はとのどれぐらいあなたを待っていられる？（公

共広告）  

 

３．三人称代名詞の活用  

第三者であるナレータは広告で客観的な立場に立って消費者にある製品をセールスし、

或いは、あるサービスを紹介する場合、いつも三人称代名詞の“他 (她、它)（彼、彼女、

それ）”或いは“他们(她们、它们)（彼ら、彼女ら、それら）”を使用する。三人称代名詞

は素朴感を生み出すが、向かい合って交流する親密感が欠如するので、広告のキャッチフ

レーズに使用されることは少ない。以下、代表的な例を挙げて検討していく。  

①让天下没有难做的生意：让让诚信的商人富起来：他们在网上做成了生意，你呢？世の中

できない商売がない。信用ができる商人富を手にいれよう。彼らはネットで商売を始めた

が、あなたは？（アリババ）  

②即使你把它车扯得七零八落，它依然是美人。たとえ車のすべてのパーツをバラバラにし

ても、美しいことに変わりはない。（BMW 自動車）  

③她工作，您休息。 “彼女”は働き、あなたは一休み（凱歌全自動洗濯機）  

④喝汇仁肾宝，他好我也好。汇仁肾宝。汇仁肾宝を飲むと、彼も私も元気。 

⑤如你不参加，广告明星将是他。あなたが参加しなければ、広告のスターは彼  （CCTVAD

キャノン）  

 

Ⅳ．終わりに 

 

以上の例から見て、対人関係における呼称は、特に中国語親族呼称は、親族関係以外の

人にも一般的に使用し、知らない人にも親族名称をかなりの割合で使う。それを使うこと

によって、話し手にとっても、聞き手にとっても、身内という親しい感情を抱かせる。広

告の基本はコミュニケーションである。広告は常に生活する人々の願望や欲求と共に存在

し，その時代のトレンドと共に姿を変える。人々の視線がグローバルになり，価値観が多

様化しているこの時代に広告を研究する場合，単に消費者や広告を眺める視聴者としてだ

けでなく，生活者としての実態を深く学ぶ事が必要である。  

中国の広告言語、伝達しようとする情報に有力な顕彰と強調を与えるため、今後、常用

される強調表現のための程度副詞（例えば、更、最）及び範囲副詞（例えば、都、就）の

特徴に関する研究を進めていきたいと考えている。  
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  研究論文                                

 

誤振込み等と窃盗罪 
 

 

 
横瀬 浩司 

（愛知産業大学短期大学教授） 

 

Wrong Bank Transfer and Theft 

Koji YOKOSE 
 

 
 
  →要旨  

 

 近年、振り込め詐欺におけるいわゆる「出し子」（銀行 ATM から金銭を引き出す役目の
者）の刑事処罰が問題となっている。判例上、自己名義の預金口座が詐欺等の犯罪行為に

利用されていることを知りながら、その事実を秘して預金の払戻しを受ける行為について、

窓口を経由した場合に詐欺罪が、ATM を利用した場合には窃盗罪の成立が認められること
が確立しつつある。本稿では、この成立の理論的根拠について、学説・判例の分析を通じ

て、考察・検討した。  
 
 

 
 
 
  →キーワード  

 

・振り込め詐欺  

・「出し子」の刑事処罰 

・詐欺罪、窃盗罪の成否 
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Ⅰ．はじめに 

 
平成 28 年の詐欺罪の認知件数は、40,990 件であり、前年比 4.0%増で平成 24 年以降増

加傾向にある。振り込め詐欺等の特殊詐欺 1)の認知件数は、14,154 件（前年比 2.4％増）
であり、被害総額は、約 389 億円（前年比 17.3％減）であった 2)。近年、このような振り

込め詐欺の実行犯とは別のいわゆる「出し子」（銀行 ATM から金銭を引き出す役目の者）
の刑事処罰が問題となっている。判例上、自己名義の預金口座が詐欺等の犯罪行為に利用

されていることを知りながら、その事実を秘して預金の払戻しを受ける行為について、窓

口を経由した場合に詐欺罪が、ATM を利用した場合には窃盗罪の成立が認められるかが問
題となった。本稿では、この問題点をどのような理論的根拠により認められるかについて、

学説・判例の分析を通じて、考察・検討したい。  
 
 
Ⅱ．問題の所在  
 
自己名義の預金口座が詐欺等の犯罪行為に利用されていることを知りながら、その事実

を秘して預金の払戻しを受ける行為が刑法上、問題となった事案は以下のようである。  
被告人は、氏名不詳者らから話を持ちかけられ、共謀のうえ、被告人が代表者となって

いる株式会社 A名義の普通預金口座に詐欺等の犯罪行為により現金が振り込まれているの
に乗じて、その現金を取得しようと考え、平成 24 年 3 月 13 日に、B 銀行において行員に
払戻請求書と預金通帳を提出して払戻請求をする方法により現金 200 万円を、同月 14 日
に、C 銀行で同様の方法により現金 700 万円をだまし取り、さらに同月 13 日に、C 銀行
で現金自動預払機に A社名義のキャッシュカードを挿入して現金 99万 9000円を引き出し
窃取したとして、詐欺罪と窃盗罪で起訴された。  
長野地裁松本支部平成 25 年 2 月 21 日判決は、被告人は、A 社名義の預金口座が何らか

の犯罪行為に利用されていた可能性が非常に高いことを認識していたとして、窃盗および

詐欺の故意ならびに氏名不詳者らとの共謀を認定し、同罪の成立を認め被告人を懲役 3 年
に処した。  
弁護人は、事実誤認および量刑不当を控訴したが、東京高裁平成 25 年 9 月 4 日判決（判

例時報 2218 号 134 頁）は、控訴棄却し、職権で以下のような判断をした。  
「A 社名義の預金口座への振込金が詐欺等の被害者によって振り込まれたものであって

も、A 社は、銀行に対し、普通預金契約に基づき振込金額相当の普通預金債権を取得する
ことになると解され（最高裁判所平成 8 年 4 月 26 日第 2 小法廷判決・民集 50 巻 5 号 1267
頁参照）、被告人は A 社の代表者であることに鑑み、原判決が、被告人がした本件の各預
金引出し行為は、正当な権限に基づかないものであって欺もう行為に当たり、被告人が現

金自動預払機から預金を引き出した行為は窃盗罪に該当するとしている点について……」

職権で判断する。  
「証拠によれば、本件各銀行は、預金債権を有する口座名義人から、その預金債権の行

使として自己名義の通帳やキャッシュカードを用いて預金の払戻し請求がされた場合、い

かなるときでも直ちに支払いに応じているわけではなく、それぞれの普通預金規定におい
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て、預金が法令や公序良俗に反する行為に利用され、又はそのおそれがあると認められる

場合には、銀行側において、その預金取引を停止し、又はその預金口座を解約することが

できるものと定めており……、今回のように預金口座が詐欺等の犯罪行為に利用されてい

ると認めたときは、この規定に基づき、当該預金口座の取引停止又は解約の措置をとるこ

とができることとしている。そして、犯罪利用預金口座等に係る資金による被害回復分配

金の支払等に関する法律（以下、『救済法』という。）においては、『金融機関は、当該金融

機関の預金口座等について、捜査機関等から当該預金口座等の不正な利用に関する情報の

提供があることその他の事情を勘案して犯罪利用預金口座等である疑いがあると認めると

きは、当該預金口座等に係る取引の停止等の措置を適切に講ずるものとする。』とされてお

り（救済法 3 条 1 項。なお、その結果凍結された口座等に係る預金等債権は、その消滅手
続を経た上で被害者に対する救済の原資に充てられる。）、本件各銀行においても、警察か

らの上記情報提供によって、当該預金口座が詐欺等の犯罪に利用されているものであるこ

とが分かれば、救済法に基づき、当該預金口座を凍結して払戻しには応じないこととして

いることが認められる。  
このように、銀行が犯罪利用預金口座等である疑いがある預金口座について口座凍結等

の措置をとることは、普通預金規定に基づく取扱いであるとともに、救済法の期待すると

ころでもあることから、銀行としても、救済法の趣旨に反するとの非難を受けないために

も、また、振り込め詐欺等の被害者と振込金の受取人（預金口座の名義人）との間の紛争

に巻き込まれないためにも、このような口座については当然口座凍結措置をとることにな

ると考えられる。そうすると、詐欺等の犯罪行為に利用されている口座の預金債権は、債

権としては存在しても、銀行がその事実を知れば口座凍結措置により払戻しを受けること

ができなくなる性質のものであり、その範囲で権利の行使に制約があるものということが

できる。したがって、……普通預金規定上、預金契約者は、自己の口座が詐欺等の犯罪行

為に利用されていることを知った場合は、銀行に口座凍結等の措置を講じる機会を与える

ため、その旨を銀行に告知すべき信義則上の義務があり、そのような事実を秘して預金の

払戻しを受ける権限はないと解すべきである。そうすると、……被告人は、本件各行為の

時点では、A 社名義の預金口座が詐欺等の犯罪行為に利用されていることを知っていたと
認められるから、原判決の判示するとおり、被告人に本件預金の払戻しを受ける正当な権

限はないこととなり、これがあるように装って預金の払い戻しを請求することは欺もう行

為に当たり、被告人がキャッシュカードを用いて現金自動預払機から現金を引き出した行

為は、預金の管理者ひいては現金自動預払機の管理者の意思に反するものとして、窃盗罪

を構成するものというべきである。」  
ここで問題となるのは、詐欺等の犯罪行為に利用されていることを知っているとはいえ、

自己名義の預金口座から預金を引き出す行為が刑法上、どのような犯罪となるかというこ

とである 3)。類似した事例として、誤振込みの判例がある。次章において判例の動向を検

討する。  
 
 
Ⅲ．判例の動向 
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自己の預金口座に誤振込みがあったことを知りながら、この情を秘して銀行窓口係員に

預金の払戻しを請求し、現金の交付を受けたという誤振込みの事案に対して、最高裁平成

15 年 3 月 12 日決定（刑集 57 巻 3 号 322 頁）は、以下のように判示して、詐欺罪の成立
を認めた。  
「本件において、振込依頼人と受取人である被告人との間に振込みの原因となる法律関

係は存在しないが、このような振込みであっても、受取人である被告人と振込先の銀行と

の間に振込金額相当の普通預金契約が成立し、被告人は、銀行に対し、上記金額相当の普

通預金債権を取得する（最高裁平成 4 年 (オ )第 413 号同 8 年 4 月 26 日第 2 小法廷判決・
民集 50 巻 5 号 1267 頁）。  
しかし他方、記録によれば、銀行実務では、振込先の口座を誤って振込依頼をした振込

依頼人からの申出があれば、受取人の預金口座への入金処理が完了している場合であって

も、受取人の承諾を得て振込依頼前の状態に戻す、組戻しという手続が執られている。ま

た、受取人から誤った振込みがある旨の指摘があった場合にも、自行の入金処理に誤りが

なかったかどうかを確認する一方、振込依頼先の銀行及び同銀行を通じて振込依頼人に対

し、当該振込みの過誤の有無に関する照会を行うなどの措置が講じられている。  
これらの措置は、普通預金規定、振込規定等の趣旨に沿った取扱いであり、安全な振込

送金制度を維持するために有益なものである上、銀行が振込依頼人と受取人との紛争に巻

き込まれないためにも必要なものということができる。また、振込依頼人、受取人等関係

者間での無用な紛争の発生を防止するという観点から、社会的にも有意義なものである。

したがって、銀行にとって、払戻請求を受けた預金が誤った振込みによるものか否かは、

直ちにその支払に応ずるか否かを決する上で重要な事柄であるといわなければならない。

これを受取人の立場から見れば、受取人においても、銀行との間で普通預金取引契約に基

づき継続的な預金取引を行っている者として、自己の口座に誤った振込みがあることを知

った場合には、銀行に上記の措置を講じさせるため、誤った振込みがあった旨を銀行に告

知すべき信義則上の義務があると解される。社会生活上の条理からしても、誤った振込み

については、受取人において、これを振込依頼人等に返還しなければならず、誤った振込

金額相当分を最終的に自己のものとすべき実質的な権利はないのであるから、上記の告知

義務があることは当然というべきである。そうすると、誤った振込みがあることを知った

受取人が、その情を秘して預金の払戻しを請求することは、詐欺罪の欺罔行為に当り、ま

た、誤った振込みの有無に関する錯誤は同罪の錯誤に当たるというべきであるから、錯誤

に陥った銀行窓口係員から受取人が預金の払戻しを受けた場合には、詐欺罪が成立する。」 
この最高裁平成 15 年 3 月 12 日決定以前の下級審の判例は、このような場合、詐欺罪も

しくは窃盗罪の成立を認めてきた 4 )（ただし、占有離脱物横領罪とした判例もある。 5 )）。

この理由は、「たとえ銀行が無過失として免責される場合であつても、もともとその口座に

対する振込みがなかったものである以上は、単に銀行が預金元帳に数字を書いただけのこ

とであつたにすぎず、預金債権は成立する由がないのである」 6)というように、誤振込み

の預金には預金債権が成立しないという考えがベースにあった。  
しかし、民事事件である最高裁平成 8 年 4 月 26 日判決（民集 50 巻 5 号 1267 頁）は、

「振込依頼人から受取人の銀行の普通預金口座に振込みがあったときは、両者の間に振込

みの原因となる法律関係が存在するか否かににかかわらず、受取人と銀行との間に振込金
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額相当の普通預金契約が成立する」とし、受取人の銀行に対する普通預金債権を認めた。  
この平成 8 年の最高裁民事判決と従来の下級審刑事判例との法理論的な整合性が問題と

なる。ここで、最高裁平成 15 年 3 月 12 日決定は、「振込依頼人と受取人である被告人と
の間に振込みの原因となる法律関係は存在しないが、このような振込みであっても、受取

人である被告人と振込先の銀行との間に振込金額相当の普通預金契約が成立」するとし、

被告人の銀行に対する普通預金債権を認める。その一方で、「組戻し」や「照会」等の銀行

実務、及び、銀行として、振込依頼人と受取人との間での紛争に事実上巻き込まれるおそ

れがある等に照らして、「社会生活上の条理からしても、誤った振込みについては、受取人

において、これを振込依頼人等に返還しなければならず、誤った振込金額相当分を最終的

に自己のものとすべき実質的な権利はないのであるから、上記の告知義務があることは当

然というべきである。そうすると、誤った振込みがあることを知った受取人が、その情を

秘して預金の払戻しを請求することは、詐欺罪の欺罔行為に当り、また、誤った振込みの

有無に関する錯誤は同罪の錯誤に当たる」として、詐欺罪の成立を認めている。  
ここには、民法が適法とする引出行為を、刑法上、犯罪として違法とすることは、刑法

が禁止することを意味し、「法秩序の統一性」に反するのではないかという本質的な問題が

ある。振込依頼人の過誤により、自己の銀行口座に誤って振り込まれた金銭を窓口で引き

出した受取人の刑事責任について、犯罪不成立説、占有離脱物横領罪説、そして詐欺罪成

立説がある。この対立の根底にある問題は、民法と刑法の概念や価値評価の統一性すなわ

ち「法秩序の統一性」をどのように理解するかにある。確かに、最高裁平成 15 年 3 月 12
日決定のような場合、刑事裁判所として詐欺罪の成立を否定しがたいことは理解できる。

民法と刑法の概念や価値評価の相対性を認める立場から詐欺罪の成立を認める必要があろ

う 7)。  
さらに、誤振込みの事案ではないが、原因関係を欠いている振込みに係る預金の払戻し

を請求した民事事件に対して、最高裁平成 20 年 10 月 10 日判決（民集 62 巻 9 号 2361 頁）
は、「受取人の普通預金口座への振込みを依頼した振込依頼人と受取人との間に振込みの原

因となる法律関係が存在しない場合において、受取人が当該振込みに係る預金の払戻しを

請求することについては、払戻しを受けることが当該振込みに係る金員を不正に取得する

ための行為であって、詐欺罪等の犯行の一環を成す場合であるなど、これを認めることが

著しく正義に反するような特段の事情があるときは、権利の濫用に当たるとしても、受取

人が振込依頼人に対して不当利得返還義務を負担しているというだけでは、権利の濫用に

当たるということはできない。」とした。  
以上のように、民事事件である最高裁平成 8 年 4 月 26 日判決は、誤振込みであっても

受取人に預金債権が成立するとした 8)。さらに、最高裁平成 15 年 3 月 12 日決定は、受取
人と被仕向銀行との間に預金債権が成立することを前提として、銀行にとって、払戻請求

を受けた預金が誤った振込みによるものか否かは、直ちにその支払に応ずるか否かを決す

る上で重要な事柄であり、受取人においても、自己の口座に誤った振込みがあることを知

った場合には、誤った振込みがあった旨を銀行に告知すべき信義則上の義務があるとし、

告知義務を認め、詐欺罪の成立を認めた。  
そして、民事事件である最高裁平成 20 年 10 月 10 日判決は、預金債権の成立に関する

理論構成に関しては最高裁平成 8 年 4 月 26 日判決を踏襲しながら、最高裁平成 8 年 4 月
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26 日判決で退けられたと考えられていた権利の濫用論を必ずしも排斥するものでないこ
とを示した 9)。  
このような判例の動向において、東京高裁平成 25 年 9 月 4 日判決は、どのように位置

づけられるのかを次章で考察・検討する。  
 
 
Ⅳ．問題の検討 

 
最高裁平成 15 年 3 月 12 日決定は、告知義務を認めことによって、不作為による欺罔を

肯定した例として理解されている 10)。同じように東京高裁平成 25 年 9 月 4 日判決は、告
知義務を肯定しているが、最終的には、正当な権限がないのにあるように装って払戻しを

請求したことが欺罔に当たるとしている。東京高裁平成 25 年 9 月 4 日判決が、受取人に
「正当な権限がない」点を強調している点は、民事事件である最高裁平成 20 年 10 月 10
日判決の権利濫用論の構成に親和的であるという指摘がある 11)。すなわち、東京高裁平成

25 年 9 月 4 日判決は、振込みの原因として詐欺等の犯罪が存在している場合であるから、
最高裁平成 20 年 10 月 10 日判決のいう「払戻しを受けることが当該振込みに係る金員を
不正に取得するための行為であって、詐欺罪等の犯行の一環を成す場合」に該当し、「これ

を認めることが著しく正義に反するような特段の事情があるときは、権利の濫用に当たる」

のである。そうであれば、正当な払戻権限がないと解することができ、このように理解す

ることは、不作為による欺罔のみでは直接に根拠づけることが困難な窃盗罪の成立の根拠

としても有効であるという指摘がある 12)。まさに、本件で問題となった窃盗罪の成立の根

拠として「正当な権限がない」点を強調していると考えられる。  
しかし、東京高裁平成 25 年 9 月 4 日判決は、「普通預金規定上、預金契約者は、自己の

口座が詐欺等の犯罪行為に利用されていることを知った場合は、銀行に口座凍結等の措置

を講じる機会を与えるため、その旨を銀行に告知すべき信義則上の義務があり、そのよう

な事実を秘して預金の払戻しを受ける権限はないと解すべきである」とし、「被告人に本件

預金の払戻しを受ける正当な権限はないこととなり、これがあるように装って預金の払い

戻しを請求することは欺もう行為に当たり、被告人がキャッシュカードを用いて現金自動

預払機から現金を引き出した行為は、預金の管理者ひいては現金自動預払機の管理者の意

思に反するものとして、窃盗罪を構成する」としている。このように、東京高裁平成 25
年 9 月 4 日判決が、最高裁平成 15 年 3 月 12 日決定の告知義務構成を採用し、最高裁平成
20 年 10 月 10 日判決の権利濫用構成を採らなかったのは、「やはり権利濫用という一般条
項があまりにも広汎・不明確であることを考慮した結果ではないか」という指摘がある 13)。

この点について、権利の濫用という構成も、適用の限界が曖昧であって、過度に広汎に適

用される可能性があるから、当該口座から ATM で引き出す金員が振り込め詐欺救済法の
「振込利用犯罪行為」により同口座に振り込まれたものである場合に限定して適用するの

が相当である 14)、という見解がある。  
 
 

Ⅴ．むすびにかえて 
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自己名義の預金口座が詐欺等の犯罪行為に利用されていることを知りながら、その事実

を秘して預金の払戻しを受けた事案に対して、東京高裁平成 25 年 9 月 4 日判決は、告知
義務を肯定しつつ、最終的には、正当な権限がないのにあるように装って払戻しを請求し

たことが欺罔に当たり、被告人がキャッシュカードを用いて現金自動預払機から現金を引

き出した行為は、預金の管理者ひいては現金自動預払機の管理者の意思に反するものとし

て、窃盗罪を構成する、とした。これに対して、本件では、払戻請求が最高裁平成 20 年
10 月 10 日判決のいう「権利の濫用」に当たり、また、事情を知った銀行は救済法の要請
から払戻しを拒絶せざるを得ない状況にあるから、被告人の「告知義務違反」という構成

を介する必要はなかったのではないか 15)、という指摘がある。東京高裁平成 25 年 9 月 4
日判決は、理論的根拠として不徹底であると思われる。  
以上のように、自己名義の預金口座が詐欺等の犯罪行為に利用されていることを知りな

がら、その事実を秘して預金の払戻しを受ける行為について、窓口を経由した場合に詐欺

罪が、ATM を利用した場合には窃盗罪の成立が認められることが確立しつつあるといえる
16)。今後の判例の集積が待たれる。  
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たという事案に対して、東京高裁判決平成 18 年 10 月 10 日（東高刑時報 57 巻 1=12 号 53 頁）は、銀行の預金規
定で預金契約上の地位や通帳等は譲渡できないとされていること、いわゆる本人確認法（平成 16 年改正）が他人
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行為責任も生じる。しかし、詐欺罪や窃盗罪は、刑法上保護すべき占有の侵害があってはじめてその成立が認め
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  研究論文                                      

 

L1 学習者と日本人 L2 学習者の英語抽象名詞の 

可算化習得の相違 
 

西田 一弘 

(愛知産業大学短期大学准教授) 

 

The Difference between the Mastery of the Countability of 

English Abstract Nouns between L１Learners and 

Japanese L2 Learners 
 

Kazuhiro NISHIDA 
 
  →要旨  

 

正当数に関して、抽象名詞の名詞語源、動詞語源、全体数では、初級と中級の学生の間

に有意差が見られたものの、形容詞語源では有意差が見られなかった。具象化が遅いはず

の動詞語源で有意差が見られ、それより早いはずの形容詞語源で見られなかったのは意外

である。なお、初級と上級の間ではいずれも有意差が見られなかった。上級者の数が少な

かったことと、上級者も抽象名詞と不定冠詞の関係をあまり理解できていないことを暗示

させる。抽象名詞の語彙認識に関しては、形容詞語源、名詞語源、全体数では、初級と中

級、初級と上級において有意差が見られたものの、動詞語源では、初級と中級において有

意差が見られたものの、初級と上級において有意差は見られなかった。上級者の数が少な

かったことと、上級者も動詞語源の抽象名詞においては、理解がしづらい可能性を暗示さ

せる。語彙認識では上級者はトップであった。なお、動詞語源の抽象名詞を理解しづらか

った。日本人の中級者、上級者において、抽象名詞の難易度に順序をつけることは困難で

ある。というのは共に、正当率が低かった（約50%）からである。しかし、語彙認識に関

しては、初級者とは共に一線を画するものがあった。即ち、中級者、上級者共に、語彙認

識はあるが、可算・不可算に関する理解はできていないことがわかる。  
 

 

  →キーワード  

 

・抽象名詞  ・不定冠詞 ・複数語尾   
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Ⅰ．背景  
 

1. L1 と L2 における英語習得順序  

 Brown が英語の母語習得の様子を長期間観察したところ、異なる幼児の間での文法形態

素の習得順序がきわめて類似していた（ Brown, 1973）。 具象名詞の習得はアメリカの 1st 

grade の生徒で約 80％であるのに対して、抽象名詞の習得は 7th grade になってようやく

約 80％となる（Rinsland, 1945)。L1 と L2 に関しては、 Krashen は自然習得順序仮説を唱

えている(Krashen, 1977)。L1 に関して、英語における Grammatical Morphemes の発達順

序は以下のようである。  

 

図表１：英語における Grammatical Morphemes の発達順序（Lightbown and Spada, 2000) 
順序  内容  分類  順序  内容  分類  

1 
現在進行形  be ＋ - ing  

（Mommy is running.）      
動詞関連  6 

冠詞  the/ a  (a book/ the 

book)         
名詞関連  

2 複数形  -s （two books）                                  名詞関連  7 
過去形の規則変化  -  ed        

（She walked.）               
動詞関連  

3 
過去形の不規則変化  

 （Baby went to the park.）  
動詞関連  8 三人称単数  -s （She runs.）                         動詞関連  

4 所有格  ’s  （Daddy’s  hat）                      名詞関連  

9  

 

助動詞  （He will come.）  

 

動詞関連  

5 
連結動詞  （Annie is a nice 

girl.）                
動詞関連  

 
L1 にとって、  複数形の習得は容易であるが、不定冠詞はやや困難である。抽象名詞の

習得という場合は、両者が共に習得されていることが必要であり、習得は 6 番目の冠詞の

習得時であるということができる。Grammatical morphemes は L1 と L2 では同じ順序で

習 得 さ れ る （ Dulay and Burt, 1973; Bailey, Madden, and Krashen. 1974; 
Larsen-Freeman, 1975; Fathman, 1975; Krashen, Houchk, Giunchi, Bode, Birnbaum, 
and Strei, 1977 )、という意見がある一方、英語習得順序は L1 と L2 では異なるという意

見もある。Brown（1973）の L1 の英語習得順序の結果と、Dulay and Burt(1973)の結果

とは異なる。形態素では、不規則動詞の過去形、所有格（’s）、冠詞（a, the)、be 動詞や

助動詞の短縮形（’s）、その他の助動詞の短縮形に大きな違いがあった。さらに、「冠詞の

ような形態素を除く」英語の形態素の習得は、L1 の英語習得順序の結果と L2 のそれは同

じであった（Dulay and Burt, 1973)。  
 
2. 抽象名詞                  指示（reference） 
 
 

  
                                   象徴（symbol）    指示対象（referent） 
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Ogden and Richards（1923）は記号の意味と指示対象の区別を指示（ reference）と指

示物（ referent）の区別として図示し、指示物は言語外世界に属するものとして象徴と直

接関係しないことを点線で図示した。名詞は「それが指示する個体の集合の性質」であり、

抽象名詞とは個体ではなく「事態の集合を指示する語」である。また、抽象名詞は不定冠

詞を取らず、形状の欠如と、指示対象の境界の欠如が冠詞の欠如で強調されている。

Context Availability Theory（Schwanenflugel and Soben, 1983）では、抽象名詞には広

い意味では文脈（ context）はなく、感情（ feeling)、連想（association)、強い情（emotion）

がその単語と結び付いているとしている。Age-of-Acquisition Hypothesis(Gilhooly and 
Gilhooly, 1979)では、語彙復元タスク（ lexical retrieval tasks）で示される具象化効果

（ concreteness effects）は蓄積された語彙頻度効果（ cumulative word frequency effects）
に依存しているとしている。Context Availability Model (Schwanenflugel and Shoben, 
1983)では、抽象名詞は指示対象が見えないので、意味を特定するために大きく文脈に依

存するとしている。Double-Coding Theory (Paivio, 1971, 1986)では、具象名詞は語彙

（word） , 意味的単位（ lexical unit） , イメージ（ image）として人の頭に記憶され、抽

象名詞は言語記号（verbal code)として記憶されるとしている。  バイリンガル二重符号化

説（Bilingual Dual Coding Theory） (Paivio and Desroshers, 1980)では、  L2 学習者は

語彙を習得する際には、単に「記号」（母語）と「記号」（第二言語）の連合として学習し

ているとしている。母国語の単語は文字という「記号」と結びついているだけでなく、①

イメージ、②行為、③感情などとも密接に結びついている。L2 学習者は母語話者と比べ、

語彙習得過程において、「記号」（第二言語）が余分な行程となっており、さらに負の転移

として機能する可能性を秘めている。  
 

3. L1 と L2 学習者に必要な言語習得能力（抽象名詞と不可算名詞の習得に焦点を当てて） 
日本人が不定冠詞や複数語尾の使用を含めて、抽象名詞の習得をする上で、何に焦点を

絞ってその困難さを見つければ良いのであろうか。母語の知識が原因で却って誤ってルー

ルを作ってしまうような場合は負の転位と呼ばれている。日本人の英語学習者の場合には

母語に冠詞が存在しないので、冠詞の脱落エラーが大変多いことが知られている。記述研

究による一定の習得順序の存在には、何かしら言語習得の規則性（学習者自身の「内在シ

ラバス built-in syllabus」のようなもの）が存在すると考えられているが、それが何なの

かは明確にわかっていない（投野 , 2007)。  
L1 学習者が言語習得に必要な能力は、①抽象的思考能力、②新しい状況に適応する一般

的能力、③学習能力、④知能検査で測定された能力である。L2 学習者は、①知力、②言語

適性、③年齢、④学習スタイル（認知スタイル）、⑤性格、⑥動機づけ、⑦学習ストラテジ

ーなど多くの要因の影響によって、言語習得状況が異なるとしている（倉石他 , 1978）。学

習スタイル（認知スタイル）とは、場依存性と場独立性、熟慮性と衝動性、多義性への寛

容と非寛容が重要であり、知覚学習スタイルとも言うものである。学習ストラテジーとは

メタ認知ストラテジー、認知ストラテジー、社会的・情緒的ストラテジーによって構成さ

れている（O'Malley and Chamot, 1990）。  
L2 学習者が言語習得に必要な能力には、①  音声識別能力（phonetic coding ability）：  

新しい音声を識別したり、記憶できる能力、②  文法的感受性（grammatical sensitivity）： 
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文の統語的構造を認識・識別できる能力、③  帰納的言語学習能力（ inductive language 
learning ability）：実際の言語使用の中から、文法形式と意味における類似点や相違点に

帰納的に気づいたり識別したりできる能力、④  機械的に記憶する能力（ rote memory 
ability）がある（Carroll, 1965）。  

 
4. 不定冠詞 a(n)の表す意味と名詞の複数形  

不定冠詞  a(n) は、話し手が、冠詞を使用する対象の名詞の指し示す意味・概念が、可

算名詞であって、聞き手によって特定されない、すなわち、全体の中のどれでもよい一つ

であること指定する機能を持っているといえる。冠詞を使わないということは、聞き手に

よって特定されないものであることを冠詞を使わないことで指定しているのである。話し

手が使用される対象の名詞を、可算名詞の複数形と不可算名詞として指し示される一般化

された意味・概念で聞き手によって特定されないものであることを指定する機能を持って

いるのである。不定冠詞  a(n) が抽象名詞につかないことと、抽象名詞に不定冠詞  a(n) が
つかないが複数語尾の  s がつくことは「指示対象を特定していない」ということでは一致

している。即ち後者は相変わらず、「抽象名詞であり、普通名詞化はしていない」と考えら

れる。これは news（情報、ニュース）が複数形にはなっているが、抽象名詞であること

と同様である。不定冠詞は抽象名詞の具象化に寄与する。  
名詞の複数形には以下の 3 つの分類ができる。①絶対複数  (具象化レベルは低い )：複数

形の形をとっているが、内容的には単数形と同じもので、指示対象は一つである。例：  
statistics  ②分化複数  （具象化レベルは低い）：単数形と複数形で意味が異なるものであ

り、通常、単数形の意味を引き継ぎつつ、複数形になると新しい意味が付与されているも

のである。 例：manners ③強意複数  （具象化はしていない）：対象の大きさや程度を強

調するために複数形が使われているとするものである。 例：heavens 複数形は抽象名詞

の具象化にあまり寄与しない。  
 

Ⅱ．抽象名詞と不定冠詞  

 

1. 普通名詞化しない抽象名詞  

不定冠詞 a(n)や複数語尾 s がつかない、即ち普通名詞化しない抽象名詞の分類として、

西田（2006）は以下の表を提示している。  
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図表２：普通名詞化しない抽象名詞の分類（西田 , 2006) 

分類  
普通名詞化しない抽象

名詞  
理由  

自

然  
天候  sunshine   広がる概念であり、共通の認識となりにくい。   

組

織  

集

団  

ゲーム  chess    数える時には  game のような異なる単語を使用している。   

学問  ・芸

術  

music, biology,  

physics 
概念を表し、数えることに意味がない。   

価値判断  health, goodness  人によって基準が違い、共通の認識ができない。   

その他  traffic,  news 
traffic は量を暗示し、共通の認識ができない。news は形態的に複

数形であるので a や s がつくことはおかしい。   

心

理  

個人  
laughter, happiness, 

fun 
人により認識する内容が異なる。   

集団  chaos, anarchy   無限のひろがりを感じさせる単語であり、数えることは不可能である。  

 
表で表されるように、プラス思考の名詞が普通名詞化しにくいことがうかがえる。次に、

語源から見た抽象名詞と不定冠詞の関係を探ってみることにする。抽象名詞の語源には、

①形容詞、②名詞、③動詞が存在する。  
 

図表３：抽象名詞と不定冠詞の関係 (No.1)― 予想される結果 ―  

語源  

抽象性 /  

具象性  

冠詞の a(n) を取る

が、複数語尾の s は

取らない  

冠詞の a(n) は取らな

いが、複数語尾の s

は取る  

冠詞の a(n) も

複数語尾の s も

取る  

冠詞の a(n)も複数

語尾の s も取らない  

形 容

詞  

中位 / 中位  
  

 
△ △ 

名詞  低い/ 高い      ○   

動詞  高い/ 低い      
 

○ 

 

この表では、語源として、抽象性が高い動詞が普通名詞化しにくく、抽象性が低い名詞

が普通名詞化しやく、形容詞はその中間に位置するとするものであるが、実際はどうであ

ろうか。  

 

2. 同様の意味を持つ抽象名詞と不定冠詞の関係  

 

 

 

 

 



122

図表４：抽象名詞と不定冠詞の関係 (No.2) （ジーニアス英和大辞典､2001） 

 単語  

語源  冠詞の a(n)を取 る

が、複数語尾の s は

取らない  

冠詞の a(n) は取らな

いが、複数語尾の s

は取る  

冠詞の a(n) も複

数語尾の s も取る  

冠詞の a(n)も複数

語尾の s も取らない  

neutral  形容詞  
  

○ 
 

idea 名詞    
 

○ 
 

thinking 動詞    ○（古い）  
  

thought 動詞    
 

○ 
 

 

同様の意味である上記 4 つの抽象名詞における普通名詞化はほぼ同じであるが、動詞起

源である thinking だけは、普通名詞化が遅れていると考えられる。  

 

図表５： 抽象名詞と不定冠詞の関係 (No.3) （ジーニアス英和大辞典, 2001） 

単語  

 

語源  

冠詞の a(n) を取

るが、複数語尾の s

は取らない  

冠詞の a(n) は取らない

が、複数語尾の s は取る  

冠詞の a(n) も

複数語尾の s も

取る  

冠詞の a(n) も

複数語尾の s も

取らない  

temperature 形容詞    
 

○   

weather 名詞    ○ 
 

  

climate 名詞    
 

○   

 

同様の意味である 3 つの抽象名詞における普通名詞化はほぼ同じであるが、名詞語源の

weather だけは普通名詞化が遅れている。ではこれらの 2 表が意味するものは何であろう

か。  
 
3. メタファーと抽象名詞  

メタファーとは、典型的には「愛」のような直接的に理解しにくい抽象概念を、「炎」の

ような知覚・感覚的に理解しやすい具象概念に見立てて表現する方法である。外延とは、

概念が適応される事物の全体の、もとの概念に対する称で（精選版日本国語大辞典 , 2005）、 
weather を例にとると、天候、空模様、気象が相当する。また、内包とは、概念が適応さ

れるすべての事物に共通する性質の総体であり、weather では、天気予報、荒れ模様、暴

風雨が相当する。この中には「人生の浮き沈み」「栄枯盛衰」という weathers の持つ意味

は表れていない。メタファーとは、典型的には「愛」のような直接的に理解しにくい抽象

概念を、「炎」のような知覚・感覚的に理解しやすい具象概念に見立てて表現する方法であ

る。    
メタファーは「関係の格率」に違反したものの一つであり、あえて関係のないことを述

べることによって表現効果を得る。weather の内包である、天気予報、荒れ模様、暴風雨

に共通な概念は「変化」である。さらに、「雨や晴れ、曇り」は多くの人（特に、農業を営

む人）には「一日の中で」、「辛いこと、良いこと、どちらでもないこと」を  思い起こさせ

る。しかも、「自分の力では変えられない」ことである。期間を「一日から、人生」に変え、
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「辛いこと、良いこと、どちらでもないこと」の程度を大きくすると、正に「人生の浮き

沈み」「栄枯盛衰」という weathers の持つメタファーとなる。weathers は分化複数と呼

ばれるものである。  
以上のように、メタファーの考え方が抽象名詞の普通名詞化を考える上で有効である。  

 

Ⅲ. 仮説 

 

抽象名詞は動詞語源、形容詞語源、名詞語源と分類されるが、L1 学習者、L2 学習者に

は以下のように、習得速度に関しては差がある。語源に関して、以下のような仮説を立て

た。  
(１ ) ① 形容詞語源    L1 学習者の習得はやや遅い。／L2 学習者の習得は遅い。  

② 名詞語源      L1 学習者の習得は早い。     ／L2 学習者の習得はやや遅い。  
③ 動詞語源     L1 学習者の習得は遅い。     ／L2 学習者の習得は非常に遅い。 

各品詞の抽象度／具体度から推定。L2 学習者はさらに抽象度の高低の認定の困難さが影響

する。  
(2) 日本人初級者はアメリカの K, 1, 2, 3 年生と , と中級者は 4, 5 年生と、上級者は 6,7
年生とほぼ同様の抽象名詞の習得状況とはならない（上級者も抽象名詞は習得できていな

い）。即ち、L1 学習者と、L2 学習者とでは、異なる順序と方法で抽象名詞を習得する。  
(3) L1 学習者の英語抽象名詞の加算性を判断する場合と、母語に冠詞を持たない L2 学習

者（日本人）が英語抽象名詞の可算性を判断する場合、同じ「文脈」判断であるが、内容

が異なる。  
即ち、語用論的処理（異なるイメージ、行為、感情）に差がある。L1 の場合は年齢で習

得の方法が異なるが、これは辞書的処理の内の「語彙の理解の深さ」と、意味論的処理（特

に抽象性の高い動詞語源の抽象名詞）が関係し、それは背景知識、事例の知識などが影響

を与えている。語彙の深さでは、語彙知識の側面の内、連想やコロケーションなど，語形

と意味のつながり以外の側面を指す場合が多い。そこで、L1 と L2 の抽象名詞の習得に関

して、次のように仮説を立てた。  
①  辞書的処理   異なる   ②  統語論的処理   異ならない   ③  意味論的処理   異なる（特

に抽象性の高い動詞語源の抽象名詞）  ④  語用論的処理   大きく異なる (イメージ、行為、

感情の違いによる）  
 

Ⅳ．研究方法 

 

(1） Ａ短期大学、通信教育課程の英語上級者（英検準 1級以上／TOEIC730点以上）、中級

者（英検2級以上・準1級未満／TOTOEIC500点以上・730点未満）、初級者（英検 2級未満／

TOEIC500点未満）に対して抽象名詞に関する選択問題を実施し、習得度を計る。被験者は

27名（上級者 3名＝ 11％、中級者16名＝59％、初級者8名＝30％）。 

(2)  抽象名詞の可算と不加算を問う問題を提示する（附録：  抽象名詞の語源の分類  ―

問題文と正解― を参照）  

① 正しいものをすべて○で囲みなさい。  
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例： He showed (anger, an anger, angers) towards his brother.  

②  該当の単語の意味を知っているのか知らないのかを○、△（なんとなくわかる）、×

で問う。  

③  使用頻度は非常に高い抽象名詞 30個（形容詞語源10個、名詞語源10個、動詞語源10個）

と具象名詞20個(物質名詞5個、集合名詞 5個、普通名詞10個）の計 50個。なお、具象名詞は

抽象名詞の特定をさせないためのもので、今回の実験では扱わない（統計的処理は行わな

い）。  

  

Ⅴ．分析方法 

 

(1) 学生の言語習得状況を表すレベルと抽象名詞の加算・不可算の理解との関係の分析  
①  正解率から各レベルの学生の抽象名詞の難易度を 1～30 に分ける。  
②  難易度に特徴はあるのかを調べる（語源など）。なお、語彙の意味を知らない場合（×）

は、統計処理から排除する。  
(2) 成人の英語母語話者（5 名）にも抽象名詞の可算化と提示した問題を検討してもらい、

異なる場合の存在を検討してもらう（附録に掲載した表８と抽象名詞を使った問題文）。   
(3) 発話分析ソフト CHILDES を使用し、アメリカもしくはイギリスの子供がどの学年   
(kindergarten～7th year)で、各抽象名詞の加算化を習得したかを明確にする（発話なの

で、意味を知らずに使用しているとは考えられない）。 American School System:  ① 

Elementary School: k, 1, 2, 3, 4, 5  ② Middle School (Junior high school): 6, 7, 8  ③ 

High School: 9, 10, 11, 12 (Freshman, Sophomore, Junior, Senior) 。  
(4)  1 と 3 の結果を比べ、L1 と L2 に習得順序で差がある場合、その原因を調査する。  
 
Ⅵ．結果検証  
 
図表６： 抽象名詞の可算・不可算に関する正しい使用法の正当数（Mann-Whitney 検定） 
抽象名詞の分類  正当数                  ≒  有意差なし    ＜ 有意差あり      (＜.0.05)  

形容詞語源  上級 (36.7%)≒初級 (46.3%)≒中級 (56.9%)     上級≒中級  

名詞語源  
初級 (28.8%) ＜中級 (45.0%) ≒上級 (46.7%)      初級≒上級                          

* 初級者と上級者の間で有意差が出なかった原因は不明である。     

動詞語源  初級 (31.3%)≒上級 (46.7%) ≒中級 (50.6%)       初級＜中級    

全体数  初級 (35.4%)≒上級 (43.3%) ≒中級 (50.8%)       初級＜中級     

 
図表７： 抽象名詞の認識語彙数（Mann-Whitney 検定）  

抽象名詞の分類  認識語彙数                 ≒  有意差なし    ＜ 有意差あり    (＜0.05)  

形容詞語源  初級 (80.0%)＜中級 (100%) ≒上級 (100%)  

名詞語源  初級 (73.8%) ＜中級 (93.1%)≒上級 (96.7%)  

動詞語源  初級 (75.0%)≒上級 (90.0%)≒中級 (90.6%)    初級＜中級  

全体数  初級 (76.3%)＜中級 (94.6%)≒上級 (95.6%)  
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(1)  正当数  
抽象名詞の名詞語源、動詞語源、全体数では、初級と中級の学生の間に有意差が見られた

ものの、形容詞語源では有意差が見られなかった。具象化が遅いはずの動詞語源で有意差

が見られ、それより早いはずの形容詞語源で見られなかったのは意外である。なお、初級

と上級の間ではいずれも有意差が見られなかった。これは上級者の数が少なかったことと、

上級者も抽象名詞と不定冠詞の関係をあまり理解できていないことを暗示させる。  
(2)  認識語彙数：  
抽象名詞の語彙認識に関しては、形容詞語源、名詞語源、全体数では、初級と中級、初級

と上級において有意差が見られたが、動詞語源においては、初級と中級において有意差が

見られたものの、初級と上級において有意差は見られなかった。これは上級者の数が少な

かったことと、上級者も動詞語源の抽象名詞においては、理解がしづらい可能性を暗示さ

せる。さすがに語彙認識では上級者はトップであった。なお、動詞語源の抽象名詞を理解

しづらいことは筆者の仮説の通りである。  
(3) 日本人の中級者、上級者において、抽象名詞の難易度に順序をつけることは困難であ

る。というのは共に、正当率が低かった（高々約50%）からである。しかし、語彙認識に

関しては、初級者とは共に一線を画するものがあった。即ち、中級者、上級者共に、語彙

認識はあるが、可算・不可算に関する理解はできていないことがわかる。  
(4) 成人の英語母語話者（5名）に附録に掲載した表８と抽象名詞を使った問題文を検討

してもらったが、ほぼすべて同じ意見であった（学生に問題を行ってもらう前に修正済み）。

即ち、英語母語話者は抽象名詞の不可算・可算に関する確かな理解を共有していることが

わかった。  
(5) CHILDSにおいて抽象名詞の習得（約80％）がされるという7th gradeまでの英語母

語話者において抽象名詞の使用はほぼなかった。発話における抽象名詞の分析は困難であ

ることがわかった。  
 

Ⅶ．今後の課題 

 

今回の実験は上級者と中級者でほぼ同じ結果であったため（上級者といえども抽象名詞

の理解は中級者と変わらない）、今後は上級者に限定し被実験者を増やし、その結果を分

析したい。また、多くの英語母語話者が読んでおり、抽象名詞の使用も多いと考えられる

「新訳聖書」を使用し、本研究で使用した抽象名詞30語の不定冠詞、複数語尾の使用とそ

の理由について調査したい。 
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附録  

図表８ ： 抽象名詞の語源の分類  (典型的な考え方）  

番号  語源           抽象名詞  
不定詞   

 a を伴う       

複数語尾  

s を伴う  
番号  語源  抽象名詞  

不定冠詞  

a を伴う  

複数語尾  

s を伴う  

1 形容詞  calm ○   16 名詞  childhood ○ ○ 

2 形容詞  anger ○   17 名詞  patriotism     

3 形容詞  pride ○   18 名詞  friendship ○ ○ 

4 形容詞  honesty     19 名詞  charity  ○ ○ 

5 形容詞   bravery     20 名詞  faith ○ ○ 

6 形容詞  truth ○ ○ 21 動詞  awe     

7 形容詞  justice ○ ○ 22 動詞  love ○ ○ 

8 形容詞  kindness  ○   23 動詞  hate ○   

9 形容詞  liberty ○ ○ 24 動詞  deceit      

10 形容詞  freedom ○ ○ 25 動詞  trust  ○ ○ 

11 名詞  joy ○ ○ 26 動詞  knowledge  ○   

12 名詞  peace ○   27 動詞  pleasure  ○ ○ 

13 名詞  courage     28 動詞  delight  ○ ○ 

14 名詞  compassion     29 動詞  despair  ○   

15 名詞  misery ○ ○ 30 動詞  hope ○ ○ 

K12 Reader - Reading Instruction Resources – の List of Abstract Nouns から抽出  
（http://www.k12reader.com/term/abstract -nouns/  2017/5/26 検索）  

  
抽象名詞の語源の分類  ―問題文と正解― 
(1) 形容詞語源                                           
1.  There is always (a calm) before the storm. /  There are always   (* calms) before the storm.  2.  He 

showed (anger) towards his brother.  3.  You have a lot of (pride).   4.  It is important to always show 

(honesty).   5.  The soldiers show (bravery) in war.  6.  He believes that all religions hold some (truth(s)) .   

7.  (Justice) is one of the most important aspects of the government. /    (Justices 裁判官 ) are very 

important aspects of the government.  8.  You should show (kindness) in everyday li fe.   9.  They fought for 

(l iberty/ liberties) .   10.  We have ((a) freedom) of speech.  

(2) 名詞語源  
11.  It was (a joy) to be able to help the homeless children./   I feel a lot of (joys) every day.  12.  All he 

wanted was (peace).  /  He has a lot of (* peaces) at heart.  13.  You need (courage) in order to face your fears.  

14.  He had (compassion) for the injured dog.  15.  War brings (misery) to all those involved.  16.  He had 

(a childhood) fi lled with family traditions.  17.  The old man's (patriotism) was very strong.  18.  It is 

important to treasure our (fr iendship(s)) .   19.  We donate to a lot  of (charities).   20.  The country was 

made up of people from different (faiths).    
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(3) 動詞語源  
21.  He was in (awe) of his favorite football player.  22.  She felt ( love) for Tom.  23.  You have a lot of  

(hate).   24.  (Deceit) will bring you trouble in li fe.   25.  She placed ((a) trust)  in her parents.  26.  You 

gain (knowledge) as you go through school.   27.  He feels a lot of (pleasures) in li fe.   28.  Visiting Ms. 

Brown gave me such (（a）  delight).   29.  When his cat died, he was left in (despair).   30.  I  have ((a) hope, 

hopes) for the future.  
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I. Introduction 
In The Red Convertible, Louise Erdrich implies that a Native American who 

goes to war suffers not only physical damage but also mental damage. In fact, about 
15.2 percent of Vietnam-war soldiers sustain Post-Traumatic Stress Disorder (PTSD) 
(Tucker, 2017). Coates (2015) explains that PTSD is caused when a person has 
suffered from an extraordinary human event that would be obviously distressing and  
fearful for almost anyone. In this story, the main character , a Native American, 
experiences the war as a soldier and becomes a prisoner of war (POW). These events 
cause his mental illness, PTSD, which affects him profoundly and finally leads him 
towards self-destruction. Investigating the realities of Native Americans and PTSD 
in the society, what Erdrich really wants to  claim through this study is scrutinized.  

 
II. Realities of Native Americans, and Native Americans in The Red Convertible 

First of all, we have to inquire into why Erdrich uses Native Americans as the 
main characters in The Red Convertible. Louise Erdrich was born in Minnesota in 
1954. She was the daughter of a Chippewa Indian mother and a German -American 
father. She grew up in North Dakota, “spending time on the reservation with her 
maternal relatives, but lying primarily in Wahpeton with her parents, who taught at 
a Burequ of Indian Affairs School” (Magoulick, 2008). Hence, she often explored 
Native American themes in her works.  

In The Red Convertible, the historical background is set in the early 1970s, 
during and after the Vietnam War. The location is an  American Indian reservation in 
North Dakota. One of the main characters in this story, Stephan, joined the Vietnam 
War because he voluntarily applied to this service. In fact, in various wars, many 
Native Americans served in the U.S. military. Holm (1995)  mentions: 

 
… there were 7,500 American Indians in the armed forces as of June 1942, 
less than six months after the attack on Pearl Harbor. By October of that 
year, another observer reported that the number of Native Americans in the 
military had risen to well over 10,000. By 1944 almost 22,000 Indians, not 
counting those who had become officers, were part of the United States armed 
forces. At the end of war ’s end, there were over 25,000 Native Americans 
scattered throughout the military services, with the bulk of them in the U.S. 
Army (p. 2).  

 
This number was the largest proportion of U.S. army. Moreover, Schilling (2014) 
revealed that in 2010, 22,569 enlisted service members and 1,297 officers were 
American Indians. Since the population of the United States is approximately 1.4 
percent and the military is 1.7 percent Native American, Native Americans have the 
highest per capita participation of any population to serve in the U.S. military.  
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 Why did so many Native Indians participate in the war? Native Americans 
have been struggling for civil rights, “voting equality, educational opportunities, and 
government to government relationships that have shaped Native American lived 
realities from the late nineteenth through the twentieth centuries” (Collins, p. 116 ). 
That is, Native Americans experienced discrimination and could not be fully admitted 
as U.S. citizens. According to Sabol (2017), Native Americans served in the military 
to claim American Indians' rights and citizenship. Holm (1995) also mentioned that 
Native Americans who joined the army were in fact striving to be awarded citizenship 
like other Americans: unrestricted citizenship. Since Native Americans were not 
admitted as American citizens, to make a contribution to America, they wanted to be 
a part of America; hence, they joined the army even though they did not have 
American citizenship.  

In The Red Convertible, the main characters are Native Americans, and their 
identities often appear in the story. For example, when Stephan goes to war, Marty 
says, “We liked to tease him that they really wanted him for his Indian nose, the 
nose on Red Tomahawk, the Indian who killed Sitting Bull, whose profile is on signs 
all along the North Dakota highways” (Erdrich, p. 4). Red Tomahawk had a very 
large nose, which is similar to Stephan’s nose. Having an Indian nose is a symbol of 
possessing the physical qualities of a fighter (Korb, 2002), so he fights in the war as 
a Native American for America.  Erdrich claims that Native Americans go to war to 
obtain Indians’ rights in American society.  
 Moreover, in the story, Stephan’s mother does not take Stephan to see a 
doctor because “there was no Indian doctors on the reservation” (p. 5). She is worried 
that if they brought him “to a regular hospital they would keep him” ( p. 6). This 
obviously shows that she does not trust the white doctor. Native Americans cannot 
trust the whites from the bottom of their hearts, which is criticism on the whites by 
Erdrich.  
 The last place in which the word “Indian” appears in the story is  just before 
the suicide, Stephan says, “I’m an Indian!” He starts to dance weirdly and then 
jumps into the river suddenly. The quote “I’m an Indian” indicates that he has an 
identity as an Indian and is proud. This implies that he dies with dignity and wa nts 
to be proved as an Indian, but it is probably strenuous in the society. Erdrich claims 
that one Indian who went to war for the whites dies because he can obtain neither 
Indian rights nor American rights. She criticizes the situation, through this story , 
which is still the present state in the society.  
 
  
III. Realities of PTSD, and PTSD in The Red Convertible 

PTSD is a mental illness that some people develop because they have 
experienced or witnessed a life -threatening event, such as combat, catastrophe, or 
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sexual assault. People sometimes have such terrifying memories and have trouble 
sleeping; however, they can usually carry out normal daily activities, such as talking 
with their family, going shopping, watching TV, and playing sports. Thus, they start 
to feel better after a while. On the other hand, patients with PTSD cannot feel better 
even after a few months or even years. “If it's been longer than a few months and 
you're still having symptoms, you may have PTSD. For some people, PTSD symptoms 
may start later on, or they may come and go over time” (PTSD: National Center for 
PTSD, 2016, p.3). 
       There are several typical symptoms of PTSD. Kolk and Najavits (2013) 
interviewed PTSD patients and found that all of the patients’ complaints concerned 
“being unable to be present and calm, being out of it, being overwhelmed by rage, and 
lacking meaningful involvement with their current lives” (p.517). Their interviewees 
also complained that they could not control their violence and could not concentrate 
on anything. In addition, Kolk and Najavits talk about “a body neurosis” where “their 
bodies continued to react as if they were back at the moment of trauma and took the 
same physical actions that they made at the time of trauma, like blowing up, fighting 
back, or becoming frozen” (p. 517). Moreover, the symptoms of PTSD are clearly 
explained by dividing the symptoms into four types  (PTSD: National Center for 
PTSD). The first one is “reliving the event” (p. 5). This is also called a flashback, 
where PTSD patients re-experience their traumatic event. The second one is 
“avoiding things that remind you of  the event” (p. 5); PTSD patients try to avoid 
situations or people that remind them of the traumatic events. The third is “having 
more negative thoughts and feelings than before” (p. 6). For example, PTSD patients 
may feel that the world is hazardous and they cannot believe others. They cannot 
enjoy themselves as they used to. The last is “feeling on edge” (p. 6). For instance, 
PTSD patients may be nervous, may lack concentration, and may become irritable.  

American Indian Vietnam veterans had higher rates  of lifetime and current 
PTSD diagnoses than the white veterans. These disparities appear largely because of 
“differential Vietnam war-zone stress exposure”: American Indians went to more 
dangerous war-zones than the white soldiers (Beals , et al., 2002). According to the 
U.S. Department of Veterans Affairs (2017), approximately one in three American 
Indian Vietnam veterans suffered from full or partial PTSD, a quarter of a century or 
more after the war. More than two in three American Indian Vietnam veteran s have 
suffered from full or partial PTSD at some point since Vietnam. PTSD occurrence for 
American Indians is very high, more than twice as high as for white or Japanese 
American Vietnam veterans.  
 In The Red Convertible, the main character, Stephan, suffers from PSTD 
right after he comes back from the Vietnam War. Stephan is Marty’s older brother 
and they were very close to each other before Stephan went to the Vietnam War; “his 
younger brother Marty (that’s myself) walks everywhere he goes” (p. 1). Steph an 
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joins the war as a Marine soldier. After coming back from the war, Stephan has 
changed a lot. By showing how Stephan has changed, Erdrich claims that the war is 
terrible and brings disaster to human lives.  

Stephan’s struggles represent the psychologica l struggles of soldiers; Stephan 
seems to have a hard time by becoming a POW in the Vietnam War. Marty says, “they 
got to leaving him alone most of the time and I didn’t blame them” (p. 5), which 
implies that Stephan was a POW and stayed alone. We cannot see his experience as a 
POW in the story; however, we can see similar experiences from other POWs. For 
example, in the Delta, James N. Rowe was a POW for more than five years. During 
that time, he stayed in a narrow bamboo cage while two of his colleagues w ere killed 
(Tucker, 2017, p. 598). In the article by Robbins, he wrote about Alvins Townley’s 
experience as a POW:  

 
A thuggish guard would bring a prisoner to the point of blacking out, often by 
contorting his body with ropes. Then, just before his victim  would pass out, he 
would release the constraints in a way that not only denied the prisoner the 
relief of unconsciousness but also rushed the constricted blood back into his 
veins, bringing a burst of new and searing pain (2014, p. 97).  
 

Stephan probably had similar kinds of experiences that were shared by Rowe and 
Townley. Stephan stayed in a prison for more than two years, where he could 
potentially have seen his fellow soldiers’ deaths. Stephan also might have stayed in a 
very small place, and might have been tortured, which would have been hellish for 
him. Stephan went through a very traumatic experience, a life -threating unusual 
event, which developed into a threatening mental illness: PTSD.  

Stephan’s symptoms of PTSD appear in various scenes. Coates mentions that 
the veterans suffering from PTSD often have flashbacks, nightmares, and intrusive 
memories (2005, p. 110). Boone also says that PTSD causes avoidance, numbing, 
flashbacks, and tension hyper-arousal, which is the state of heightened emotion 
(2001, p. 21). In this story, Marty says that Stephan is always standing up and 
moving around; “… never comfortable sitting still anywhere but always up and 
moving around” (Erdrich, pp. 4 -5). Erdrich shows here one of the typical PSTD 
symptoms. Stephan probably gets flashbacks and continues his war experience even 
at home. He feels that his enemy may be near him or may attack him, so he should 
move around to hide from his enemy. He relives the war and feels nervous 
anticipation because of PTSD.  

Furthermore, Stephan cannot be involved in his current life. As Kolk and 
Najavits (2013) mention, PTSD patients lack “meaningful involvement with their 
current lives” (p. 517). After Stephan came back from the war, he “had not even 
looked at the car since he’d gotten home, though like I said, it was in tip-top 
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condition and ready to drive” (Erdrich, p. 6). He is not interested in what he used to 
be. He used to love his car and love to drive with his brother; however, having his car 
is not meaningful for him any longer. Besides, he just watches a color TV, but while 
watching, he is still, and “it was the kind of stillness that you see in a rabbit when it 
freezes and before it will bolt” (p. 5). He used to sit on the ground, talk, have a joke, 
and watch things; however, he is no longer interested in these activities.  
 In addition, it is obvious that Stephan cannot change his emotions effectively. 
Scandlyn and Hautzinger (2013) mention failures of “code switches” and “sticky 
switches” as one of the PTSD symptoms. These switches represent mood changes 
between soldiers being keyed up and being relaxed, being at war and home, and being 
absent and present. Soldiers are usually trained to do so during the war; however, 
the research reveals that even when soldiers claim they can cod eswitch easily 
between being keyed up and being relaxed, it is often difficult to switch between the 
two moods when they have PTSD (p. 120). In this story, Stephan cannot codeswitch 
his emotion successfully from the war to home, so even at home, he is not relaxed. 
Marty mentions, “He sat in his chair gripping the armrests with all his might as if 
the chair itself was moving at a high speed, and if he let go at all he would rocket 
forward and maybe crash right through the set” (Erdrich, p. 5). This explains that, 
even though he is at home, he cannot be comfortable and cannot codeswitch his 
emotions effectively. Moreover, when he decides to commit suicide, he changes his 
moods several times. He seems to be gentle and peaceful for a while (p. 7). However, 
he changes his mood again (p. 8). It seems that even in a peaceful situation, he 
continues to codeswitch his emotions even though he does not have to do so; his 
codeswitching is peculiar, and shows his depression (p. 8). He then becomes the “old 
Stephan” again (p. 8). These emotional changes indicate that he unsuccessfully 
continues to codeswitch his emotions.  

Stephan often shows his depression, which is also one symptom of PTSD. 
Amir and McNally’s (1996) research reveals that PTSD patients have higher scores of  
depression and anxiety than non-PTSD patients (p. 634). Marty says that Stephan 
never laughs after returning from the war, and when he tries to laugh, the sound is 
like choking and like a sound “stopped up the laughter in the throats of other people 
around him” (Erdrich, p. 4). During the time when he was in the war, he did not 
laugh, so he forgets how to laugh from his heart. In addition, when Marty looks at 
the picture of Stephan and himself on the wall, Stephan is staring at Marty, which 
makes Marty feel that Stephan’s smile disappears (p. 7). Marty believes that Stephan 
can be a good older brother again, but Stephan does not feel the same way. Even the 
lovely picture of brotherhood gives Stephan depression. He might hate to look at the 
picture in which he is smiling. At that time in the picture, Stephan smiles for the 
first time after he has come back from the Vietnam War. He may regret that he 
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smiles. He feels that he does not deserve to smile in his life. He does not deserve to 
be the brother of Marty.  

Stephan fears blood implicitly for no obvious reason. Amir and McNally found 
that “PTSD is characterized by an implicit memory bias for threat” (p. 633) such as 
saying combat-related sentences. Stephan bites his lip with his teeth, and blood goes 
down Stephan’s chin (Erdrich, p. 4). This act occurs from his s tress and tension. He 
cannot feel hurt even though his lip is bleeding, and by looking at his own blood, he 
may have an “implicit memory bias for threat” (p. 633) because he often sees blood 
everywhere in the battlefield or even in prison. For him, blood i s strongly related to 
the war and it implicitly threatens him. When “he took a bite of his bread,” “his blood 
fell onto it until he was eating his own blood mixed in with the food” (p. 5). When he 
sees his blood on his bread, he may remember the battlefield of the war, or he may 
remember his fellow soldiers dying, which causes him to feel threatened.  

At the end of the story, Stephan commits suicide, which shows the worst case 
of PTSD. In fact, in a population of 100,000, 38.3 veterans commit suicide as a r esult 
of PTSD according to the National Center for PTSD. The research conducted by 
Griffith (2012) also shows that “the effects that war experiences have on suicidality 
are largely through the PTSD symptom–negative mood relationship ... few soldiers 
were initially nonsuicidal and then reported such symptoms at postdeployment ––
likely relating to the observed relationship of war experience to PTSD, negative 
mood, and suicidality” (p. 466). That is, his research indicates that the suicide rate is 
higher when Vietnam War veterans suffer from PTSD. In this story, some may say 
that he does not commit suicide; however, he surely commits suicide. Stephan says 
that “he wanted to see the high water” (Erdrich, p. 8). From the beginning, he is 
thinking about dying in the water, because it is the best way to avoid remembering 
the war. Before he commits suicide, he dances strangely. He becomes wild; he feels 
keyed up. As Boone (2011) mentions as a PTSD symptom, Stephan experiences 
“hyper-arousal” (p. 21) before dying. He then jumps into the river. Marty says, “I 
know he didn’t swim there but the current took him” (p. 10). He wants to avoid the 
situations that remind him of the war, so he commits suicide. As long as he lives, he 
cannot forget his dreadful situation, so for him, death is the only choice, his sad but 
happy ending. 
 
   
IV. Conclusion 
 

In The Red Convertible, Louise Erdrich criticizes war because its experiences 
cause veterans to a have higher risk to develop PTSD, which may eventually cause 
their death. Because Stephan goes to the war and becomes a POW, he changes his 
personality and acts abnormally. Finally,  he cannot control himself and wants to go 
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to a comfortable and better place in order to escape remembering his sad experience. 
Moreover, Louise Erdrich uses the Indian main characters, and she criticizes the 
society which many Indians have to go to war and fight for the whites. Indians want 
to get the right to live in the American society, so they feel that they have to go to 
war as one of the Americans.  

Overall, Louise Erdich wants to show how Native Americans, who wanted to 
obtain American citizenship fully, joined the military and got serious mental illness 
after returning from the war. Through this story, she claimed the right of Native 
Americans and the tragedy of the war.  

Another important theme, brotherhood, is not discussed in this paper, so a 
further study should consider how brotherhood between Stephan and Marty is 
significant in this story, which can also represent how war is cruel by dividing 
family.  
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Harumi TERASAWA 
 

 
  →要旨  

 

 本稿は、アメリカ第 44 代大統領バラク・オバマによる第 1 期就任演説について、修辞
法の点から考察するものである。就任演説では、二つ以上の文や句において類似の形式や

構造などを繰り返し用いる対句法が度々使用されていること、同様あるいは類似の表現を

複数の文にわたって繰り返す再現的手法が多用されていること、さらに、人称代名詞の使

用の多くは、話し手を含む人の集団を表す we（私たち）とその変化形であることがわかっ
た。これらの言語面の特徴つまり修辞法は、演説が広く人々の興味関心を引き付ける要因

の一部であり、本スピーチのレトリックの要となっていると推察される。  
 
 

 
  →キーワード  

 

・大統領就任演説   
・バラク・オバマ  
・英語スピーチ  
・修辞法  
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Ⅰ．はじめに 

 

バラク・オバマが第 44代アメリカ合衆国大統領に就任した 2009年 1月 20日 1)、首都ワ

シントン D.C.の連邦議会議事堂前では、200 万人近い聴衆を前に第 1期大統領就任演説が
行われた。大統領演説は、アメリカにおける代表的なスピーチの一つとされているが、と

りわけこの就任演説は、アメリカ国内のみならず世界の注目を集めた。オバマがアメリカ

合衆国史上初のアフリカ系大統領であることなど、大きな話題を呼んだ。英語による約 21
分、2,367語のスピーチには、多くの聴衆の注目と理解を得るためにどのような意図や要素
が込められていたのだろうか。 
大統領就任演説は、主に、人々の結合、国家の過去と未来の融合、政治方針の明示、大

統領に対する正しい認識を示すといった４つの特徴的な性質を持つ儀式演説であるとされ

る。（鈴木, 2009）このように大きなテーマで多くの聴衆を前にスピーチを行う場合、どの
ような方法で聞き手を惹きつけ耳を傾けさせ、理解を得ようとするのだろうか。話し手は、

どのように聞き手の興味関心を引き、内容を印象付け、主張を理解させ共感を得ようとす

るのだろうか。こうした方策は、非英語話者にとっても、英語でスピーチを行おうとする

時或いは理解しようとする時の重要な手がかりとなると考えられる。そこで本稿では、文

言の構造や語彙使用の修辞 2)つまりレトリックについて、考察を試みたい。 
スピーチ行為をコミュニケーションの一つであると捉えるとき、非言語と言語が同時に

作用し、メッセージを話し手である送り手から聞き手である受け手に送る活動がスピーチ

である。さらに、言語メッセージ活動においては、“visual”と“vocal”さらに“verbal”の三要
素が相互依存し内包されていると橋本（1988）は述べている。本稿では、この言語メッセ
ージの三要素のうち、特に“verbal”つまり言語面に焦点を当て、修辞法について考察を試み
ることとする。 

 
Ⅱ．英語スピーチにみられる修辞的特徴 

  

英語で演説、すなわち多くの人々に対してスピーチを行う時、聞き手に対してより印象

的に語りかけるため、さまざまな修辞的技法が凝らされる。多くのスピーチに見られる特

徴として、以下のようなものがある。聞き手に話し手と一体感を持たせるための人称代名

詞の効果的な選択、聴衆に直接語りかけるための疑問文形式の効果的使用、同様あるいは

類似の形式や構造をひとつの文中で繰り返り用いる対句法、さらに、同様あるいは類似の

表現を複数の文にわたって繰り返す再現といった手法などがある。本稿では、このうち、

本スピーチに特に特徴的な使用が観察される対句法と際限の手法の使用に注目していきた

い。 

 

1．対句法 

 

 パラレリズムとも呼ばれる対句法 3)は、英語においても書き言葉やスピーチで度々見られ

る修辞法の一つである。二つ以上の文や句において、類似の形式や構造などを繰り返し用

いることで、文の中に一定のパターンやリズム、音などを読み手や聞き手に印象的に与え
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ることができる。 

 以下に、2009 年 1 月 20 日（現時時間）に行われたオバマ大統領就任演説の文言から、
具体例を見ていきたい。本稿で扱う文言は、アメリカ・ホワイトハウスが公開する原稿に

基づくものを用いることとする。実際の演説の中での登場順に番号を付し、スピーチ原稿

からの英文引用に続き、カッコ内に筆者による和訳を記す。なお、スピーチ中の発話 4)、表

記、句読法は、ホワイトハウスが公開するスピーチ原稿に従っている。 

 
(1) Homes have been lost, jobs shed, businesses shuttered.  
（家は失われ、雇用は減少し、仕事は閉鎖されています。） 
現在のアメリカが直面する試練について訴える部分において、家、雇用、仕事といった

生活に欠かせない条件が危機的状況になっていることを述べている。端的に内容が伝わる

よう短い単文を用い、さらにそれを三つ重ねることで印象的なリズムを作り出し、聞き手

の耳に届きやすい構造となっている。 
 
(2) Our health care is too costly, our schools fail too many, … 
（医療費はあまりにかさみ、学校はあまりに多く問題を抱えています。） 

 国内の生活に直結した課題について、自分たちの抱える問題が許容をはるかに超えてい

ることを述べている。「our＋名詞 … too＋形容詞／副詞」（私たちの～は、あまりにも～
すぎる）という形を取る短い表現を繰り返すことによってリズムが刻まれ、取り上げる問

題が深刻であることが効果的に強調される対句的表現となっている。 
 
(3) … the God-given promise that all are equal, all are free, and all deserve a chance to 

pursue their full measure of happiness.  
  （全ての人が平等であり，自由であり，十分な幸福を追求する機会を持っている、それ
は神から与えられた約束なのです。） 

 この文はパラレルつまり対句となっており、“all are”の繰り返しによって、アメリカにお
いて全ての人に与えられた平等と自由と権利について、強調する一節となっている。 
 
(4) Rather, it has been the risk-takers, the doers, the makers of things …  
（むしろ、危険を厭わない人、行動する人、何かを作り出す人の道であったのです。） 

 動詞から派生させた「～する人」という同じ形の名詞が三度繰り返される対句表現とな

っている。 
 
(5) Time and again these men and women struggled and sacrificed and worked till their  

hands were raw so that we might live a better life.  
（これらの人々は、私たちがより良い生活を送ることができるよう、幾度となく苦しみ犠

牲となり、手の皮がすりむけるまで働きました。） 
“time and again”“ men and women”“ struggled and sacrificed and worked”といった名
詞や動詞などの短い単語を“and”でつなぐことで定期的なリズムを刻む対句表現となって
いる。ここでも類似表現を三度繰り返すことで、さらに印象強く聞き手に訴えることが可
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能になっていると考えられる。 
 
(6) Our challenges may be new, the instructions with which we meet them may be new,  

… - these things are old. These things are true:  
（私たちの課題は新しいものかもしれません。私たちがそれらに立ち向かう手段も新し

いものかもしれません。―中略―これらの価値観は古くからあるものです。これらのも

のは真実です。） 
 “may be new”を反復し、アメリカが抱える課題と解決への手段はこれまでにないもので
あることを述べ、一方で成功の可否を左右する価値観については、“these things are”に“new”
に対比する形容詞を置く表現を繰り返し、むしろ古くからあり真実であると強調している。

数行の文の中に同一表現の反復的使用、類似の短文の繰り返し、さらに対比的な形容詞を

使用することによって、リズムを創り出す表現が続き、聞き手の耳目を集めやすい構造に

なっていると考えられる。 
 
2．再現的手法 

 
「再現」は、同様あるいは類似の表現を複数の文にわたって繰り返す手法である。以下に、

本スピーチの中で見られるその具体例を挙げていく。実際の演説の中での登場順に番号を

付し、スピーチ原稿からの英文引用に続き、カッコ内に筆者による和訳を記す。 
 
(1) So it has been. So it must be this generation of Americans.  
（これまではそうでした。今の世代のアメリカ人もそうでなければなりません。） 
演説冒頭で前任、歴代の大統領に敬意を払いつつ、同時に、これまでのアメリカ国民が

建国の文書に忠実であったように、今の世代もそうでなければならないと呼びかけている。

文の補語である soを文頭に出す強調の形を取り、それを 2文繰り返すことで聞き手に思い
を届けようとする意図が表れている。 
スピーチが始まってほどなくして、こうした印象的な繰り返しの再現が用いられている

ことは、これから行われる演説に対し、聴衆の多くが耳を傾ける契機を創り出していると

言えよう。 
 
(2) On this day, we gather because we have chosen hope over fear, unity of purpose over 

conflict and discord. On this day, we come to proclaim an end to petty grievances and 
false promises, the recriminations and worn-out dogmas, that for far too long have 
strangled our politics. 

  （今日というこの日に私たちが集まったのは、恐れよりも希望を、対立や不調和よりも
団結を目指すことを選んだからです。今日というこの日に私たちがここへ来たのは、

些細な不満や偽りの約束、非難の応酬や使い古された教義に終わりを告げるためです。） 
 大統領就任のこの日に一所に集いあるいはメディア等を通して時と場所を共有しようと

いう大勢の国民や聴衆に向け、共通の理由と目的を確認しようとしている。まず"On this 
day, we gather because"、続いて"On this day, we come to"というほぼ同一表現で始まる文
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を繰り返し、皆が集う理由と目的を強調し共有しようとしていることが分かる。 
 
(3) But in the words of Scripture, the time has come to set aside childish things. The 
time has come to reaffirm our enduring spirit…  
（しかし、聖書の言葉を借りて言うならば、子どもじみたことを捨て去る時が来ていま

す。私たちの不朽の精神を再認する時が来ています。） 
 " the time has come to "を繰り返して用い、この日を境に国が前進する時が来たことを主
張している。直前で「今日というこの日に私たちがここへ来た」理由と目的について述べ

ているが、その中で"fear"と" conflict and discord"を捨て、"petty grievances and false 
promises, the recriminations and worn-out dogmas"に終わりを告げる時であると訴えた。
これらは"childish things "であり、"set aside"つまり捨て去る時が来ていると主張する。こ
の"set aside childish things"については、新約聖書 5)の一節の一部の文言に由来していると

されている。 
 
(4) For us, they packed up their few worldly possessions and traveled across oceans in 

research of a new life. For us, they toiled in sweatshops and settled the West, 
endured the lash of the whip, and plowed the earth. For us, they fought and died in 
places like Concord6) and Gettysburg7), Normandy8) and Khe Sahn9).  
（私たちのために、彼らはわずかな持ち物をまとめて、新たな生活を求めて海を渡りま

した。私たちのために、彼らは劣悪な労働条件の工場で必死に働き、西部に分け入り、

鞭打たれることに耐え、固い大地を耕しました。私たちのために、彼らは戦い、そして

命を落としました。コンコードやゲティスバーグ、ノルマンディー、そしてケサンとい

った場所で。）  
 “For us, they”で始まる文を三度繰り返し、“they”つまり先の時代に国を切り拓いた先人
たちが成し遂げたことに言及している。同じ始まりの文の繰り返しとともに、現在のアメ

リカ国民を表す “us ”つまり「私たち」と、国の礎を築くために国内外で苦闘した先人たち
を“they”と人称代名詞を対比的に用いている。 
 
(5) Our workers are no less productive than when this crisis began. Our minds are no 

less inventive, our goods and services no less needed than they were last week, or 
last month, or last year.  
（今回の危機が始まった頃と比べて、私たちの国の労働者の生産性が低くなった明けで

はありません。先週、先月、あるいは昨年と比べて、私たちのこころざしに創意が失わ

れたわけではありませんし、私たちの製品やサービスが必要とされなくなったわけでは

ありません。） 
 再現的手法が用いられており、「our＋名詞…no less than」という否定を含んだ比較表現
が繰り返されている。 
 
(6) And we will act, not only to create new jobs, but to lay a new foundation for growth. 

We will build the roads and bridges, the electric grids and digital lines the feed our 
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commerce and bind us together. We will harness the sun and the winds and the soil 
to fuel our cars and run our factories. And we will transform our schools and colleges 
and universities to meet the demands of a new age. All this all we can do. All this we 
will do.   
（私たちは行動します。新しい仕事を創出するためだけでなく成長への新たな基礎を築

くために。私たちは建設します。私たちの商業に力を与え私たちを一つに結び付ける道

路や橋、送電網やデジタル回線を。私たちは科学をあるべき姿に戻し、そして技術の驚

異を用いて医療の質を高め医療費を下げます。太陽や風や大地の力を利用して、自動車

に燃料を与え工場を動かします。そして私たちは、学校や大学を改革し新たな時代の要

請に応えられる様にします。私たちは、これら全てのことを実現することができるので

す。私たちは、これら全てのことを実現するのです。） 
 経済、産業、エネルギー、インフラ、医療などアメリカ国内の現状を踏まえ将来への道

筋を示す部分である。直前にアメリカの国のために多くを成してきた先人たちについて

“they”を用いて述べたのを踏まえ、それと対比的に“we”つまり話し手と聞き手を含めたア
メリカ国民の未来への意志を“we will”をリズム良く繰り返し、聞き手の共感を集める構造
となっている。 
さらにこの部分の最後では、“All this all we can do. All this we will do. ”と類似の表現が

繰り返し述べられ、大統領在任期間中の国家の可能性と国民の意志を率いていく決意が表

されている。 
 
(7) Where the answer is yes, we intend to move forward. Where the answer is no, 

programs will end.  
（答えがイエスなら私たちは前進します。答えがノーであれば、計画は終わりを迎え

ます。） 
 “Where the answer is”が繰り返される再現的手法となっている。 

 
(8) - these things are old. These things are true:  
（これらの価値観は古くからあるものです。これらのものは真実です。） 

 “these things are”が繰り返される再現の用法であるが、この直前に“may be new”を反復
し、 “new”に対比する形容詞を直後に置くことで、短いながら印象的な表現となっている。 
 
(9) This is the price and the promise of citizenship. This is the source of our confidence…  

This is the meaning of our liberty and our creed, …  
（これが市民であることの代償と共に約束なのです。これが私たちの自信の源なのです。 
これが私たちの自由と信条の意味するものなのです。） 

 “This is the”に名詞が続く表現の繰り返しが三度なされている再現的な用法である。こ
れは直前のくだりで“now is a new era of responsibility”と新しい責任の時代の到来を訴え
たのを受けており、アメリカ人一人ひとりが自分自身、国、世界に対して義務を負ってい

るということ話し手の考えを重ねて主張するものである。 
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(10) Thank you. God Bless You. And God Bless the United States of America.  
（ありがとう。皆さんに神のご加護を。アメリカ合衆国に神のご加護がありますように。） 

 “God bless you”は宗教的な意味合いを持つ表現ではあるが、政治家など要職にある人が
公の場でスピーチを結ぶ際などに、聞き手の幸運を祈る気持ちを示すため用いられるフレ

ーズである。また話し手が国全体の将来に影響を与えうる立場である場合、多くの場合“you”
を“the United States of America”あるいは“America”に替えて繰り返し、国家の繁栄を祈る
気持ちを示す。再現の手法がいわば定型化したもので、オバマ大統領の就任演説において

もこの慣例に従って、定型の形でスピーチを締めくくっている。 
 
以上、対句と再現の用法の具体的な使用とその効果について、明らかな例を中心に挙げ

ながら考察してきた。こうした修辞的技法が約 21 分の演説の中で頻繁に使用されており、
つまりほぼ毎分のように同様あるいは類似の形式や構造の表現や文が繰り返し登場してい

ることがわかる。こうした手法によって、政治姿勢や社会問題を語り長く難解になりがち

なスピーチから単調さを軽減し、一定のリズムや音、パターンの表現を聞き手に印象付け

る修辞法が明確に観察することができる。 
 

Ⅲ．人称代名詞の選択 

 

 考えを述べたりリーダーが組織などの方向性を示したりするスピーチを行う際に、もっ

とも頻繁に登場する語句のひとつに、人称代名詞がある。主語が度々省略される日本語と

異なり、英語では主語が省略されることは、特に正式な場面ではあまり見られないため、

主格の人称代名詞が多用されることになる。そこで、本稿で扱う大統領就任演説において、

人称代名詞の使用について、見ていきたい。 

 オバマは大統領就任前、予備選挙中の演説で“Yes, we can.”のフレーズが有名になったが、
大統領就任演説においても同一のフレーズこそ出てはこなかったものの、同じように聞き

手を巻き込み共感を得るための“we”が主格を表す一人称代名詞として非常に頻繁に登場す
ることに注目したい。 
 一人称の代名詞は、本稿で扱う就任演説中に、主格では複数を表す we（私たち）が 62
回使用されているのに対し、単数を表す I（私）の使用は 3回であった。一方、所有格につ
いては、weの所有格 ourが 68回、Iの所有格myが 2回であった。また、目的格について
は、weの目的格 usが 23回、Iの目的格meは使用が認められなかった。 
この人称代名詞の使用回数から、本スピーチの中心は話し手個人を表す I （私）ではな
く、話し手を含む人の集団を表す we（私たち）とその変化形であることがわかる。すなわ
ち、考え行動するのは「私たち」つまりアメリカ国民全体であり、過去の困難や将来の繁

栄を共有するのもアメリカ国民全体であると訴えようとしている。ここに話し手であるオ

バマの大統領としての意図や決意が見て取れる。一人称複数の we（私たち）の頻繁な使用
は、オバマのスピーチに限定されるわけではないが、大勢の聞き手に向けてスピーチ行為

を行おうとする場合、より多くの聞き手の共感へとつながる重要な要素の一つであると考

えられる。 
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Ⅳ．終わりに 

 

 ここまで、2009年 1月 20日に行われた第 1期オバマ大統領就任演説の修辞法について、
具体的な使用例をもとに考察を試みた。その結果、主に以下の三点が明らかとなった。第

一に、二つ以上の文や句において、類似の形式や構造などを繰り返し用いる対句法が度々

使用されていた。第二に、同様あるいは類似の表現を複数の文にわたって繰り返す再現的

手法が多用されていた。これら二つは、文中または複数にわたる文に一定のパターンやリ

ズム、音などを創り出し、聞き手により印象的な言辞を与えることができる効果的な技法

である。第三に、人称代名詞の使用の多くは、話し手を含む人の集団を表す we（私たち）
とその変化形であった。これらの言語面の特徴つまり修辞法は、演説が広く人々の興味関

心を引き付ける要因の一部であり、本スピーチのレトリックの要となっていると推察され

る。 
大統領演説はアメリカにおける代表的なスピーチの一つである。コミュニケーションの

一つであるスピーチ行為を理解することは、英語話者のみならず非英語話者にとっても、

英語でスピーチを行おうとする時或いは理解しようとする時の重要な手がかりとなるであ

ろう。 
今後は、大統領演説における文構造や語彙使用の修辞法について、歴代大統領スピーチ

との比較や、言語メッセージの“verbal”の要素に加え、“visual”と“vocal”の要素についても
検討する機会を持ちたいと考える。 
 
                                                   
註 

 
1) アメリカ東部標準時。日本時間 2009年 1月 21日。オバマ大統領在任は第 1期 2009年 1月 20日～2013年 1月 

20日、第 2期 2013年 1月 20日～2017年 1月 20日。 
2) 言葉を美しく巧みに用いて効果的に表現すること、またその技法を言う。レトリック。 
3) 対句法は、並行性、並立法とも呼ばれる。parallelism。 
4) 実際の発話には言いよどみなどが起きるため、ホワイトハウスが公開するスピーチ原稿と異なる箇所が認められる。 
5) 新約聖書13章11節「コリント人への第一の手紙」には以下のようにある。"When I was a child, I spoke and thought  

and reasoned as a child. But when I grew up, I put away childish things." 
6) マサチューセッツ州コンコード。独立戦争の戦場となった。 
7) ペンシルベニア州ゲティスバーグ。南北戦争において戦場となった。 
8) フランス北部のノルマンディー。第二次世界大戦において「ノルマンディー上陸作戦」が展開された地として知ら 
れる。 

9) ベトナム、ケサン。ベトナム戦争の激戦地となった。 
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  研究ノート                                

 

芸能人の同族会社を利用した節税方法について 
― HKT48 指原莉乃の個人事務所「34COMPANY」と 

眞鍋かをりの「マナベ電子工業」の存在意義 ― 

 

伊藤 浩 

(愛知産業大学非常勤講師) 

 

Scheme for tax avoidance using the family 
company of the entertainer 

―Meaning of "34COMPANY" for Rino Sashihara(HKT48) 
and "Manabe denshi kogyo" for Kaori Manabe― 

 
Hiroshi Ito 

 
 
  →要旨  

 

 年に数億円稼ぐ売れっ子芸能人は、基本的には個人事業主として収入の約半分の税金を

納める。この重い税負担の軽減を目的に同族法人を設立して、所得税と法人税の税率の違

い、家族間の所得分散、高額な業務委託料の支払いなどで節税を行っている場合がある。

この同族法人を利用した節税方法について、所属芸能プロダクションからの報酬（ギャラ）

を 1 億円と仮定したシミュレーションを行い、その金額を試算する。  
また、税務上問題となりやすい同族法人への業務委託料について、不服審判所の裁決事

例を参考に、所得税法上否認される根拠とその危険性について検討する。  
 
 
  →キーワード  

 

・法人成り  

・実効税率  

・業務委託料  

・同族会社等の行為又は計算の否認  

・家事関連費 
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Ⅰ．芸能人による同族法人の設立 

 
１．株式会社 34COMPANY とは  
 平成 29 年 AKB 総選挙において大差で前人未到の 3 連覇を果たした指原莉乃は、今のア
イドル界のトップに立つ芸能人の一人である。彼女は太田プロダクションに所属し、

AKB48、HKT48 のメンバーとして音楽活動の他、ソロ活動としてバラエティ番組の出演、
テレビドラマや映画の出演、CM 出演など様々な活動から収入を得ている。その収入額が

どれくらいなのかについて、ネット上では３億とも４億とも噂されている。  
 そんな高額所得者である指原莉乃の母親が代表を務める「株式会社 34COMPANY」が資
本金 100 万円で平成 26 年 5 月に設立されている。法人登記の履歴事項（図表 1）による
と、本店は大分市で、目的には、「芸能タレント等の育成、マネージメント業務及びプロモ

ート業務、芸能タレント等の音楽芸能活動に関する興行の運営業務、芸能タレント等の肖

像権の管理」とあり、所属芸能人である指原莉乃の報酬の受け入れ先であることが想像さ

れる。  
 

 

（図表 1）  
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この会社についてネット上で「独立を画策」などと書かれたりしたが、29 年現在でも彼

女は太田プロダクションに所属しているし、業界の常識からして「34COMPANY」は独立
を目指した会社ではなく、指原莉乃の節税を目的とした一人芸能法人であると考える。  
芸能人のほとんどは個人事業主としてその芸能プロダクションとマネジメント契約を結

び、その芸能活動に応じた報酬（ギャラ）を得ている。売れている芸能人は、報酬が高額

になると所得税は超過累進課税であるため、所得税と住民税を合わせて最高 50％を超える
税金を納めなければならない。それを避けるために、税負担の軽減を目的に会社を設立す

る場合がある。法人に課される法人税、住民税、事業税を合わせた実効税率は 30％～35％
程度であり、個人の所得税率等と比較するとその差は大きい。  
 
２．法人成りのしくみ  
一般的に、芸能人の芸能活動のほとんどは所属している芸能プロダクションが管理して

いて、テレビ局からの出演料や関連グッズの肖像権料などは芸能プロダクションの収入と

なり、芸能人に対しては契約に基づいて芸能プロダクションから報酬が支払われる。この

報酬の受け取りを芸能人個人ではなく、芸能人が設立した同族法人が受け取り、本人とそ

の家族に同族法人から役員報酬または給与を支払うことで納税額を下げることができる。  
この同族法人は、所属芸能人は本人一人、本人とその家族が役員または社員になり、株

主は本人一人という形態が想定される。指原莉乃の個人事務所「34COMPANY」はこれに
近い。AKB グループでの活動、つまり CD の歌唱印税や指原グッズの肖像権料などは運営
会社である AKS から 34COMPANY へ、ソロ活動のテレビ・CM 出演料等は太田プロダク
ションから 34COMPANY へ支払われ、34COMPANY から指原莉乃と母親に役員報酬また
は給与が支払われる。  
所属芸能人が本人一人で、その芸能人が法人の役員になっている法人の中には、法人と

は名ばかりで実態は芸能人本人に外ならず、単なる仮装にすぎないものもあり、それらに

ついては問題が生じる可能性もあるが、法人の業務と資産を明確に個人と区別して、個人

事業から法人組織に移行するいわゆる「法人成り」は合法的な節税行為として、これまで

多くの芸能人等に用いられてきた方法である。  
 
３．マナベ電子工業への業務委託料  
 報道によれば、平成 20 年 8 月、元祖ブログの女王眞鍋かをりに税務調査があり、当時
所属していた芸能プロダクション「アヴィラ」から得られる収入の一部を業務委託料の名

目で眞鍋かをりの母親が社長を務めるマナベ電子工業株式会社に振込んでいたようである。

マナベ電子工業は電子部品を扱う会社であるが、アヴィラとの間に交わされた広告・宣伝

企画・立案の業務委託契約が不自然だとして脱税疑惑が報じられた。それに対し、眞鍋か

をりは弁護士を通して、母親の会社の業務委託契約に関して内容に一部誤解を招く部分が

あったとして、自主的に修正申告をしたと述べている。  
 芸能人が同族会社を利用して節税を行うには、お金の流れが全く逆の２つのパターンが

ある。一つは既に述べた通り、所属芸能プロダクションからの報酬を同族法人が受け取り、

芸能人とその家族に給与を支払う方法である。そして、もう一つは、所属芸能プロダクシ

ョンからの報酬は芸能人個人が受け取って収入とするが、芸能人と同族法人との間で業務
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委託契約を結び、芸能人から同族法人に対して業務委託料を支払うという方法である（マ

ナベ電子工業のケースは業務委託契約の相手が芸能人本人ではなく、所属芸能プロダクシ

ョンであったが、アヴィラ側は本人の意向でそのような契約に至ったと説明している）。  
芸能人は高額の報酬を受け取ることにはなるが、同族法人に支払う業務委託料により所

得が減額されるため、納税額はその分下がる。一方で、同族法人は業務委託料が売上とし

て計上されるが、役員報酬や給与を家族等に支払うことで所得が分散される。芸能人に対

する業務遂行上発生するその他の費用を加えて計上し、売上から差し引いた金額に対して

法人税等を支払う。  
しかし、この方法には大きなリスクが伴う。マナベ電子工業の例にもあるように、同族

法人に支払う業務委託料の金額が不適正などとして税務署に否認される場合があるからだ。 
 
Ⅱ．同族法人を利用した節税効果  

１．所得税と法人税の税率の差を利用した節税  
（１）個人に課される税金と法人に課される税金  
 個人事業主の所得税は累進課税制度を採用しているため、所得金額に応じて 5％～45％
の間で段階的に税率が変わる。195 万円以下の所得に対しては 5％、195 万円超 330 万円
以下の所得に対しては 10％、330 万円超 695 万円以下の所得に対しては 20％、695 万円
超 900万円以下の所得に対しては 23％、900万円超 1800万円以下の所得に対しては 33％、
1800 万円超 4000 万円以下の所得に対しては 40％、4000 万円超は 45％の税率が課される
（図表 2）。  
（図表 2）  

所得税の速算表  

課税される所得金額  税率  控除額  

195 万円以下  5% 0 円  

195 万円を超え 330 万円以下  10% 97,500 円  

330 万円を超え 695 万円以下  20% 427,500 円  

695 万円を超え 900 万円以下  23% 636,000 円  

900 万円を超え 1,800 万円以下  33% 1,536,000 円  

1,800 万円を超え 4,000 万円以下  40% 2,796,000 円  

4,000 万円超  45% 4,796,000 円  

 
 個人事業主は所得税の他にも、所得金額に対して住民税が課される。住民税は所得割額

と均等割額（定額約 5000 円程度）の合計であるが、均等割額の影響は小さいので、税率
は所得割額の一律 10％と考えてよい。  
 その他個人事業主に課せられる税金としては個人事業税がある。税率は業種によって異

なり、税率 3％〜5％だが、全ての業種にかかるわけではなく、課税対象となる 70 業種が
列挙されていて、芸能人はこの法定業種には入っていない。  
高額所得者の芸能人の場合、所得税率は段階的に税率が高くなり、4000 万円超の所得に

対しては 45％、住民税率 10％を合わせた 55％が課せられる。大雑把に言えば、ギャラの



153

 
およそ半分を税金で納めることになる。  
一方、法人の所得に対しては「法人税」、「地方法人税」、「法人住民税」、「法人事業税」、

「地方法人特別税」が課せられる。法人税の税率は一律で、資本金１億円以下の中小法人

の場合、800 万円以下の所得に対して 15％（平成 31 年 3 月 31 日までの間に開始する事業
年度）、800 万円超の所得に対しては 23.4％（平成 28 年 4 月 1 日以後平成 31 年 3 月 31
日までに開始する事業年度）である。地方法人税は計算された法人税額の 4.4％が課税さ
れる。  
法人市民税の税率は自治体によって異なるが、標準税率を採用している自治体について

はおおよそ 9.7％の税率を法人税額に乗じて計算する。  
法人県民税の税率も自治体によって異なるが、中小法人の場合、法人税額が 1,500 万円

以下の法人は法人税額の 3.2％、1,500 万円超の法人は法人税額の 4％の税率を多くの自治
体が用いている。法人住民税には、所得金額に関係しない均等割があるが、金額的に寡少

なのでここでは割愛する。  
法人事業税は愛知県の例を示すと、所得金額 5,000 万円以下の中小法人の場合、400 万

円以下の所得に対して 3.4％、400 万円超 800 万円以下の所得に対しては 5.1％、800 万円
超の所得に対しては 6.7％の税率で課税される。所得金額が 5,000 万円を超える中小企業
では、税率がそれぞれ 3.55％、5.319％、6.988％になる。高額所得者の芸能人の税率は後
者が想定される。  
地方法人特別税はこの事業税の所得割額の 43.2％が課税される。  

 
（２）法人成りした芸能人のシミュレーション  
若い人気アイドルである芸能人が所属芸能プロダクションから１年間に１億円の報酬を

受け取ると仮定して、それを個人事業主として受け取る場合と、同族法人として受け取る

場合の納税額を比較してみる。所得金額に応じて負担額が変化する支払項目として社会保

険料があるが、納税額と合わせてその影響額を検討したい。個人の場合は国民健康保険料

と国民年金、法人の場合は社会保険料と厚生年金のそれぞれの保険料を納税額に準じる形

で示す。その他芸能活動にかかる個人負担の経費として 500 万円として試算する。  
はじめに、個人事業主として１億円受け取った場合の納税額を計算すると、所得税と住

民税を合わせると約 4,720 万円（税率 50.1％）、国民健康保険、国民年金の保険料を加え
ると負担額は約 4,810 万円（負担割合 50.6％）、手取額は 4,700 万円弱となる（図表 4①）。  
次に同族法人として報酬を受けた場合の納税額等を試算してみる。同族法人は芸能人の

芸能活動としての報酬を受け取るので、社員である芸能人に対して法人から給与（あるい

は役員報酬）が支払われる。この芸能人に対する給与の金額を法人が受けた報酬のどれく

らいに設定するかによって税額も影響を受けるが、仮に報酬の半分の 5,000 万円を芸能人
に支払った場合は、芸能人の所得税等の納税額は約 2,080 万円（税率 41.6％）、同族法人
の法人税は住民税等全てを含めると約 1,500 万円（税率 34.6％）になる。社会保険料と厚
生年金の保険料は制度上本人負担と会社負担が半分ずつであるが、会社負担分についても

同族法人は芸能人が出資した会社とすると全額が実質自己負担と考えられるので、社会保

険料負担額は約 300 万円となり、税金と合わせた負担額は約 3,880 万円（負担割合 40.9％）
になる（図表 4②）。この金額を芸能人が個人として受け取った場合と比較すると、同族法
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人が報酬を受け取った場合の方が、税金と社会保険料等の負担額は約 930万円少なくなる。 
芸能活動における経費の多くは個人ではなく、法人が負担するので、芸能人個人の手元

には、5,000 万円の給与から所得税・住民税・社会保険料等が差し引かれた約 2,800 万円
弱が手取り額として入る。  
 同族法人は売上１億円から芸能人への給与と経費と社会保険料などの法定福利費と法人

税等を差し引いた約 2,850 万円が剰余金として同族法人に積み立てられる。ただし、剰余
金は芸能人が自由に使うことができるわけではなく、この法人の事業目的に合った支出に

限定される。  
 
２．家族が同族会社の役員になった場合の所得分散による節税効果  
（１）給与所得控除と基礎控除  
個人事業の場合、家族に対する給与は専従者についてのみ経費に計上できる。つまり、

家族が他に仕事を持っていたり、学生であったり、あまり勤務のない非常勤であったりし

た場合は経費にならない。一方、法人の場合、家族が法人の役員になり、月１回以上の役

員会への出席など経営に参加すれば家族に対する役員報酬は経費になる。また、家族が社

員として働けば、アルバイトであってもその給与は経費となり、法人税の金額はその分下

がる。  
給与所得は個人事業主の事業所得とは異なり、給与等の収入金額から給与所得控除額を

差し引いて算出する。180 万円以下の収入に対しては 40％（65 万円に満たない場合には
65 万円）控除される。180 万円超 360 万円以下の収入に対しては 30％、360 万円超 660
万円以下の収入に対しては 20％、660 万円超 1000 万円以下の収入に対しては 10％、1000
万円超の収入に対しては 220 万円が控除される（図表 3）。さらに、納税者は誰でも基礎控
除として一律の 38 万円（住民税は 33 万円）を所得金額から控除できるので、例えば給与
が 103 万円以下であれば所得税はかからない。  
（図表 3）  
給与等の収入金額  給与所得控除額  

1,800,000 円以下  
収入金額×40％ 

650,000 円に満たない場合には 650,000 円  

1,800,000 円超  3,600,000 円以下  収入金額×30％+180,000 円  

3,600,000 円超  6,600,000 円以下  収入金額×20％+540,000 円  

6,600,000 円超  10,000,000 円以下  収入金額×10％+1,200,000 円  

10,000,000 円超  2,200,000 円（上限） 

 
家族が常勤となれば社会保険に加入することになるが、保険料の負担ついては前に述べ

た通り同族会社の場合は全額自己負担と同様と考える。  
 

（２）家族に給与を支払った場合のシミュレーション  
例えば、芸能人の母親が社長になった場合を試算する。役員報酬として母親に月 30 万

円、年間 360 万円払う。社会保険に加入した場合の社会保険料が約 108 万円（会社負担も
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含む）、所得税・住民税合計約 21 万円との合計約 129 万円が負担額となる。支払報酬額に
対する割合で言えば約 36％であるから、法人税の実効税率とあまり変わらない。  
では、最も節税額が大きくなるために、家族に給与として支払う金額をいくらにするこ

が妥当かシミュレーションしてみたが、給与を支払う家族が芸能人以外に一人の場合、金

額が大きくても小さくても結果はほとんど変わらないことがわかった。先の例と同じ状況

を想定して、１億円の報酬を法人が受け取り、芸能人本人に 5,000 万円の給与を支払い、
その他の経費を 500 万円計上する。法人の役員である母親にたとえば月 100 万円の役員報
酬を支払うと、法人が支払う法人税等が約 1,010 万円、芸能人本人が支払う所得税等が約
2,080 万円、母親が支払う所得税等が約 200 万円、芸能人と母親の社会保険料等が会社負
担分を含めて約 580 万円、これら全ての税金・保険料の合計は 3,870 万円になる（図表 4
③）。個人で１億円受け取る場合の条件を同じにするために、個人でも同様に家族一人に対

して専従者給与を 1,200 万円支払うと仮定すると、二人の所得税等と保険料を合わせると
約 4,540 万円になる（図表 4④）。節税額は約 670 万円。この役員報酬の金額を月 50 万円
にしても法人成りした場合の税金・保険料の負担額に大きな変化はない。  
所得の分散は、それぞれ給与を受ける者の給与所得控除と基礎控除の分と累進課税制度

による税率の違いから節税になる計算ではあるが、社会保険料の会社負担分も含めて計算

するとその影響額は大きく、芸能人以外の家族一人だけに給与を支払うことによる節税効

果はほとんどない。  
 
３．法人に認められている経費の計上による節税  
個人の場合には、事業主自身に対する退職金は必要経費として認めらないが、法人は役

員も社員も退職金は原則として費用になる。所得税法上、退職金は通常の給与所得の計算

とは異なり、退職金から退職所得控除額を引いた金額の２分の１が退職所得の金額になる

ため、税率は最高でも 25％となる。退職所得控除額は勤務年数が 20 年以下であれば、そ
の年数に 40 万円をかけた金額で、20 年超の場合は 800 万円プラス 20 年を超える勤務年
数に 70 万円をかけた金額である。退職所得は他の所得と合算しないで、分離して所得税
の税率をかけて納税額が計算されるので、給与として支払うよりもかなり節税効果は高い。

しかし、退職金は役員・社員が退職した時にだけ費用計上されるため節税できる時が限定

されるだけでなく、一度に高額の資金が必要になる。それを回避するために、法人保険に

加入して毎年保険料を費用に計上するとともに、退職金の資金を外部に確保する方法をと

る会社も多い。  
 個人事業主の場合、支払った生命保険料は年間最大 12 万円までしか所得控除ができな
いが、法人の場合は、役員や社員を被保険者とする生命保険に加入すれば、その保険料の

一部又は全部が法人の費用となる。法人保険を上手に利用することで効率よく資金を積み

立て、同時に節税もできるが、選択を誤ると想定外の損失が生じることもある。  
 
４．配当金で受け取った場合の節税効果  
（１）同族会社に剰余金が留保される場合  
 芸能人が受け取っていた所属芸能プロダクションから報酬を同族法人が本人に代わって

受け取り、同族法人から芸能人に給料を支払うことで節税できるが、同族法人の収益のほ
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とんどを給与で支払うと、法人税はゼロでも芸能人個の所得税の負担が大きくなり、同族

法人を通すことで得られた節税効果が薄くなる。逆に、芸能人への給与を減らせば、節税

額は大きくなるが、同族法人には残った利益が剰余金として積み上がっていくことになる。

この同族法人に溜まったお金は基本的に法人の事業目的に合った事業活動に対してのみ支

出できるが、芸能人が個人として自由に使うことはできない。この剰余金について、給与

以外の方法でまとまった金額を芸能人に帰属させる方法として株主配当がある。  
 上場株式以外の配当は、年１回当たりの配当が 10 万円以内であれば、20.42％の税率に
よる源泉徴収だけでよいが、それを超える配当は総合課税の適用を受ける。すなわち、芸

能人は給与と配当所得を合算して所得税を計算し、そこから配当金額の 5％（課税総所得
金額が 1,000 万円以下の場合は 10％）の配当控除額を差し引いた金額が納税額になる。  
 配当と給与の大きな違いは、法人側では給与は経費なのでその分は法人税が減るが、配

当は経費にはならないので法人税には影響しないことである。芸能人からすれば、既に法

人税が課された報酬を配当として受け取ることで、再度高い所得税率で課税されることに

なる。5％の配当控除があるとはいえ、最高税率 50％を考えれば大きな税負担である。  
 
（２）芸能人に配当金を支払った場合のシミュレーション  
 ここで、先の例を用いてシミュレーションしてみる。１億円の報酬を同族法人が受け取

り、芸能人本人には 5,000 万円、母親に 1,200 万円の役員報酬を支払うとすると、法人と
個人の納税額と社会保険料等を合わせると約 3,870 万円で、１億円の報酬から 500 万円の
経費を除いた額に対する割合は約 40.7％である。同族法人には剰余金として約 2,000 万円
が留保されているが、この全額を芸能人本人に配当として支払うと、芸能人本人の所得税

等が約 3,100 万円、トータルの負担額は約 4,890 万円、負担率 51.4％となって節税の効果
は全くなくなる（図表 4⑤）。同族法人に留保した剰余金を配当により芸能人本人に支払う
ことは、節税の観点で言えば、同族法人の存在自体が無意味になる。  
この剰余金の使われ方として想定できることは、いずれ芸能人の人気が落ちて高額の報

酬を得られなくなった時、同族法人から芸能人に支払う給与の額も少なくなるので、その

時に配当として芸能人に支払えば、高くない所得税率と配当控除で納税額のメリットはあ

る。あるいは、芸能人を引退した時に、同族法人の目的を別の業種に変更して新たなビジ

ネスとしてそのお金が活かされることもあるかもしれない。ただし、この法人を清算する

と、剰余金を株主である芸能人に分配されて、高額であれば配当と同様に高い税率で所得

税が課されてしまう。  
（図表 4）                             （単位：万円） 
  納税額  社会保

険料等  
負担額

合 計  
① 芸能人が報酬を受け取る場合（同族法人なし）  4,720 90 4,810 

② 同族法人が報酬を受け取り、芸能人に給与を払う場合  3,580 300 3,880 

③ ②と同じ条件で、芸能人の家族一人に給与を払う場合  3,290 580 3,870 

④ ①と同じ条件で、専従者一人に給与を払う場合  4,360 180 4,540 

⑤ ③と同じ条件で、芸能人に配当を払う場合  4,310 580 4,890 
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Ⅱ．同族法人への業務委託料の支払い 

 
１．同族会社に業務委託料を支払う場合のシミュレーション  
 所属芸能プロダクションとの契約が芸能人個人に限定されるような場合、芸能人が所属

芸能プロダクションから受け取った報酬の一部を同族法人に業務委託料として支払うこと

で節税できる。しかし、その金額が少額であれば大きな節税にはならない。先の眞鍋かを

りの例では、月額 420 万円の報酬のうち 7 分の 3 に当たる 180 万円がマナベ電子工業に支
払われていたと報道されているように、芸能人の高額所得者の場合は年間数千万円規模の

支払いが想定される。  
 ここで、先のシミュレーションの例を用いて、芸能人が同族会社に業務委託料を支払う

場合の節税額を試算する。１億円の報酬を芸能人本人が受け取り、同族法人に業務委託料

として 5,000 万円支払うと、芸能人個人の所得税等と社会保険料等を合わせて約 2,290 万
円になる。同族法人は業務委託料を収益として、社長である母親に役員報酬として 1200
万円を支払い、芸能業務の経費として 500 万円計上すると、同族法人の法人税等が約 1,060
万円、母親の所得税等が約 200 万円、負担する社会保険料等の合計が約 280 万円、全てを
合計すると約 3,830 万円（図表 5⑥）となり、法人成りの同じパターンの金額 3,870 万円
（図表 5③）と比較してもほぼ同じ結果になる。  
 しかし、実際問題として、1 億円の報酬のうち半分の 5,000 万円を業務委託費として同
族法人に支払うケースはほとんど考えられない。同族会社に対する業務委託料の金額はい

くらでもいいわけではなく、同族会社が芸能人にたいして行う業務に見合った適正額でな

ければ税務署に否認される可能性が高い。  
（図表 5）                             （単位：万円） 
  納税額  社会保

険料等  
負担額

合 計  
③ ②と同じ条件で、芸能人の家族一人に給与を払う場合  3,290 580 3,870 
⑥ 芸能人が報酬を受け取り、同族法人に業務委託料を支払い

同族法人から家族一人に給与を支払う  
3,460 370 3,830 

 
２．業務委託料否認の根拠  
（１）所得税法第 157 条による同族会社等の行為又は計算の否認  
所属芸能プロダクションからの報酬は、本来主として芸能人個人の人気・個性・パフォ

ーマンスに基づいて支払われる。その報酬の一部を同族法人に対して高額な業務委託料と

して支払うことにより、芸能人の所得税を不当に減少させると認められる場合には所得税

法第 157 条の同族会社等の行為又は計算の否認により、適正な業務委託料のみが認容され
る。  
所得税法第 157 条でいうところの、「所得税の負担を不当に減少させる結果となると認

められるもの」の意味は、一般的には、特殊関係者ではない会社間での通常の取引価格（独

立企業間取引価格）を超えた額を支払うことにより税負担の軽減を図るものと理解されて

いる。  
 芸能人が同族法人に支払う業務委託費の額が適正かの判断は簡単ではない。税務署がこ
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の同族会社等の行為又は計算の否認により同族会社に支払った業務委託料が高額であると

認定した場合は、税務署がその根拠を示さなければならない。しかし、芸能界の特殊な事

情を考えれば、芸能人に対するマネジメント料などの業務委託料の独立企業間価格や類似

する非同族会社間の適正な平均値などを示すことは困難と思われる。  
 
（２）過大な業務委託料が是認された裁決事例   
所得税法第 157条に規定する同族会社の行為計算否認規定を巡って争われた不服審判所

の裁決事例をみると、多くは個人事業主が同族会社に支払う業務委託料の金額の妥当性に

ついて、比準する同業者の業種・業態を踏まえ、合理的に算定された適正金額をもって、

委託費が過大であることが明白であれば、所得税の負担が不当に減少しているとして、適

正額を超える業務委託料の計上は否認されてきた。  
しかし、昨年これを是認する裁決があった。本件は、漫画家の創作活動をマネジメント

して支援するというＸ社の特殊な業務と比較できる非同族会社の適正委託料を算定するこ

とが困難なため、所得税法第 157 条を適用することができないとして、業務委託料は全額
是認となった事例である。  

 
 (平成 28 年 2 月 15 日未公開裁決、TAINS コード FO-1-577) 
①事案の概要  
個人事業主である漫画家 A 氏は、家族が代表者と社員である合同会社 X を作り、創作以

外のマネジメント業務をこの会社に委託していた。作業場、設備、アシスタントの調達、

出版社との打ち合わせ、経理、資料管理、取材などを A 氏とその父親、母親、妹がそれぞ
れ担当していた。給与は代表である父親が 1200 万円、母親が 900 万円、本人が 540 万円、
妹が約 500 万円であった。  

A 氏の事業所得を計算する上で、必要経費に算入したこの同族会社への業務委託料につ
いて、税務署が所得税法第 157 条を適用して更正処分等を行った。  
②税務署の見解  
Ｘ社が受託していた業務の内容から、人材派遣業に類似するものとして近隣の人材派遣

会社３社の適正な業務委託料を算定し、Ｘ社への業務委託料と比較して差がある。  
Ｘ社との業務委託契約は合理的根拠のない金額で締結しており、純然たる第三者との間

における通常の経済活動と比較した場合に不合理、不自然なものである。  
③不服審判所の裁決  
税務署が比準会社とした人材派遣会社は、Ｘ社の業務内容と相当な類似性があるとは認

められないから、適正な業務委託料の算定方法には合理性が認められない。  
したがって、Ｘ社に対する業務委託料の支払がＡ氏の所得税の負担を不当に減少させる

として、所得税法第 157 条を適用した本件更正処分は認められない。  
 
（３）所得税の必要経費に関する規定による否認  
 所得税法第 37 条は、所得の金額の計算上必要経費に算入すべき金額について、当該総
収入金額を得るため直接に要した費用の額及びこれらの所得を生ずべき業務について生じ

た費用の額と規定している。  
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 芸能人が同族法人に業務委託料を支払う場合、同族法人のマネジメント業務等が実際に

芸能人が収入を得る上で必要性があり、その業務の履行が客観的に認められる場合にのみ

必要経費に計上できることを意味している。もし、この要件を満たさず、同族法人に過大

な業務委託料を支払っていたなら、それはただ単に所得税の軽減を目的とした租税回避行

為にあたると認定され否認されることになろう。適正額を不相当に超える過大業務委託料

は、本来同族法人に対する贈与であり、家事費と考えられる。  
所得税法第 45 条は、家事費関連費が必要経費に算入できないことを規定し、家事関連

費の内容については所得税法施行令第 96 条で定めている。要約すると、所得を生ずべき
業務に必要である部分を明らかに区分することができる場合のその部分と、取引の記録に

基づいて、業務の遂行上直接必要であつたことが明らかな部分のみが必要経費になるが、

それ以外は家事関連費に当るので経費に計上できないというものである。すなわち、計上

された経費が家事関連費でないことを納税者が明らかにする必要があり、それができない

場合は必要経費には算入されないことを意味している。  
親が代表を務める一人芸能法人であれば、芸能人に対するマネジメント業務の事業との

関連性があいまいの場合も少なくないと思われるので、明確な根拠をきちんとした準備し

た上での支払いでないと否認のリスクは大きいと言わざるを得ない。  
 
３．業務委託料が否認された場合の同族会社の法人税の扱い  
所得税法第 157 条あるいは 37 条の規定を適用して、芸能人から同族法人へ支払う業務

委託料のうち適正額を超える金額が否認された場合、その否認額に対する所得税が芸能人

に課税されることになる。一方、法人から見ると、契約に基づいて芸能人に対するサービ

スの対価として得た業務委託料は、芸能人の所得税の計算上否認されたことにより自動的

にその金額が取り消されるわけではなく、売上としては成り立っている。さらに、その収

益を予定して役員や社員に支払った給与等も後になって減額できるものではない。結果と

して、適正額を超えた業務委託料に対する法人税と法人の役員と社員の所得税は余分に支

払うことになる。  
これが二重課税になるとして争った裁決事例があるので要旨をここに記載する。  
 
（裁決事例 平 14. 6.18 広裁（所）平 13-51）  
所得税法第 157 条第１項の規定は、当該法人の行為又は計算を容認すれば、株主その他

同族関係にある者の所得税の負担を不当に減少させる結果となると認める場合に適用され

るべきところ、その効果は、税務署長は所得税の計算に当たり、その適正と認めるところ

により正常な行為又は計算に引き直して課税を行うことができるというものであって、現

実に行われた行為又は計算そのものに実体的な変動を生じさせるものではない。したがっ

て、すでに法人税が課されている同族会社の行為又は計算が否認された結果として請求人

の所得税の負担が増加したとしても、当該法人税に何ら影響を及ぼすものではない。また、

本件役員報酬は、請求人の当該同族法人の取締役としての労務の対価であり、その原資の

いかんに直接左右されるものではなく独立して存在する、所得税法第 28 条第１項に規定
する給与所得に該当し、また、本件委託手数料とは、所得の発生根拠を異にする別個のも

のであるから、事業所得と給与所得の二重課税となっている事実は認められない。  
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山﨑 方義：「第38回日本BtoB広告賞 入賞作品講評 製品カタログ＜単品＞の部」、『BtoBコミュニケーション』第

563号、pp12-13、日本BtoB広告協会、2017年5月 
山﨑 方義：「第38回日本BtoB広告賞 入賞作品講評 企業活動レポート＜アニュアルレポート、CSRレポート、統

合報告書等＞の部」、『BtoBコミュニケーション』第563号、pp16-17、日本BtoB広告協会、2017年5月 
山﨑 方義：「実務に理論はどのように貢献できるのか －学術的価値と実務的有用性の両立を目指して－」、『BtoBコ 

凡例 ◎著書 ○学術論文 □紀要など掲載 無印 その他の業績
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ミュニケーション』第569号、pp20-29、日本BtoB広告協会、2017年11月 

山﨑 方義：「新聞広告でマルチステークホルダーに真の企業像の発信を」、中日新聞媒体資料、中日新聞社、2017年

12月 
◎加藤 晃（共著）：「先端的情報開示と経営戦略―中外製薬の研究」、『ガバナンス革命の新たなロードマップ ２つの

コードの高度化による企業価値向上の実現』、東洋経済新報社、2017年7月、pp.125-154 
加藤 晃：「ガバナンスを考える①」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年4月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える②」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年4月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える③」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年5月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える④」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年5月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える⑤」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年6月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える⑥」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年6月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える⑦」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年7月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える⑧」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年7月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える⑨」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年8月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える⑩」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年8月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える⑪」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年9月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える⑫」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年9月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える⑬」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年11月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える⑭」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年11月 
加藤 晃：「ガバナンスを考える⑮」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年12月 
加藤 晃：「リスクファイナンス」、『東海愛知新聞』、東海愛知新聞、2017年12月 
加藤 晃：「職場のセクハラ・パワハラ、実態と対策」、管理職研修、岡崎市医師会、2017年11月 

〇奥田 真之（共著）：「情報活動から見た大学生の金融情報と家計行動」、『生活経済研究』第 45 巻、生活経済学会、

pp.95-105、2017年3月 
〇奥田 真之（共著）：「大学生の金融リテラシーと家計簿記帳による金融経済教育」、『中部消費者教育論集』第 12 巻、

日本消費者教育学会中部支部、pp.1-13、2017年9月 
□奥田 真之：「大学の経営戦略としての地域連携に関する研究－岡崎市内の大学を事例として－」、『地域活性化研究』

第16号、岡崎大学懇話会、pp.13-21.、2017年8月 
□奥田 真之：「中小企業再生・支援の新スキーム－金融機関と会計・法律専門家の効果的な協同を目指して－」、『国民

経済雑誌』第216巻第3号、神戸大学経済経営学会書評、pp.73-80.、2017年9月 
□奥田 真之（共著）：「男女共同参画社会の実現に向けた消費者教育の可能性」、『岐阜大学教育学部研究報告 人文科

学』第66巻、pp.125-134、2017年10月 
□奥田 真之：「大学の経営戦略からみた学生の就業意識に関する一考察－愛知産業大学を事例として－」、『愛産大経営

論叢』第20号、愛知産業大学経営研究所、pp.21-30、2017年12月 
奥田 真之：「大学の経営戦略としての地域連携に関する研究－岡崎市内の大学を事例として－」、第17回地域活性化

フォーラム、岡崎大学懇話会、岡崎市図書館交流ブラザLibraホール、2017年5月 
奥田 真之：「私立大学の経営戦略としての地方創生への取組み」、第15回全国大会、日本企業経営学会、ホテルリソ

ル岐阜、2017年8月 
奥田 真之（共同研究）：「人生設計を保険教育から考える」、生活経済学会北海道部会研究大会、酪農学園大学、2017
年10月 

奥田 真之（共同研究）：「高校生の保険教育－情報活動と経済関心との関係－」、第 29 回生活経済学会中部部会、愛

知大学名古屋キャンパス、2017年 11月 
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奥田 真之：「最近の金融経済情勢」、岐阜西ロータリークラブ講話、講師、岐阜会館、2017年3月 
奥田 真之：「くらしとお金について」、瑞穂市社会福祉協議会講演、講師、駅西会館、2017年6月 
奥田 真之：「これからの生活設計」、御嵩町教育委員会講演、講師、中山道みたけ館、2017年8月 
奥田 真之：「最近の金融経済情勢」、内田橋十六会講演、講師、熱田神宮会館、2017年10月 
奥田 真之：「給付型奨学金の創設」、『中経論壇』、中部経済新聞コラム、2017年1月 
奥田 真之：「セルフメディケーション税制」、『中経論壇』、中部経済新聞コラム、2017年 2月 
奥田 真之：「経費申告でさらなる税還付」、『中経論壇』、中部経済新聞コラム、2017年3月 
奥田 真之：「家計負担の増減要因」、『中経論壇』、中部経済新聞コラム、2017年4月 
奥田 真之：「地域金融機関の新たな役割」、『中経論壇』、中部経済新聞コラム、2017年5月 
奥田 真之：「進む地方銀行の経営統合」、『中経論壇』、中部経済新聞コラム、2017年6月 
奥田 真之：「資産形成のすすめ」、『中経論壇』、中部経済新聞コラム、2017年8月 
奥田 真之：「ビットコインの分裂」、『中経論壇』、中部経済新聞コラム、2017年8月 
奥田 真之：「つみたてNISAとは」、『中経論壇』、中部経済新聞コラム、2017年9月 
奥田 真之：「保険教育の必要性」、『中経論壇』、中部経済新聞コラム、2017年10月 
奥田 真之：「実感乏しい景気回復」、『中経論壇』、中部経済新聞コラム、2017年11月 
奥田 真之：「増え続ける政府債務」、『中経論壇』、中部経済新聞コラム、2017年12月 
奥田 真之：「ビールにかかる税金は高すぎる？」、『中日新聞プラス達人に訊け！』、中日新聞ブログ、2016年12月 
奥田 真之：「お金を増やす知恵『分散投資』のススメ②」、『中日新聞プラス達人に訊け！』、中日新聞ブログ、2017
年1月 

奥田 真之：「普通のサラリーマンでも確定申告で経費申告できる？？」、『中日新聞プラス達人に訊け！』、中日新聞

ブログ、2017年3月 
奥田 真之：「お金を増やす知恵『複利』の力を利用しよう！」、『中日新聞プラス達人に訊け！』、中日新聞ブログ、

2017年4月 
奥田 真之：「お金を増やす知恵『投資』と『賭け事』の違いは何？」、『中日新聞プラス達人に訊け！』、中日新聞ブ

ログ、2017年5月 
奥田 真之：「お金を増やす知恵『計画性と我慢が必要！』」、『中日新聞プラス達人に訊け！』、中日新聞ブログ、2017
年6月 

奥田 真之：「進む地方銀行の経営統合『再編は歴史の必然？』」、『中日新聞プラス達人に訊け！』、中日新聞ブログ、

2017年7月 
奥田 真之：「仮想通貨『ビットコイン』が分裂した！？」、『中日新聞プラス達人に訊け！』、中日新聞ブログ、2017
年8月 

奥田 真之：「最近よく聞く『つみたて NISA』って何？」、『中日新聞プラス達人に訊け！』、中日新聞ブログ、2017
年10月 

奥田 真之：「予想外のできごとに備えるには？」、『中日新聞プラス達人に訊け！』、中日新聞ブログ、2017年10月 
奥田 真之：「株価が上がっているのに景気回復の実感がないのはなぜ？」、『中日新聞プラス達人に訊け！』、中日新

聞ブログ、2017年11月 
□草田 清章：「女性の働き方とワーク・ライフ・バランスシステムの構築」、『愛産大経営論叢』第 20 号、愛知産業大

学経営研究所、pp.31-40、2017年12月 
□各務 行雅：「新・中学校英語教科書の記述内容の比較・分析」､『愛産大経営論叢』第20号、愛知産業大学経営研究

所､ pp. 41-52､2017年12月20日 
◎鶴見 正史(共著)：「わが国における中小企業会計基準の発展」、『企業会計システムの現状と展望』、㈱五絃舎、pp.52-

62、2017 年1月 
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○鶴見 正史：「中小企業の会計構造と記述理論(2)」、『佐賀大学経済論集』、第49巻第4号、pp.211-231、2017 年2月 
○鶴見 正史：「中小企業の会計構造と記述理論(3)」、『佐賀大学経済論集』、第50巻第1号、pp.49-66、2017年5月 
□鶴見 正史：「複式簿記によるキャッシュ・フロー計算書の作成に関する提案」、『愛産大経営論叢』第 20 号、愛知産

業大学経営研究所、pp. 53-62、2017年12月 
鶴見 正史(共著)：「簿記における計算構造の総合的研究」、『日本簿記学会第 33 回全国大会報告要旨集』、明治大学、

pp.11-12、2017 年8月 
□三田村 浩：「会社分割における労働契約承継の個別効力―労働者の保護の在り方をめぐって―」、『愛産大経営論叢』

第20号、愛知産業大学経営研究所、pp. 63-74、2017年12月 
三田村 浩：「企業組織再編と使用者の雇用責任」、日本企業経営学会第 15 回全国大会、ホテルリソル岐阜、2017 年

8月 
小野 琢：「日本のCSRの源流～石門心学に学ぶこと～」、日本経営倫理学会中部地区研究会、東海学園大学栄サテラ

イトキャンパス、2017年2月 
◎今枝 千樹：「非営利組織会計の現状と課題」、高橋和幸編『企業会計システムの現状と展望―会計記号論を視野に入

れつつ―』、五絃舎、pp.143-145、2017年3月 
〇今枝 千樹：「米国における非営利法人制度の特徴」、『公益･一般法人制度の研究－日･英･米の制度の比較研究－』、非

営利法人研究学会 公益･一般法人研究会、pp.30-36、2017年 9月 
今枝 千樹：「米国の非営利組織における制度設計の概要と特徴」、非営利法人研究学会 公益・一般法人研究会、大原

大学院大学、2017年5月 
今枝 千樹：「地方創生活動における中間支援組織の役割について」、制度派会計学ワークショップ、京都大学、2017
年6月 

今枝 千樹（共同）：「地域資源開発のフロンティアと民間非営利活動の役割―広島神楽・東濃地歌舞伎における中間

支援活動の事例研究―」、日本地域資源開発経営学会第6回全国大会、広島県民文化センター、2017年7月 
今枝 千樹（共同）：「地域創生の起爆剤となりうる伝統芸能に対する持続可能な支援のあり方―広島神楽・東濃地歌

舞伎のケーススタディ―」、非営利法人研究学会第21回全国大会、神戸学院大学、2017年 9月 
○建部 貴弘（共著）：「3ヶ月間の運動教室に参加した高齢者の体力および生活活動能力およびQOLの変化」、『健康医

療科学研究』 第7号、pp1-12、愛知淑徳大学、2017年3月 
○建部 貴弘（共著）：「大学生の健康診断と健康管理」、『中京大学体育学論叢』 第57巻 第1・2合併号 pp.29-48、

中京大学 2017年3月 
◎星 和樹（中西晶監訳）：『想定外のマネジメント：高信頼性組織とは何か［第3版］』文眞堂、2017年7 月 
□星 和樹：「ストーリーとしての戦略化に関する考察」、『愛産大経営論叢』第20号、愛知産業大学経営研究所、pp. 

75-87、2017年12月 
□下平 芳久：「中国語の四字熟語を活用した日本語教育の試み」、『愛産大経営論叢』第 20 号、愛知産業大学経営研究

所、pp. 89-97 2017年12月 
下平 芳久：「東ティモールの言語と文化」、カンタ・ティモール上映会コメンテーター、岡崎市民会館、2017年2月 
下平 芳久：「下平とは何者か!?」、一番ディープな岡崎本「リバ!」7月号特集記事、株式会社リバーシブル、2017年

6月 
□王 平：「中国の広告における呼称語と人称代名詞の特徴」、『愛産大経営論叢』第 号、愛知産業大学経営研究所、 

pp. 99-108 、2017年12月

王 平：「日本司法支援センター法テラス」の通訳、翻訳計 件

愛知県弁護士協会 年 月～ 年 月

王 平：「国選弁護人」の通訳、翻訳計４ 件 愛知県弁護士協会 年 月～ 年 月

王 平：特許出願翻訳プルーフィング 計 件 年 月 ～ 年 月
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  刊行規定                                          

         
 

『愛産大経営論叢』刊行規定 

ASU Business Review 
 

１．（総則） 

  この規定は、『愛産大経営論叢』（以下『経営論叢』という。）の刊行に関して必要な事項を定める。 

２．（英文名） 

  この経営論叢は、英文名を、ASU Business Reviewとする。 

３．（目的） 

  この経営論叢は、研究所所属の専任教員、非常勤講師、研究員の研究成果公表の機関誌である。 

４．（外部投稿） 

  前項の規定に関わらず、教員・研究員以外の研究成果についても、次に掲げる場合は、この研究論叢に掲 

載することができる。 

(1) 研究所で講演および口頭発表した者の研究成果 

(2) 研究所から依頼した者の研究成果 

(3) その他、編集委員会が承認した者の研究成果 

５．（編集委員会） 

  (1)経営論叢の編集、その他経営論叢に関する業務を行うため、編集委員会をおく。 

  (2)編集委員会は、研究所所属の教員、研究員とし、所長が委嘱する。 

  (3)編集委員の任期は、1年とする。ただし、再任を妨げない。 

  (4)編集委員長は、編集委員から所長が委嘱する。 

６．（経営論叢） 

  (1)経営論叢は、年1回発行する。 

  (2)投稿者は、研究所所属の専任教員、非常勤講師および研究員に限る。ただし、専任教員、研究員との共著 

者および前4項の(1)、(2)および(3)に該当する者はこの限りではない。 

  (3)経営論叢への投稿内容は、以下の各項に該当する著作とし、未発表のものでなければならない。 

    ①経営および経営環境に関する領域における学術論文。 

    ②経営および経営環境に関する領域における学術論文に準ずる研究ノートなど。 

    ③経営および経営環境に関する領域における実践研究報告および調査報告など。 

    ④経営および経営環境に関する領域における研究書を対象とした書評。 

    ⑤経営および経営環境に関する領域における地域共同研究および調査報告など。 

  (4)経営論叢へ投稿された著作は、編集委員会において委嘱された査読者が内容を査読し、その結果に基づき

採否を決定する。 

７．（執筆要領） 

  経営論叢投稿・編集に必要な細則および経営論叢執筆要領は別に定める。 

８．（修正） 

  この規定および細則、執筆要領の修正は、経営研究所運営委員会において決定する。 

付則 

(1)本刊行規定は、平成 10年4月1日より施行する。 

(2)本刊行規定は、平成 17年4月1日より施行する。 

  (3)本刊行規定は、平成 18年4月1日より施行する。 

  (4)本刊行規定は、平成 23年4月1日より施行する。 

  (5)本刊行規定は、平成 24年4月1日より施行する。 
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